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第一章 序 論 

 

第一節 テーマの選択と研究目的 

中国語は動補構造（verb-complement structure）表現の豊かな言語である。動補

構造は述語動詞と補語により構成され、述語動詞は動作主の動作・行為を叙述す

る。補語は述語動詞の後ろに付き、述語動詞が表す動作・行為に対して補足説明

を行う文成分であり、主に動詞・動詞性連語、形容詞・形容詞性連語、数量連語、

介詞連語が担当する。一部の動補構造には述語と補語の間に構造助詞1が入ってい

る場合もある。動補構造の内部に客語を伴うことができる。中国語の動補構造は

簡潔な結び付きで構成されているにもかかわらず、動作・行為（原因）とその結

果を一つの構造で表現できるため、中国語の表現力を大いに高めた。動作の行為

者、受動者或いは動作・行為も補語の語義対象になれるため、動補構造が語義表

現における多様性の形成に果たした役割は大きい。また、動補構造の形式も豊富

であり、中国語の特徴の一つとして、その発生は人々の認知と意味表現の特徴を

反映しており、中国語文法史発展の重要な一側面である。そのほか、動補構造は

他の構文の発展にも大きな影響力を備え、一部の文構造の発生（例えば、動詞重

複構造2）や一部の文構造の発展（例えば、処置式、受動式）もこの動補構造に深

くかかわっている。 

中国語の動補構造は、最初から全ての類型が揃っていたわけではなく、補語類

型が乏しかった古代から三千年あまりの変化を経て発展してきたのである。動補

構造の歴史を研究することは、中国語文法における動補構造の位置と、関連する

文法との相互関係などの解明に役立つ。 

中国語文法史を解明する際は、まず時代ごとに研究することが必要とされる。

宋代（960～1279年）は近世中国語の重要な段階である。宋代において、印刷の技

術が普及し広く利用されることにより、書籍が大量に流通するようになった。宋

代の文献には文言資料はもちろん、白話資料もたくさん現れるようになった。蒋

绍愚（1994:16）では、“近代汉语语法词汇的研究资料，主要就是在近代汉语时期

                                                   
1 構造助詞以外に、小論が扱う宋代の白話文献における一部の動補構造にも述語動詞と補

語の間に動態助詞“得”、“取”、“却”、“将”が入っている場合がある。 
2 動詞重複構造（“动词拷贝结构”verb coping）とは、“喝酒喝醉了”のように、同じ動

詞が繰り返され、前項動詞が客語を取り、後項動詞に補語が付く「（V+O）+（V+C）」構

造のことである。李讷・石毓智（1997：38）では、“动词拷贝结构是一种非常年轻的句法

格式，只有大约两、三百年的历史。它产生的背景和条件是，由于动补结构的发展，动词和

补语之间不再能插入宾语，导致‘V(得)OC’格式消亡，原来该格式引进宾语的功能除用业

已存在的‘把’字句、话题结构等承担外，还需要寻求一种新结构，用以引进一类特殊宾语

和补语。动词拷贝结构的形式来源是一种话语结构，它是从两个成分相同、语序一样的单句

抽象、固定下来的。”と指摘している。 
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中反映口语的文字。”と指摘している。宋代の白話文献には、禅宗語録、宋儒語録、

史籍、諸宮調などがある3。禅宗語録は禅師の言行、説法などを記録した文献であ

る。宋代になると、儒学は理学へと発展した。宋儒語録は理学家の講義録や談話

録を集めて編纂したものである。史籍の中にも、申し状、外交交渉の記録など口

語的な資料が見られる。諸宮調は一種の民間語り物の形式である。上掲した文献

には口語が大量に残っており、宋代の中国語文法を解明する代表的な口語資料と

して、研究価値が極めて高いと考えられる。 

以上紹介した宋代白話文献の中には、動補構造の類型が多く見られ、それらは

多様な性質を持っている。宋代白話文献に現れた動補構造は唐五代のものを継承

しつつも、宋代に至って各類型の動補構造が発展したことが分かる。動補構造の

歴史変遷はこの宋代に深く関わっていると言っても過言ではない。ゆえに、宋代

における中国語の動補構造の研究は「動補構造」の通時研究の土台となるもので

あり、動補構造と関連する文法現象との相互関係の研究にとっても大きな意義を

持っている。 

小論はこれまでの先行研究を踏まえ、宋代の代表的な白話文献を研究対象とし、

その中の動補構造の類型体系、形式上の特徴、語義表現に対して全面的に整理・

分析を実施し、研究を展開する。さらに、宋代白話文献間の共時研究及び他の時

代との通時研究により、宋代白話文献の動補構造の総合研究を行う。  

 

第二節 研究理念と研究方法 

客観的な言語事実に基づいて研究を展開することが小論の研究理念である。研

究方法として、形式と意味を結び付け、描写と比較を結び付け、共時と通時を結

び付け、全数調査とサンプル調査を結び付ける。具体的には次の通りである。 

（一）形式と意味を結び付ける 

言語は形式と意味の結合したものである。文法研究において、意味だけ或いは

形式だけを重視するのは限界がある。形式と意味を結び付けて考察すれば、より

科学的且つ全面的に言語現象の本質を認識・分析することができる。朱德熙

（1985：51）では、次のように指摘している。 

                                                   
3 禅宗語録・宋儒語録・史籍・諸宮調のほかに、話本は一般庶民を対象にして行ってい

た講談の脚本であるため、生粋の口語が用いられている。しかし、現存している宋代話

本の出版年代は確定し難い。刘坚・蒋绍愚(1992：目录)では、《简贴和尚》、《杨温拦路

虎传》、《崔待诏生死冤家》、《一窟鬼癞道人除怪》、《万秀娘仇报山亭儿》、《宋四公

大闹禁魂张》の 6 篇については、“以上六篇年代不明，暂入本卷”と書いている。蒋绍愚

(2005：18)では、“问题在于今天所见到的话本时代不容易确定。《大唐三藏取经诗话》有

的研究者认为是晚唐五代的作品，有的研究者认为在元代前后经过修改。”と指摘している。

ゆえに、小論は話本を研究対象としない。  

http://kotobank.jp/word/%E5%BD%A2%E5%BC%8F
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语言包括形式和意义两方面。语法研究的最终目的就是弄清楚语法形式和

语法意义之间的对应关系。所以从原则上说，进行语法研究应当把形式和意义

结合起来。不过这个话说起来容易做起来难。一会儿讲点意义，一会儿讲点形

式，两方面没有内在的联系。这叫揉合，不叫结合。真正的结合是要使形式和

意义互相渗透。讲形式的时候能够得到语义方面的验证，讲意义的时候能够得

到形式方面的验证。 

  

では、文法研究にあたって、形式と意味をどうやって結び付けるのかについて、

周国光・张林林（2003：78）では、より具体的な方法を挙げている。 

 

我们主张要做好形式和意义的结合，首先要分清结构和语义这两个平面或

层面。然后分别从两个平面进行分析：从结构平面进行分析时，可以暂时不考

虑意义，不妨尽量形式化，把形式因素尽可能地分析出来，并给出形式化的描

述。从语义平面进行分析时，可以暂时不考虑形式，把语义因素尽量分析出来。

然后把二者分析的结果再进行结合，或者从形式的分析推进到语义，或者从语

义的分析推进到形式，找出二者之间的对应关系，使之互相验证。 

 

 近世中国語における「V+得+C」結果式と「V+得+C」可能式を以下に例として挙

げる。 

1． 待寻得见了，好与夺下，却赶将出门去！（《朱子语类》卷124）4 

（寻得见：見つける）5 

2. 你早睡也？那你睡得着？（《挥麈录・王俊首岳侯状》） 

（睡得着：寝付ける） 

 

例1と例2の下線部分は「V+得+C」構造である。形式上、少なくとも２点ほど違

いがある。 

ⅰ）「虚詞の有無」からみると、例1“寻得见”の後ろに「完了・実現」を表す

助詞“了”が付いているが、例2の“睡得着”の後ろにはそれがない。 

ⅱ）両構造の否定形式からみると、例1の否定形式は一般的に「V+得+C」構造の

前に否定詞を加えるが、例2の否定形式は一般的に構造助詞“得”を“不”に入れ

替えて「V+不+C」構造になる。 

また、意味上、例1“寻得见”の“得”は実際の意味を持っていない。この“寻

                                                   
4 原本は繁体字であるが、小論では字体の統一から簡体字を用いる。以下同様。 
5 小論では、日中対照の便宜を図るために例文の下線部及びその関連性が高い部分を日本

語に訳す。以下同様。  
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得见”は動作が発生して、ある結果に至った（それを仮定する場合も含む）こと

を表しており、現代中国語の“普通话”で言い換えると“找到”になる。一方、

例2“睡得着”の“得”は可能を意味する構造助詞であり、この“睡得着”は「寝

付ける」という可能を表している。 

例1と例2の形式上の区別は意味上の差異に反映している。逆に言えば、例1と例

2の意味上の差異は異なる形式によって反映されている。 

小論は、今までの研究成果を踏まえ、信憑性の高い宋代白話文献を幅広く調査

し、そこに見られる動補構造の各類型を詳細に分類し、典型的な用例を挙げなが

らその形式と意味の両面から動補構造の特性を描写する。形式上、主に動補構造

の各要素（例えば、述語・補語・客語など）の音節上の特徴・文法機能・位置関

係、及び動補構造とほかの文法構造との結合状況について考察する。意味上、文

脈を考慮した上で、主に補語の語義特徴及び補語の語義対象を分析する。 

（二）描写と比較を結び付ける 

 言語現象を研究する際、客観的な静態描写はある言語現象の特徴を研究する土

台である。しかし、静態描写だけにとどまるのは不十分であり、その言語現象の

全貌を把握することはできない。朱德熙（1985：2）では、“特点因比较而显，没

有比较就没有特点。”と指摘している。すなわち、物の特徴は比較を通して徐々

に現われてくるのである。朱氏は中国語をほかの言語と比較すべきと主張してい

るが、このことは筆者が宋代白話文献における動補構造を研究する際、大きな啓

発を与えてくれた。 

比較をしようとすれば、参照物（比較の対象）を決める必要がある。例えば、

宋代白話文献においては、「V+C」・「V+得+C」・「V+取+C」・「V+却+C」・「V+

将+C」・「V+得+将+C」の6つの構造が方向義を表すことができる。それは一見す

ると言語の経済原則に反することである。なぜ同時代に方向義を表すために6つの

構造が存在する必要があるのか？現代中国語の“普通话”では、なぜ「V+得+C」

方向式・「V+取+C」方向式・「V+却+C」方向式・「V+将+C」方向式・「V+得+将+C」

方向式が衰退して、「V+C」方向式しか残っていないのか？といった質問について、

この6つの構造を比較させ、それらの共性と個性をまず明らかにする必要がある。 

 小論では、宋代白話文献における各類型の動補構造を類型ごとに描写した上で、

以下のような比較対照を行う。 

 ① 類似する意味を表す動補構造の比較 

 ② 動補構造内の各成分の語順の比較 

 ③ 宋代の動補構造の文献ごとの比較 

 ④ 宋代動補構造とほかの時代の動補構造との比較 
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（三）共時と通時を結び付ける 

 共時研究はある言語現象のある一時期の有様に注目して分析する研究方法であ

る。それに対して、通時研究はある言語現象の二つ或いは二つ以上の時代におけ

る体系を比較し、その歴史変遷を対象とした研究方法である。 

言語は時代とともに変化していく。ある言語現象の歴史変遷を究明する場合、

時間の流れの角度から通時研究を行わなければならない。宋代の動補構造と前代

の動補構造との比較研究によって、動補構造の宋代までの発展をまとめることが

できる。そして、それらを対照しながら考察すれば、宋代の動補構造は現代中国

語の“普通话”における動補構造とは全く同じではないことが分かり、宋代から

現代に至るまでの動補構造の歴史変化をうかがい知ることができる。 

しかし、言語現象にはさまざまな理由で変化が発生し、その変化が拡大してい

くので、単なる歴史的な変遷を追究するだけでは不十分である。共時文献であっ

ても、文献の性質、地域的差異、言語接触などによって差異が生じないとは言え

ない。よって、ある言語現象の全貌を明らかにするためには、共時研究と通時研

究を結び付けるべきである。 

 小論では、「共時比較研究」と「通時比較研究」の二段階に分けて行う。 

第一段階では、同じ宋代の白話文献の間で共時比較研究を行い（必要に応じて

定量統計をする）、共時文献間の動補構造の共通点（共性）と相違点（個性）を

明確にする。 

第二段階では、特定の動補構造、特に宋代白話文献には見られるが、現代中国

語の“普通话”には存在しなくなった動補構造について通時比較研究を行う。補

助資料として、唐五代の《祖堂集》と敦煌变文、宋代の《古尊宿语录》、元明代

の《老乞大》・《西游记》、清代の《醒世姻缘传》・《红楼梦》・《老残游记》・

《儿女英雄传》などの資料を用いる。それは、これらが各時代の代表的なものと

して、その時代の言語状況を反映しているためである。小論では、特定の動補構

造における各歴史段階の共時特徴を把握した上で、その歴史変遷の軌跡を描写す

る。さらに、語義の虚化、二音節化の趨勢、類推の効果、認知言語学などの観点

からその歴史変遷の原因を探究する。 

（四）全数調査とサンプル調査を結び付ける 

 全数調査は対象文献のすべてを考察する統計調査である。調査した結果には、

サンプル調査では必ず生ずる「サンプル誤差」が含まれない代わりに、大変な手

間がかかる。それに対して、サンプル調査は対象文献の一部をサンプルとして調

査を行い、すべての対象を調べるわけではないので、その結果には誤差が含まれ

るが、調査にかかる時間を短縮することができる。 

 宋代白話文献は量が多いため、その中に見られる動補構造も数多く、全体的な
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全数調査は現実的には不可能である。小論では、宋代の南方方言を代表する《佛

果圆悟禅师碧岩录》と宋代の北方方言を代表する《刘知远诸宫调》を選択し、そ

の中に見られる動補構造については全数調査を行う。一方、他の文献、例えば、《景

德传灯录》・《河南程氏遗书》・《朱子语类》・《三朝北盟会编》・《续资治通鉴长编》・

《挥麈录》・《建炎以来系年要录》などについては、文献の量が非常に多いので、

原則としてサンプル調査を実施する。 

 

第三節 論文の構成 

小論は八章に分ける。 

第一章は序論で、テーマの選択と研究目的、小論の研究理念と研究方法、論文

の構成と記号の使用を概述した。 

第二章では、先行研究の紹介に基づき、文法研究を前提とし、宋代の白話文献

と小論でテキストとした数種類の白話文献の性質・著者・版本などを紹介した。

また、この数種類の白話文献における動補構造に関する主な先行研究を調査し、

リストアップすることで、これまでの研究成果を把握し、小論の研究方向を述べ

た。 

第三章では、各学者の現代中国語における動補構造の認定と分類を参考にした

上で、宋代白話文献における動補構造の認定、分類基準と分類結果を説明した。 

第四章では、宋代白話文献における「V+C」動補構造を「V+C」結果式・「V+C」

可能式・「V+C」方向式に分け、例文を挙げながら、形式と語義の両面から描写・

分析を行い、それぞれの特徴をまとめた。 

第五章では、宋代白話文献における「V+P+C」動補構造6を「V+得+C」動補構造・

「V+取+C」動補構造・「V+却+C」動補構造・「V+将+C」動補構造に分類した。さら

に「V+得+C」動補構造を「V+得+C」結果式・「V+得+C」方向式・「V+得+C」様態式・

「V+得+C」可能式に分け、「V+取+C」動補構造を「V+取+C」結果式と「V+取+C」方

向式に分け、「V+将+C」動補構造を「V+将+C」方向式と「V+得+将+C」方向式に分

けた。各小類に対して、例文を挙げながら、形式と語義の両面から描写・分析を

行い、それぞれの特徴をまとめた。 

第六章は宋代白話文献における動補構造の共時比較研究である。宋代の白話文

献を文献のジャンルによって、①禅宗語録《景德传灯录》と《佛果圆悟禅师碧岩

录》、②宋儒語録《河南程氏遗书》と《朱子语类》、③史籍《三朝北盟会编》、

《续资治通鉴长编・乙卯入国奏请》、《挥麈录・王俊首岳侯状》、《建炎以来系

                                                   
6 「V+P+C」動補構造とは、述語動詞と補語の間に挿入性文法標識（Particle の頭文字を

取って、以下 P と略記。具体的には“得”、“取”、“却”、“将”など）がある動補構

造である。 
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年要录》、④諸宮調《刘知远诸宫调》の4種類に分け、各白話文献において、（ⅰ）

「V+C」動補構造、（ⅱ）「V+得+C」動補構造、（ⅲ）「V+取+C」動補構造、（ⅳ）

「V+却+C」動補構造、（ⅴ）「V+将+C」動補構造の使用状況を分析し、同じ宋代

の白話文献における動補構造の異同を明らかにする。特に相違点について、差異

を生じた原因は文献のジャンルの区別なのか？歴史的な変化なのか？方言の差異

なのか？などについても考察を加えた。 

第七章は宋代白話文献における動補構造による通時研究である。今までの研究

成果を踏まえ、①「V+P+C」動補構造における文法標識の変遷、②「V+C」動補構

造における客語の位置変遷、③動補構造用法の変遷、④動補構造における補語語

彙の変遷の 4 つの特定の問題について、主に唐五代と現代中国語の“普通话”（必

要に応じて他の時代も）をそれぞれ宋代と対照させ、前代から宋代に、また宋代

から現代にどのように変遷したのか？その歴史発展の軌跡を描写した。さらに、

その歴史変遷の原因を語義の虚化、二音節化の趨勢、類推の効果、認知言語学な

どの観点から探究した。 

第八章は結論である。小論の主要な内容を要約し、宋代白話文献に見られる動

補構造の特徴、共時比較研究で得られた結論および通時比較研究で得られた結論

をまとめた。 

 

第四節 記号の説明 

小論では以下の記号を略語として使用する。 

N―名詞（Noun） Neg―否定詞（Negative Adverb）  

V―述語動詞（Verb） Vd―方向動詞（Directional Verb） A―形容詞（Adjective） 

C―補語（Complement） C1―一つ目の補語動詞 C2―二つ目の補語動詞 

O―客語（Object） O1―一つ目の客語 O2―二つ目の客語 

O受―受動客語 O結―結果客語 O場―場所客語 

O存―存現客語 P―文法標識（Particle） ……―例文の省略 
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第二章 宋代白話文献と研究現状 
 

第一節 諸文献と文献別先行研究 

宋代文献の量は厖大であり、中には白話資料もあれば、文言資料もある。太田

辰夫(1958：410)では、「言語の歴史的研究にあたって、最も大切なことは資料の

選擇である。資料の選擇如何は研究の結果を決定的に左右する。」と指摘されて

いる。 

以下の著書は宋代の白話文献について言及している。 

（1） 吕叔湘《汉语语法论文集》の附録である《引书目录》 

（2） 太田辰夫『中国語歴史文法』の附録である『引用書目録』 

（3） 刘坚・蒋绍愚《近代汉语语法资料汇编·宋代卷》の目録 

（4） 蒋绍愚《近代汉语研究概要》の第二章《近代汉语研究的资料》の二 

〈宋代（附金代）〉 

 

小論では、以上の論述に基づき、文法研究を前提とし、宋代の禅宗語録・宋儒

語録・史籍・諸宮調を研究資料として選定する。研究資料の選択基準としては、

時代としての信憑性、資料としての典型性、言語としての口語性を主とする。こ

れらの資料はそれぞれ文体が異なるが、すべて宋代の口語を反映していると考え

られる。具体的には、以下の通りである。 

2.1.1 禅宗語録 

禅宗語録は、もともと禅師によって語られた講義録であり、禅門弟子によって

当時の方言で記録された問答集である。その中には大量な口語、白話表現が残っ

ており、非常に価値が高いものである。通常、禅宗語録は南方方言を代表すると

考えられている。小論では研究資料として、《景德传灯录》と《佛果圆悟禅师碧

岩录》を選定する。そのほか、《古尊宿语录》もあるが、資料に重複があるため、

小論では、研究対象としない。ただし、必要に応じて参照することもある。 

2.1.1.1 《景德传灯录》 

《景德传灯录》（全 30 巻）は、禅宗を代表する燈史であり、《五灯会元》の一部

になる。北宋の景德元年（1004 年）に道原によって編纂された。“灯录”は禅僧の

伝記と語録を記録した禅宗の特徴に富んだ資料である。“传灯”は正法を伝えるこ

とを意味する。“景德”は宋真宗（1004～1007 年）の年号であり、この本は景德年

間に上呈した故に、書名に“景德”の二文字を加えたわけである。 

著者道原禅師の生涯については不明な点が多い。顾宏义（2010：前言）では、“据

朱文才《吴郡图经续记》卷中，道原禅师为余杭（今属浙江）人，住苏州弥勒院。”

と記述している。 
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小論では、1966 年台湾商務印書館により刊行された《景德传灯录》を使用する。

《景德传灯录》は分量が多く、内容には若干の重複がある。よって、30 巻の中か

ら計 5 巻（第 5 巻、第 18 巻、第 19 巻、第 21 巻、第 26 巻）を抽出し、考察する

ことにした。ただし、必要に応じて、全 30 巻を参考する。 

《景德传灯录》には、「V+C」結果式・「V+C」可能式・「V+C」方向式・「V+得+C」

方向式・「V+得+C」様態式・「V+得+C」可能式・「V+取+C」方向式・「V+却+C」方向

式・「V+将+C」方向式・「V+得+将+C」方向式の 10 種類の動補構造が見られる7。 

《景德传灯录》における動補構造についての先行研究は次の 2 篇がある。 

（1） 符筱筠 2012《<景德传灯录>中“来”、“去”二词研究》 

 《景德传灯录》における“来”、“去”を実義動詞・方向動詞・動態助詞・事態

助詞・構造助詞・語気助詞などの用法から考察を行った。その中で方向動詞の“来”、

“去”は主に述語動詞に付き、補語成分になっている。方向動詞“来”、“去”は

用法が複雑で、補語“来”、“去”によって構成された動補構造については、ⅰ）

客語の位置が多様であること、ⅱ）動態助詞“将”、“得”と共起する例もよく見

られること、以上 2 点が述べてある。 

（2） 祖生利 2001《<景德传灯录>中的补充式复音词》 

 《景德传灯录》における“打破”、“取回”などの補充式複合詞の考察を通して、

“《灯录》时代是汉语补充式构词法最终确立的时期，前代大量动补结构已逐步词

化，补充式复音词真正产生了。”と指摘している。 

2.1.1.2 《佛果圆悟禅师碧岩录》 

《佛果圆悟禅师碧岩录》(全10巻、以下《碧岩录》と略記する)は、《碧岩集》、

《圆悟碧岩集》などとも呼ばれる。北宋初期に雲門宗の雪竇重顕が古則百則に頌

を付けた《雪窦颂古》に、北宋末に圜悟克勤が更に垂示（序論的批評）、著語（部

分的短評）、評唱（全体的評釈）を付したものである。《碧岩录》は宣和七年（1125

年）～建炎二年（1128年）、つまり北宋末期南宋初期に編纂された。 

雪竇重顕禅師（980～1052年）は、北宋の禅僧である。遂寧（現在の四川省遂寧

市）の人であり、俗姓は李、字は隠之である。雪竇重顕禅師は儒門を業とする家

に生まれ、幼少より家学の薫陶を受けたが、経世儒学に感じ入らず、出家の道を

内心望んでいた。雪竇重顕禅師は24歳の時に父母が相次いで世を去り、人生の無

常を感じて出家する。普安院仁銑によって受具の後、大慈寺の元瑩、石門の蘊聡

について教相を究め、南遊して雲門宗の智門光祚に謁し、開悟して、その法を嗣

いだ。5年間、雲門宗の祖・文偃に学んで、宗旨の蘊奧を究めた。 

圜悟克勤禅師（1063～1135年）は、宋代の禅僧である。彭州崇寧（現在の四川

                                                   
7 小論での動補構造の分類基準と分類結果については、第三章第二節に詳しく述べてい

る。 

http://search.cnki.com.cn/Search.aspx?q=author:%E7%AC%A6%E7%AD%B1%E7%AD%A0
http://search.cnki.com.cn/Search.aspx?q=author:%E7%A5%96%E7%94%9F%E5%88%A9
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%9B%9B%E5%B7%9D%E7%9C%81
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%9B%9B%E5%B7%9D%E7%9C%81
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E9%81%82%E5%AF%A7%E5%B8%82
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E9%9B%B2%E9%96%80%E5%AE%97
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E8%A6%8B%E6%80%A7
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E9%9B%B2%E9%96%80%E6%96%87%E5%81%83
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%BD%AD%E5%B7%9E%E5%B8%82
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%9B%9B%E5%B7%9D%E7%9C%81
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省成都市の北西）の人であり、俗姓は駱、字は無著である。圜悟禅師は幼くして

出家し、諸処の高僧のもとで修行し、最後に五祖法演の弟子になった。 

小論では、昭和三年発行（昭和五十一年再刊発行）の『大正新脩大蔵経』第四

十八卷諸宗部五を使用する。 

《碧岩录》には、「V+C」結果式・「V+C」可能式・「V+C」方向式・「V+得+C」結果

式・「V+得+C」方向式・「V+得+C」様態式・「V+得+C」可能式・「V+将+C」方向式・「V+

得+将+C」の 9 種類の動補構造が見られる。 

《碧岩录》における動補構造についての先行研究は次の 3 篇がある。 

（1） 苏俊波 2004《<碧岩录>趋向词“来”、“去”研究》 

 《碧岩录》における方向詞“来”、“去”の実義動詞・方向動詞・動態助詞・事

態助詞・構造助詞・語気助詞などの用法を描写・分析した上で、異なる歴史時期

の文献と対照させている。その結果、方向詞“来”、“去”が実義を持つ動詞から

どのように虚詞化されたかについて、その文法化の過程を以下のように結論付け

ている。 

            动态助词    结构助词 

实义动词    趋向动词     

                                     事态助词    语助词 

 

（2） 李燕燕 2011《<碧岩录>助词研究》 

 《碧岩录》における助詞を動態助詞・事態助詞・構造助詞と他の助詞の 4 種類

に分け、それぞれの《碧岩录》での使用状況を分析した。そのうち、動態助詞の

“将”、“取”、“却”と構造助詞の“得”が近世中国語の動補構造によく用いられ

ているという結論を得ている。 

（3） 李强 2011《<碧岩录>中“得”字研究》 

述語動詞・助動詞・補語・動態助詞・構造助詞及び“得”によって構成された

語彙などの面から《碧岩录》における“得”を分類し、各類の用法について例文

を挙げながら分析した。 

 

2.1.2 宋儒語録 

宋代になると、儒学は理学へと発展した。周敦頤、程顥、程頤、朱熹などは理

学の代表的な人物である。彼らの講義や会話は弟子によって記録され、語録とし

て整理・出版されている。宋儒語録は談話の記録であるため、宋代中国語を研究

するのに役立つ資料である。小論では、《河南程氏遗书》と《朱子语类》を選定す

る。いずれも宋代文人階層の口語が反映されており、分量も多い。宋儒語録の中

でも最も重要な文献である。 

http://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%9B%9B%E5%B7%9D%E7%9C%81
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%9B%9B%E5%B7%9D%E7%9C%81
http://search.cnki.com.cn/Search.aspx?q=author:%E8%8B%8F%E4%BF%8A%E6%B3%A2
http://search.cnki.com.cn/Search.aspx?q=author:%E6%9D%8E%E7%87%95%E7%87%95
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2.1.2.1 《河南程氏遗书》 

《河南程氏遗书》（二十五巻）は、北宋の理学家である程顥・程頤の言行が記

載された資料であり、乾道四年（1168年）に編纂され、《二程语录》の一部にな

る。 

程顥（1032～1085年）は、字は伯淳、明道先生と称された。程頤（1033～1107

年）は、字は正叔、伊川先生と称された。二人は河南洛陽出身の兄弟であり、二

程子と呼ばれる。 

小論では、上海商務印書館により刊行された程明道・程伊川著、朱熹編の《河

南程氏遗书》を使用する8。 

《河南程氏遗书》には、「V+C」結果式・「V+C」可能式・「V+C」方向式・「V+得+C」

結果式・「V+得+C」様態式・「V+得+C」可能式・「V+将+C」方向式の 7 種類の動補構

造が見られる。 

《河南程氏遗书》における動補構造についての先行研究は見当たらないが、《二

程语录》における動補構造についての先行研究は次の 2 篇がある。 

（1） 黄锦君 2002《<二程语录>中的“得”》 

 《二程语录》における“V+得”・“V+得+补”・“V+得+宾”の用例を考察した上で、

“得”の性質及びその後ろにつく補語・客語の多様性を分析した。 

（2） 黄锦君 2002《二程语录语法研究》 

《二程语录》における人称代名詞・疑問代名詞・動態助詞・構造助詞・語気助

詞及び“得”構造・処置式・受動式などの文法現象を詳しく描写・分析した。そ

の結果、助詞“了”、“却”、“著”、“过”、“将”、“取”は“谓语→连动动词→补语→

助词”の過程を経て文法化され、“得”構造については、“‘得’字结构进一步发展，

谓语动词和补语更加多样化。”と結論付けた。また、《二程语录》を《祖堂集》・敦

煌变文など他の時代の文献と比較させ、各文法現象の発生と歴史変遷を論じた。 

2.1.2.2 《朱子语类》 

《朱子语类》は、南宋の理学家である朱熹の門人が朱熹の講義録や談話録を集

めて編纂したものである。全140巻があり、咸淳六年（1270年）に黎靖德により編

纂された。朱熹（1130～1200年）は、字は元晦または仲晦といい、号は晦庵・晦

翁・云谷老人・考亭・紫阳などである。祖籍は徽州婺源県（現在の江西省）であ

り、南間州尤溪県（現在の福建省）に生まれ、朱子学の創始者である。 

刘子瑜（2008：275）では、“就语言的地域特征来说，《朱子语类》虽然反映的

是以当时中原口语为基础的通语，但就朱熹本人及语录记录者的籍贯和生活经历来

看，《朱子语类》的语言应该带有南方方言特点。”としている。 

                                                   
8 国学基本叢書の一部であり、出版年は不明。  

http://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%AD%97
http://ja.wikipedia.org/w/index.php?title=%E5%BE%BD%E5%B7%9E&action=edit&redlink=1
http://ja.wikipedia.org/w/index.php?title=%E5%BE%BD%E5%B7%9E&action=edit&redlink=1
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E6%B1%9F%E8%A5%BF%E7%9C%81
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E7%A6%8F%E5%BB%BA%E7%9C%81
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小論では、1986年中華書局により刊行された黎靖德編、王星贤校の《朱子语类》

を使用する。 

《朱子语类》には、「V+C」結果式・「V+C」可能式・「V+C」方向式・「V+得+C」結

果式・「V+得+C」方向式・「V+得+C」様態式・「V+得+C」可能式・「V+取+C」結果式・

「V+取+C」方向式・「V+将+C」方向式の 10 種類の動補構造が見られる。 

《朱子语类》における動補構造についての先行研究は次の 10 篇がある。 

（1） 祝敏彻 1990《<朱子语类>中的动词补语》 

《朱子语类》に存在している“无‘得’的结果、程度、状态补语；有‘得’的

结果、程度、状态补语；可能补语；动态补语；动向补语；表示处所、方位、时间

的补语；‘成’、‘作’、‘为’领宾的补语；动量补语”の 8 種類の動詞補語を

詳細に論述した上で、古代中国語と現代中国語における動詞補語の比較研究をし

たものである。“以上八种补语，几乎每一种中都有一些用法没有用到现代汉语普

通话中来。另外，现代汉语普通话中有一种受事补语(如‘把敌后的光景报告给首

长’)，《朱子语类》中还未见到。这都说明语法和词汇、语音一样，也是随着时代

的改变而在不断发展变化着的。”と指摘した。 

（2） 陈丽 2002《<朱子语类>中的结果补语式和趋向补语式》 

《朱子语类》七、八巻における結果補語式と方向補語式の類型と特徴を述べ、

更に前後の時代の資料と対照させ、結果補語諸式の同化と類推関係、結果補語、

方向補語と動態補語、動態助詞の間の発展変化関係、そして関連のある文法現象

（例えば、客語の位置、補語構文と“把”字構文、“被”字構文の配置状況など）

を考察している。“打其齿落、拽身退”などの構造を“新兼语式”、｢V 教/令 C｣

を動補構造であると考え、“结果补语式发展到唐宋时期已经蔚为大观，足以影响

和同化其他相关的句法格式。在《朱子语类》阶段，这种新兼语式已彻底被结果补

语式同化了，这种同化是通过兼语成分的后移完成的。”と指摘した。 

（3） 吴福祥 2004《<朱子语类辑略>语法研究》 

《<朱子语类辑略>语法研究》の第八章“述补结构”に、《朱子语类辑略》におけ

る述補構造を、文法標識が使用されているかどうかによって、“粘合式”と“组

合式”に分類した。さらに、“动结式述补结构、动趋式述补结构、由‘得’充任

补语的述补结构、用‘得’作语法标记的组合式述补结构、用‘来’作语法标记的

述补结构、用‘得来’作语法标记的述补结构、用‘取’作语法标记的述补结构、

用‘将’作语法标记的述补结构、用‘不’作语法标记的述补结构”など 9 種類に

分け、統計分析をした。各類型の形式、構成、用法などを図表の形でまとめた。  

（4） 王锦慧 2005《复合趋向补语在宋代的发展：以<朱子语类>作为考察》 

 《朱子语类》における複合方向補語を「VC1C2」、「VOC1C2」、「VC1OC2」、「VC1C2O」、「将

/把 OVC1C2」の 5 種類に分け、例文をあげ、分析を行った。“VC1C2 式所搭配的动词
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类型由具体到抽象、动态到静态，呈现复合趋向补语「趋向-结果-状态」的语法化

过程。VC1OC2比 VOC1C2、VC1C2O 流行，主要是「来」、「去」不先于宾语的语义属性与

词汇复音化的趋势所产生。”と述べている。また、客語を伴う 4 種類の形式「VOC1C2」、

「VC1OC2」、「VC1C2O」、「将/把 OVC1C2」は語義重点が異なり、“从旧到新”という語用

原則から解釈できると指摘している。  

（5） 刘子瑜 2008《<朱子语类>述补结构研究》 

《朱子语类》における述補構造を“动结式”、“动趋式”、“V 得 O”、“V 得

C”に分類し、構文面と語義面から分析した。また、六朝から南宋までの代表的な

文献を選び、《朱子语类》と対照研究を行い、《朱子语类》における述補構造の共

時差異と通時変化を考察した。  

（6） 张海媚 2008《<朱子语类>中“杀”字结构的用法》 

《朱子语类》における述語動詞或いは述語形容詞に付く補語の“杀”の三つの

用法をまとめた上で、“表死亡性的结果，这是中古时期已有的用法；表非死亡性的

结果，不早于宋代；表极甚的程度，不晚于唐代。由‘杀’作补语的几种用法，可

以看出其副词用法是由动词虚化而来，并非假借。造成这种虚化的原因，主要是词

义引申、句法位置改变和认知因素。”と指摘している。 

（7） 竹田治美(日本) 2008『「朱子語類輯略」における「得」について』 

《朱子语类辑略》における“得”の用例を整理・分析し、“得”の性質について、

「実質的な機能から離れ、述語と補語の関係を結ぶ機能を持つものであり、補語

の特徴としているものが数多くなってきた。」と分析した。  

（8） 赵琪 2009《简述<朱子语类>中“将”的用法》 

《朱子语类》における“将”の名詞・副詞・前置詞・動詞・助詞の用法をそれ

ぞれ考察した。また、“将”が実義を持つ動詞から虚詞化された過程を分析した。

“这时‘将’作助词用的结构类型即‘动+将+补’的格式已趋向稳定，在所表达的

语义的虚化程度上也明显先于其它文献。”と述べている。 

（9） 陈丹丹 2010《<朱子语类辑略>中“来”的用法考察》 

 《朱子语类辑略》における方向動詞の“来”を取り上げ、方向補語・目的標記・

連詞・動態助詞・事態助詞・構造助詞などの用法をまとめた。また、異なる歴史

時期の文献と対照させ、文法化の観点から方向動詞“来”の発展軌跡を分析した。

結論として、“趋向动词‘来’有两条演变轨迹：一、趋向动词‘来’出现在主要动

词之后表示动作趋向，表示动作趋向的补语‘来’进一步演变为表示结果意义的补

语‘来’，最后表示结果意义的补语‘来’演变为动态助词和事态助词用法，同时动

态助词‘来’随着句子时态的变化也能够发展演变为事态助词；二、趋向动词‘来’

在‘来+VP’结构中发展为表示目的标记的‘来’，表示目的标记的‘来’在‘介词

短语/动词短语+来+VP’格式中进一步虚化为连词。”としている。 

http://search.cnki.com.cn/Search.aspx?q=author:%E5%BC%A0%E6%B5%B7%E5%AA%9A
http://search.cnki.com.cn/Search.aspx?q=author:%E8%B5%B5%E7%90%AA
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（10） 张金圈 2010《<朱子语类>中“不见得”用法考察》 

《朱子语类》における“不见得”の用例を集め、その“看不见”あるいは“不

能看见”の基本用法と“不知道”あるいは“不一定”という派生用法をそれぞれ

分析した。“‘不见得’在该文献中主要表示概念意义，但已开始发展出情态意义，

这是语言主观化规律作用的结果。”と論述している。 

 

2.1.3 史籍 

 中国古代の史籍は文言によって書かれたものが多いが、宋代の一部の史籍の中

にも、申し状、外交交渉の記録などの白話資料を収録した文献がある。例えば、《三

朝北盟会编》、《续资治通鉴长编》、《挥麈录》、《建炎以来系年要录》など。いずれ

も当時の口語に近い表現で記録したもので、高い研究価値を有する資料である。 

2.1.3.1 《三朝北盟会编》 

《三朝北盟会编》は、中国北宋末の徽宗・欽宗、南宋初の高宗、いわゆる三朝

(1117～1162)の宋・金両国間の戦争と外交交渉関係文献を編年体に編集した書籍

である。全 250 巻あり、編者は南宋の徐梦莘で、紹熙五年（1194 年）に編纂され

た。中には外交交渉の記録、詔勅、上奏文が網羅されており、原文のまま収録し

ている。 

小論では、1979年台北大化書局により刊行された徐梦莘編の《三朝北盟会编》

を使用する。 

《三朝北盟会编》は分量が多いので、小論では、口語性が高い6篇(《燕云奉使

录》・《茅斋自叙》・《靖康城下奉使录》・《靖康大金山西军前和议录》・《绍

兴甲寅通和录》・《采石战胜录》)を取り出して研究する。 

《三朝北盟会编》には、「V+C」結果式・「V+C」可能式・「V+C」方向式・「V+得+C」

方向式・「V+得+C」様態式・「V+得+C」可能式・「V+将+C」方向式の 7 種類の動補構

造が見られる。 

《三朝北盟会编》における動補構造についての先行研究は刁晏斌 2007《<三朝北

盟会编>语法研究》の 1 冊がある。 

《<三朝北盟会编>语法研究》の第八章“句子成分”の第六節に、《三朝北盟会编》

における補語の構成と類型が述べてあり、補語を語義によって、“结果补语”、

“程度补语”、“数量补语”、“处所补语”、“趋向补语”、“可能补语”、“情

状补语”の 7 種類に分類した。また、例文を挙げながら、《三朝北盟会编》におけ

る補語の特徴を説明した。 

2.1.3.2 《续资治通鉴长编》 

 中国北宋一代の歴史書で、司马光の《资治通鉴》の続編として、北宋太祖から

欽宗に至る 9 代 167 年の詳細な事実を年代順に記述している。著者は南宋の李焘

http://search.cnki.com.cn/Search.aspx?q=author:%E5%BC%A0%E9%87%91%E5%9C%88
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である。 

小論では、《续资治通鉴长编》の第 265 巻《乙卯入国奏请》を研究資料として選

定する。《乙卯入国奏请》は沈括が熙寧八年（1075 年）に使節として契丹へ赴き、

領土問題について交渉した経緯を記述している。 

小論では、1986 年中華書局により刊行された李焘著の《续资治通鉴长编》を使

用する。 

《乙卯入国奏请》には、「V+C」結果式・「V+C」可能式・「V+C」方向式・「V+得+C」

結果式・「V+得+C」方向式・「V+得+C」様態式の 6 種類の動補構造が見られる。 

《续资治通鉴长编》或いは《乙卯入国奏请》における動補構造についての先行

研究は見あたらない。 

2.1.3.3 《挥麈录》 

《挥麈录》は南宋の歴史学家王明清によって書かれた歴史筆記著作であり、両

宋の政治、軍事、経済等のことが収載されている。《挥麈录》は全 20 巻があり、

慶元二、三年間（1196～1197 年）に編纂された。 

小論では、《挥麈录》に収録している《王俊首岳侯状》を研究資料として選定

する。《王俊首岳侯状》は、王俊が岳飞を誣告するための偽証文書であり、口語

のままに書かれた資料である。 

小論では、2001年上海書店出版社により刊行された王明清撰の《挥麈录》を使

用する。 

《王俊首岳侯状》には、「V+C」結果式・「V+C」可能式・「V+C」方向式・「V+得+C」

結果式・「V+得+C」様態式・「V+得+C」可能式の 6 種類の動補構造が見られる。 

《挥麈录》或いは《王俊首岳侯状》における動補構造についての先行研究は見

あたらない。 

2.1.3.4 《建炎以来系年要录》 

《建炎以来系年要录》は南宋の李心传が生涯をかけて編纂した宋高宗一朝36年

間の史実を記述している編年体史書であり、嘉定元年（1208年）に編纂された。

全200巻あり、中の申し状、外交交渉の記録などは当時の口語表現を引用している

ので、口語性が高い資料である。 

小論では、1992年上海古籍出版社により刊行された《文渊阁四库全书》版影印

本を使用する。 

《建炎以来系年要录》には、「V+C」結果式・「V+C」可能式・「V+C」方向式・「V+

得+C」結果式・「V+得+C」方向式・「V+得+C」様態式・「V+得+C」可能式の 7 種類の

動補構造が見られる。《建炎以来系年要录》における動補構造についての先行研究

は見あたらない。 

 



21 

 

2.1.4 諸宮調 

諸宮調は中国の宋・金・元代（10～14世紀）に流行した語り物の形式である。

北宋の芸人孔三传の創始と伝えられ、韻文による歌と散文の叙述を交互に繰り返

して、長編の物語を語った。《刘知远诸宫调》9は西夏の遺跡である黒水城址から

発見され、五代後漢の高祖劉知遠とその妻の李三娘をめぐる出世物語であり、口

語性に富み、金代の北方方言を反映している。 

廖珣英（1993：前言）では、“据郑先生（注：郑振铎）考证，这是一部七百多

年前所刻的古本诸宫调，即中国最古的一部刻本诸宫调，完全是金代(公元1115～

1234)刻本或稍后的蒙古刻本的式样。”としている。 

小論では、1958年北京文物出版社により影印出版された《刘知远诸宫调》を使

用する。 

《刘知远诸宫调》には、「V+C」結果式・「V+C」可能式・「V+C」方向式・「V+得+C」

方向式・「V+得+C」様態式・「V+得+C」可能式・「V+将+C」方向式の 7 種類の動補構

造が見られる。 

《刘知远诸宫调》における動補構造についての先行研究は杨永龙・江蓝生 2010

《<刘知远诸宫调>语法研究》の 1 冊がある。 

 《<刘知远诸宫调>语法研究》の第八章“述补结构”に、《刘知远诸宫调》におけ

る動補構造を意味によって、“述语+结果补语”・“述语+趋向补语”・“述语+程度补

语”・“述语+可能补语”・“述语+状态补语”の 5 種類に分け、構造類型・補語の語

義表現・補語の文法化程度などの角度から考察を行った。 

 

第二節 時代区分による先行研究 

宋代の動補構造についての先行研究は次の 3 篇がある。 

（1） 古屋昭弘 1985『宋代の動補構造“V 教（O）C”について』 

 三言、《朱子语类》、《碧岩录》などの資料を幅広く調査し、“V 教（O）C”構造（例：

“读诵教熟”など）は、「他の形式10と較べて決して稀な存在ではない……V 教（O）

C が宋代，少なくとも朱子或いはその弟子たちの言語において，生成能力旺盛な文

法形式として息づいていたであろう……構造上は V 得(O)C に類似し，意味の上か

らも結果・程度を表すことが明らかである。VC(O)や VOC とも共通する點が多い…

…嚴密な區別とは言えないが、結果・程度を表す V 得(O)C は已然の文脈に,V 教（O）

C は願望・勸誘・命令などを含む未然の文脈に使われやすいという傾向がある……

                                                   
9 《刘知远诸宫调》のほかに、《西厢记诸宫调》もあるが、太田辰夫(1958：413)では、

「「董西廂」を金代のものとするは不可。成立は金でも、もとのままではあり得ない。」

と指摘されているので、小論では、《西厢记诸宫调》は研究対象としない。ただし、必要

に応じて参考することもある。 
10 “V 得（O）C”など他の主要な動補構造のことである。 

http://kotobank.jp/word/%E4%B8%96%E7%B4%80
http://kotobank.jp/word/%E6%B5%81%E8%A1%8C
http://kotobank.jp/word/%E5%BD%A2%E5%BC%8F
http://kotobank.jp/word/%E8%8A%B8%E4%BA%BA
http://kotobank.jp/word/%E5%89%B5%E5%A7%8B
http://kotobank.jp/word/%E9%9F%BB%E6%96%87
http://kotobank.jp/word/%E6%95%A3%E6%96%87
http://kotobank.jp/word/%E5%8F%99%E8%BF%B0
http://kotobank.jp/word/%E4%BA%A4%E4%BA%92
http://kotobank.jp/word/%E9%95%B7%E7%B7%A8
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朱子語類では「須」を伴う勸誘・願望（命令を含む）の口調を帯びた文の中で使

われることが多いが,恐らくそれは,説教調の文脈が多くなりがちな語録の性格に

由来するものであろう。」と指摘している。また、明代成化年間（1465―1487）刊

の 10 種類の説唱詞話における“V 交（O）C”の用法を考察して、平仄の視点から、

平聲が要求される位置に「交」が現れ、類似の表現であっても仄聲が要求される

位置では「得」が現れているという結果を導き出した。さらに、“V 教（O）C”構

造の発生について、VC 動補構造の深層構造に「使」があることから発して、また

定着に際しては、構造上類似する V 得（O）C 型からの類推作用も考えられるとい

う分析に至った。 

（2） 王慧 2009《<近代汉语语法资料汇编·宋代卷>中的动补结构》 

《近代汉语语法资料汇编・宋代卷》における動補構造を考察し、“动结式”、

“‘得’字式”、“动趋式”を重点的に分析した。“动补结构发展到宋代已渐趋

于成熟，结构类型也体现出多样化的特征。‘V+C+O’结果式在当时语言运用中极为

常见，是一种具有高度能产性的动补类型。VCO和VOC式在近代汉语中共存了很长一

段时间，但在现代汉语中，VOC这种句式已基本消亡，造成这种现象的原因可能是由

于二者的地位及使用频率上的不同。后两种结构（注：“动+将+趋”と“动+得+趋”）

在现代汉语中消失了，其原因可能在于助词‘了’插入‘动’、‘趋’之间，‘动+

趋’体现出时体义，使得‘动+将+趋’和‘动+得+趋’成为赘余形式，最终为‘动+

趋’所代替。”と指摘した。 

（3） 刘金叶 2011《宋代述补结构研究》 

《近代汉语语法资料汇编・宋代卷》における動補構造を“动结式”、“动趋式”

と“‘V 得 C（O）’述补结构”の 3 種類に分け、補語の語義表現・形式上の特徴

から描写と解釈を行った。“从形式上，动结式最具有代表性，大量出现了能带宾

语的‘VC’结构。除此之外，动结式与处置句或者被动句也有相互结合的情况出现。

而现代汉语动趋式的基本形式近代汉语中也有所体现。所用的趋向动词也与现代汉

语差不多。其中带宾语的形式中‘V+C+O+C’形式比较有特点。这也是动趋式的重要

发展。并且，‘V+将+C’形式也比较多见。动趋式和动结式的否定式相差不多。在

语义上，各种述补结构比较接近于现代汉语的情况。其中值得关注的是‘将’字结

构。这其中的‘将’基本上已经不具有实际的意思，更多的成为一个结构助词。”

と指摘した。 

 

第三節 小論の研究方向 

以上第一節と第二節で述べたように、宋代中国語の動補構造に関する先行研究

は、研究の進展にともない、着実に成果が蓄積されてきた。それは、われわれの

研究に数多くの信頼できるデータと結論を提供し、極めて高い参考価値を持って
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いるが、一方で以下に挙げるいくつかの問題点も存在している。 

ⅰ）動補構造と形補構造は、発生と発展の過程を異にするが、両構造を混同さ

せた先行研究が多い。 

ⅱ）特定の動補構造或いは虚詞についての研究は多いが、各種の動補構造の体

系的な研究はまだ少ない。 

ⅲ）特定の資料を取り出し、その中に見られる動補構造を研究したものが多い

が、資料の選択にあたっては、不均衡が感じられる。宋代の語録では、《景德传灯

录》、《碧岩录》、《二程语录》などが取り上げられることがあるとは言え、やはり

《朱子语类》、《朱子语类辑略》が最も深く研究されている。一方、史籍について

は、《三朝北盟会编》以外の同時代の資料はほとんど研究されていない。史籍は文

言で書かれたものが多いが、そのうち宋代の一部の史籍は、申し状、外交交渉の

記録などに関する部分を当時の口語に近い表現で記録しており、当時の口語とし

て十分な利用価値があると考えている。 

ⅳ）宋代という歴史段階における各種の補語構造についての全般的な研究は、

筆者の調べた範囲では、王慧 2009《<近代汉语语法资料汇编·宋代卷>中的动补结

构》と刘金叶2011《宋代述补结构研究》の2篇しか見られない。しかし、2篇とも

研究対象が《近代汉语语法资料汇编·宋代卷》のみで、時代区分による研究とし

ては分量が十分とは言えない上に、分析対象に年代不明の話本資料が混在してい

るため、宋代の口語としては信憑性に問題があると考えられる。 

ⅴ）動補構造の範囲は再検討の余地がある。Gerty Kallgren（1958：58）では、

「Chu Hi employs Kiao66（教）as an auxiliary placed after the principal verb, evidently 

in order to express that the action is completed or brought to a result.」と述べ、つまり、

「V教(O)C」構造の“教”は助詞であると主張している。古屋昭弘（1985）、陈丽

（2002）などの学者は、宋代の「V教(O)C」構造（例：“读诵教熟”など）も動補

構造であると指摘している。古屋昭弘（1985：44）では、宋代の「V教(O)C」構造

について、「構造上はV得(O)Cに類似し、意味の上からも結果・程度を表すことが

明らかである。VC(O)やVOCとも共通する點が多い。」と説明している。また、陈

丽（2002：156）では、“V教/令C相当于VC或V得C”としている。確かに、「V教(O)C」

と｢V得(O)C」は構造上、意味上において類似点が多いので、納得できる意見であ

る。一方、刘子瑜（2008）では、《朱子语类》および六朝、南宋以後の文献にお

ける「V1(+NP)+使/令/教/交(+NP)+V2/A」構造の考察から、異なる見解を示した。

それによると、“‘V1(+NP)+使/令/教/交(+NP)+V2/A’结构与述补结构是不同质的

句法结构，二者在形式和意义上都存在着很大的差异。它与‘得’字补语式之间不

存在等价替换关系，格式中的‘令/教’等都还是使役动词，而不是虚化了的结构助

词。”としている（刘子瑜2008：95）。「V教/令C」構造を動補構造であると認定
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すれば、動補構造の範囲が更に広くなり、検討の余地が残る。今後の検討課題に

なるが、小論では、「V教/令C」構造を研究範囲に含めない。 

ⅵ）動補構造の分類基準について意見が統一されていない。例えば、構造助詞

“得”で繋がる動補構造が、可能性のほかに結果、様態、程度を表すこともある。

この三種類の構造を一種類にまとめるべきか、あるいは三種類の異なるものとし

て区分すべきか、区分するとすれば、その基準は何なのかといったことについて、

研究者間で意見が分かれている。  

以上のことから、小論では動補構造と形補構造を完全に分け、動補構造だけを

研究対象とする。これまでの先行研究を踏まえ、宋代の代表的な白話文献を対象

とし、特にまだあまり研究されていない宋代白話文献、具体的には《景德传灯录》、

《碧岩录》、《河南程氏遗书》、《续资治通鉴长编・乙卯入国奏请》、《挥麈录・王俊

首岳侯状》、《建炎以来系年要录》を使用し、そこに見られる各類型の動補構造の

類型体系、形式上の特徴、語義表現などに対して全面的に整理・分析を実施する。

さらに、宋代白話文献間の共時研究及び他の時代と比較する通時研究を行うこと

によって、宋代白話文献の動補構造の総合研究を実現する。 
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第三章 動補構造の認定と分類 
 

小論の第二章第二節で述べたように、宋代という歴史段階における補語構造に

ついての全般的な先行研究は2篇しか見られない。王慧2009では、《近代汉语语法

资料汇编・宋代卷》における動補構造を考察し、“动结式”、“‘得’字式”、

“动趋式”を重点的に分析した。刘金叶2011では、《近代汉语语法资料汇编・宋

代卷》における動補構造を“动结式”、“动趋式”と“‘V得C（O）’述补结构”

の3種類に分類した。しかしながら、宋代白話文献における動補構造は多様であり、

“动结式”、“‘得’字式”、“动趋式”はその一部であり、宋代動補構造の全

種類を代表することはできない。 

 小論では、宋代白話文献における動補構造を認定・分類するにあたって、まず

現代中国語における動補構造に関する研究成果を参考にしたい。 

 

第一節 現代中国語における動補構造の認定と分類 

 現代中国語における動補構造の研究は多いものの、動補構造の認定と分類につ

いては研究者の間で意見が統一されていない。以下、代表的な意見を紹介する。 

王力（1943：109）では、はじめて“使成式”という概念を提出し、“教坏、饿

死”のようなタイプについて、“凡叙述词和它的末品补语成为因果关系者，叫做

使成式（causative form）。”と説明した。更に、王力（1958：403）では、 

 

使成式（causative form）是一种仂语的结构方式。从形式上说，是外动词

带着形容词（“修好”，“弄坏”），或者是外动词带着内动词（“打死”，

“救活”）；从意义上说，是把行为及其结果在一个动词性仂语中表示出来。

这种行为能使受事者得到某种结果，所以叫做使成式。 

 

と詳しく分析した。また、“使成式”の種類について、王力（1958：405）では、

次のように指摘している。 

 

从意义上说，使成式也可以分为两种。外动词带内动词的使成式，其施事

者的行为的结果是使某事物有某种行为；外动词带形容词的使成式，其施事者

的行为的结果是使某事物有某种情况。 

 

 丁声树等（1961：11～12）では、“补充结构”という用語を用い、 
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 动词或形容词后面可以另外加上动词形容词之类，来表示前一个成分的

结果、趋向等等，这一类成分叫做补语，因为它对前一个成分有所说明，有所

补充。动词带补语叫“动补结构”，形容词带补语叫“形补结构”，合起来总

称“补充结构”……还有一种补充结构是在动词、形容词和补语中间加上个“得”

字的。 

 

と指摘している。また、補語の分類について、丁声树等（1961：56）では、 

 

补语可以首先分成两大类：一类是补语前头有“得”字的（这个“得”字

也有人写“的”字），一类是补语前头没有“得”字，紧接在动词形容词之后

的。此外还有带“个”字的补语，作用跟有“得”字的补语相近。 

 

という意見を述べた。 

朱德熙（1982：125）では、“补语只能是谓词性成分，不能是体词性成分。从意

念上说，补语的作用在于说明动作的结果或状态。”と分析し、“述补结构”とい

う用語を使用している。また、“述补结构”を“粘合式述补结构”（即ち、“补

语直接粘附在述语后头的格式，包括由结果补语・趋向补语组成的述补结构”）と

“组合式述补结构”（即ち、“带‘得’的述补结构，一类表示可能性，一类表示

状态”）の2種類に分類している。 

黄伯荣・廖序东（2002：94）では、“补语可以由谓词性词语、数量短语和介词

短语充当。由谓词性词语充当的补语，有的直接加在中心语之后，有的要用‘得’

字；由数量短语、介词短语充当的补语都是和中心语直接组合的。补语可以用来说

明动作、行为的结果、状态、趋向、数量、时间、处所、可能性或者说明性状的程

度、说明事物的状态等。”という説明を与えた。また、補語を語義上から、“结

果补语”、“程度补语”、“状态补语”、“趋向补语”、“数量补语”、“时间・

处所补语”、“可能补语”の7種類に分類した。 

 以上述べたことをまとめると、次の点が研究者間で意見が分かれている。 

（1）用語が統一されていない。 

黄伯荣・廖序东（2002）は、文法機能から“补语”という用語を使うのに対し、

王力（1943・1958）、丁声树等（1961）、朱德熙（1982）などの学者は構造から“使

成式”、“补充结构”（“动补结构”と“形补结构”が含まれる）、“述补结构”を使

用している。 

（2）「自動詞+自動詞」及び「自動詞+形容詞」で構成された構造（例：“饿死”、“站

累”）は動補構造であるかどうか。 

王力（1958：403注①）では、“现在我以为使成式的第一成分应该限于外动词，
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这样才和一般所谓causative相当。”と述べたが、他の研究者達の論述によると、動

補構造の前項動詞は他動詞に限られるという制限はない。 

（3）“念一遍”の“一遍”、“生在1818年”の“在1818年”、“坐在家里” の

“在家里”など述語動詞に付く数量連語と介詞連語は補語なのか、それとも客語

なのか。 

朱德熙（1982：116・113）ではそれらをそれぞれ“准宾语（包括动量宾语、时

量宾语和数量宾语三类）”、“时间宾语”、“处所宾语”と見なす一方、黄伯荣・

廖序东（2002：97）では最初のものを“数量补语”、あとの２つを“时间、处所

补语”と見なしている。 

（4）“个”字構造（例：“喝个痛快”11）は動補構造であるか否か。 

丁声树等（1961：56）では、“带‘个’字的补语”と類別しているが、朱德熙

（1982：121）では、“程度宾语”であると指摘している。 

（5）動補構造の分類基準と分類結果が異なる。 

王力（1958）では、形式から、“使成式”を“外动词带内动词的使成式”と“外

动词带形容词的使成式”の 2 種類に分類した。 

丁声树等（1961）では、まず形式から、“补充结构”を“不用‘得’联系的补

语”、“用‘得’联系的补语”と“带‘个’的补语”の3種類に分け、さらに意味

上から各類型を細かく分類した。 

朱德熙（1982）では、形式から“粘合式述补结构”と“组合式述补结构”の2種

類に分け、さらに意味上から各類型を細かく分類した。 

黄伯荣・廖序东（2002）では、意味上から補語を7種類に分類した。 

以上、現代中国語における動補構造についての代表的な意見を概観した。以下、

これらを参考にして、宋代白話文献での動補構造の認定と分類について、小論の

考えを述べたい。 

 

第二節 宋代白話文献における動補構造の認定と分類 

3.2.1「V/A（+P）+C」構造の呼称 

 補語によって構成された「V/A（+P）+C」構造の呼称については、“述补结构”（朱

德熙 1982）という用語がより適切である。その理由は２点ある。 

（ⅰ）この構造の前項は「述語動詞」あるいは「述語形容詞」が担当する。 

（ⅱ）「述」（述語）という用語は後ろにくる「補」（補語）と同様に文法機能上の

用語であるから、「述補構造」という用語がこの構造が形式上の特徴をもっともよ

く反映している。 

                                                   
11 丁声树等 1961：56 による。 
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 小論では、「述補構造」を「動補構造」と「形補構造」に分け、宋代白話文献

における「動補構造」だけを考察の対象とする。 

 

3.2.2 宋代白話文献における動補構造の認定 

小論では、宋代白話文献における動補構造を次のように認定する。 

 

述語動詞と補語により構成された構造である。述語動詞は動作主の動作・

行為を叙述し、補語は述語動詞の後ろに付き、述語動詞が表す動作・行為に

対して補足説明を行う文成分であり、主に動詞・動詞性連語、形容詞・形容

詞性連語、数量連語、介詞連語が担当する。一部の動補構造には述語と補語

の間に“得”、“取”、“却”、“将”などの文法標識が入っている場合、動補構

造の内部に客語を伴う場合もある。 

 

動補構造発展の歴史から見ると、「述語動詞+数量連語」、「述語動詞+介詞連

語」により構成された動補構造（例：“看了几遍”、“生在何处”12）には、古今

で大きな変化がないため、小論では、「述語動詞+動詞性成分」及び「述語動詞+

形容詞性成分」によって構成された動補構造の類型を重点的に考察する。 

 

3.2.3 宋代白話文献における動補構造の分類 

3.2.3.1 分類基準 

小論では、宋代白話文献における動補構造の分類基準として、まず、述語動詞

と補語の間に文法標識P（具体的には“得”13、“取”、“却”、“将”など）が

あるかどうかに着目し、（ⅰ）「V+C」動補構造と（ⅱ）「V+P+C」動補構造の二

大類に分ける。 

第一類「V+C」動補構造 

「V+C」動補構造は“粘合式动补结构”とも呼ばれ、述語動詞と補語の間に文法

標識Pがなく、補語が直接述語動詞の後ろに付く構造である。 

「V+C」動補構造を、補語の語彙成分により、さらに「V+C」結果式、「V+C」方

向式に分けられる。「V+C」結果式の補語は方向動詞以外の動詞或いは形容詞であ

る(例3)。「V+C」方向式の補語は方向動詞が担当する(例4)。 

例文： 

 

                                                   
12 黄伯荣・廖序东 2002：97 による。 
13 宋代白話文献では“的・底”と表記されることもある。  
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3．古人见彻此事 14，各各虽不同，道得出来，百发百中。（《碧岩录》91则） 

（见彻此事：［根本の］大事を見通している） 

4．保福拈起茶盏，师曰：“莫是非好！”（《景德传灯录》卷18） 

（拈起茶盏：湯呑を持ち上げる） 

 

「V+C」結果式において、補語Cが“得”の場合、（ⅰ）動作・行為の実現（例5、

例6）と（ⅱ）動作・行為が実現する可能性(例7)の２つの意味を表すことができ

る。小論では、動作・行為が実現する可能性を表す「V+得」式(例7)については、

「V+C」結果式から独立させて「V+C」可能式と呼ぶ。「V+得」式が結果式なのか

可能式なのかについては、基本的に文脈によって判断する。一般的な判断基準と

しては、動作がすでに発生した場合は「結果式」と見なし、もし動作がまだ発生

しておらず、動作実現の可能性を表す場合には「可能式」と見なす。 

例文： 

5．钓得一个谙晓得。（《碧岩录》38则） 

（钓得一个谙晓得：ひとりよがりの覚者が一匹釣れた） 

6．此僧参雪峰，见解只到恁么处，及乎见岩头，亦不曾成得一事 15。（《碧岩录》

51则）  

（不曾成得一事：少しも体得していない） 

7．馀人未到他田地，如何知得他滋味？（《朱子语类》卷124） 

（知得他滋味：彼の思いを理解できる） 

 

以上をまとめると、小論では、第一類「V+C」動補構造を「V+C」結果式、「V+C」

可能式と「V+C」方向式の3小類に分けることになる。 

 

第二類「V+P+C」動補構造 

「V+P+C」動補構造は“组合式动补结构”とも呼ばれ、述語動詞と補語の間に

“得”、“取”、“却”、“将”などの文法標識 P16がある動補構造である。小論で

は、「V+P+C」動補構造を「V+得+C」動補構造・「V+取+C」動補構造・「V+却+C」動

補構造・「V+将+C」動補構造に分けて考察する。 

                                                   
14 小論では、例文における動補構造の下に二重線をつけ、動補構造内に客語を伴う場合、

その客語を で表示する。以下同様。  
15 小論では、例文における動補構造に否定詞がある場合、その否定詞の下に波線をつけ

る。以下同様。  
16 厳密に言えば、「V+得+C」可能式の否定形式「V+不+C」における“不”は文法標識であ

る。小論では、「V+不+C」動補構造を単独に類別せず、「V+得+C」可能式を論述する際、

その否定形式の「V+不+C」を分析する。  
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（一）「V+得+C」動補構造 

「V+得+C」動補構造は、形式と意味により、さらに「V+得+C」結果式、「V+得

+C」方向式、「V+得+C」様態式と「V+得+C」可能式の4種類に分けられる。 

「V+得+C」結果式と「V+得+C」方向式は近世中国語時期に広く使われだした結

果・方向を表す特別な構造である。述語動詞と補語の間に文法標識“得”によっ

て繋がり、動作・行為の結果或いは動作・行為が実現して対象物を空間的に（抽

象的な空間も含む）移動させたことを表す。「V+得+C」結果式における補語Cは非

方向動詞或いは形容詞である（例8、例9）が、「V+得+C」方向式における補語Cは

方向動詞である（例10）。 

例文： 

8．待寻得见了，好与夺下，却赶将出门去！（《朱子语类》卷124） 

（寻得见：見つける） 

9．元来不曾参得透，见人说心说性说玄说妙，便道只是狂言，本来无事。（《碧岩

录》9则） 

（不曾参得透：とことん参禅し究めていない） 

10．师曰：“将得什么物来？” 

曰：“不将得物来。”（《景德传灯录》卷21） 

（将得什么物来：どんなものを持ってきた；不将得物来：何も持ってこなかっ

た） 

 

「V+得+C」様態式は動作・行為が実現したあとの様態を表現する。  

例文： 

11．尝云:“向时得《徽宗实录》，连夜看，看得眼睛都疼。”（《朱子语类》卷104） 

（看得眼睛都疼：読んで目が痛くなった） 

12．汉卿所问虽若近似，也则看得浅。（《朱子语类》卷113） 

（看得浅：深く理解していない） 

 

「V+得+C」様態式と「V+得+C」結果式の境界線は曖昧である。刘子瑜（2008：

41～42）では、例11を“结果述补结构”、例12を“程度述补结构”に類別した。

分類する理由について、以下のように述べている。 

 

动词及动词性词组充当补语，其主要功能和语法意义就是表示动作结果，

即对述语动词所表示的动作行为所造成的结果、状态或变化加以陈述说明。形

容词是表性质、状态的词。表程度是形容词的一个相当重要的功能和语义特征。

当形容词性成分作补语时，其主要功能和语法意义就是对性质状态所达到的程
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度进行描写说明。因此，动词性成分作补语与形容词性成分作补语所表示的语

法意义有本质区别，我们分别把它们归为结果述补结构和程度述补结构两类。

这样分类的好处是，能解决因单纯从意义区分结果、状态、程度等补语所带来

的补语界限不易划清的问题。 

 

この分類基準はある程度は適用できるが、全ての問題を解決できるわけではな

い。例えば例11の“看得眼睛都疼”において、補語は“疼”のみではなく、“眼

睛都疼”という主述構造が述語動詞“看”の補語になる。語義から分析すると、

補語は動作結果の陳述と言うより、むしろ動作“看”が実現した後の状態或いは

程度の描写であると言った方が適切だろう。 

意味上、結果式は動作・行為が起こした結果を叙述する一方、様態式は動作が

実現した後の様態を描写するので、小論では、原則として、叙述性が高い「V+得

+C」動補構造を結果式に類別し（例8、例9）、描写性が高い「V+得+C」動補構造

を様態式に類別する（例11、例12）。また、次の検証方法がある。 

（ⅰ）「V+得+C」結果式の補語は簡単な動詞或いは形容詞であるのに対し、「V+

得+C」様態式の補語はより複雑で、動詞性成分、形容詞性成分、連語、さらにセ

ンテンスさえも補語として担当できる。 

（ⅱ）客語がない場合、「V+得+C」結果式の文法標識“得”を省略しても文の

意味に影響がない。客語がある場合、客語を“把”字によって述語動詞の前に置

き換えれば、文法標識“得”を省略してもかまわない。しかし、一般的に、「V+得

+C」様態式では文法標識“得”を省略できない17。 

（ⅲ）「V+得+C」結果式は述語動詞の表す動作・行為の結果を述べるから、動

態助詞“了”を加えることができる。一方、「V+得+C」様態式は述語動詞の表す

動作・行為が実現した後の状態或いは程度を描写する構造であるため、普通動態

助詞“了”を加えない。 

（ⅳ）否定形式からも検証できる。「V+得+C」結果式の否定形式は主に「V+得

+C」構造の前に否定詞“不曾、未”を加えるのに対し、「V+得+C」様態式の否定

形式は補語の前に否定詞“不”を加えるといった違いがある。 

「V+得+C」動補構造はまた動作・行為が実現して、ある結果に至る可能性を表

すことができる。小論ではこれを「V+得+C」可能式と名付ける（例13）。その否定

形式は主に構造助詞“得”を否定詞“不”に入れ替えて「V+不+C」の形になる（例

14）。 

例文： 

                                                   
17 《刘知远诸宫调》において、文法標識“得”を省略している特殊な「VNV」様態式が見

られる。第五章第一節の 5.1.3.2 に詳しく述べている。  
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13．你早睡也？那你睡得着？（《挥麈录・王俊首岳侯状》） 

（睡得着：寝付ける） 

14．俊道：“太尉有甚事睡不着？”（《挥麈录・王俊首岳侯状》） 

（睡不着：寝付けない） 

 

形式上、「V+得+C」結果式・「V+得+C」方向式は「V+得+C」可能式と同じ構造で

表現するが、文法標識“得”の性質は異なる。「V+得+C」可能式における“得”を

省略することができず、省略されると文の意味が変わってくる（例 13 から“得”

を省略すると意味が変わる）。それに対して、「V+得+C」結果式と「V+得+C」方向

式における“得”は省略されても文の意味表現には影響がほとんどない（例 8、例

9、例 10 から“得”を省略しても意味はほとんど変わらない）。 

意味上、「V+得+C」結果式と「V+得+C」方向式は主に已然の文脈で使用される（例

8、例 9、例 10）が、「V+得+C」可能式は普通未然の文脈で使われる（例 13）。 

また、「V+得+C」結果式・「V+得+C」方向式と「V+得+C」可能式は、それぞれの

否定形式も異なる。「V+得+C」可能式の否定形式は「V+不+C」が多く使用されてい

る（例 14）が、「V+得+C」結果式と「V+得+C」方向式の否定形式は主に「Neg+V+

得+C」の形である（例 9、例 10）。 

 

（二）「V+取+C」動補構造 

「V+取+C」動補構造は補語 C の性質及び構造の表す意味によって、「V+取+C」結

果式（例 15）と「V+取+C」方向式（例 16）の 2 種類に分けられる。 

例文： 

15．今既要理会，也须理会取透。（《朱子语类》卷9） 

（理会取透：徹底的に理解する） 

16．僧问：“如何是第一句？”师曰：“要头将取去。”（《景德传灯录》卷23） 

（将取去：持って行く） 

 

（三）「V+却+C」動補構造 

「V+却+C」動補構造において、補語 C は方向動詞“去”によって担当している

ため、小論では「V+却+C」方向式と名付ける。 

例文： 

17．若转头换脑，即失却去也。（《景德传灯录》卷 28） 

（失却去：失ってしまう） 
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（四）「V+将+C」動補構造 

「V+将+C」動補構造は形式上、さらに「V+将+C」方向式（例 18）と「V+得+将+C」

方向式（例 19）の 2 種類に分けられる。 

例文： 

18．若是劈脊便棒，蓦口便掴，推将出去，方始亲切为人。（《碧岩录》28则） 

（推将出去：押し出す） 

19．一切公案语言，举得将来，便知落处。（《碧岩录》22则） 

（举得将来：提起する） 

 

3.2.3.2 分類結果 

 以上の分析に基づき、小論では、宋代白話文献における動補構造を[図1]のよう

に一覧できる。 

 

[図 1]：宋代白話文献における動補構造の類型図  
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第四章 宋代白話文献における「V+C」動補構造 
 

「V+C」動補構造は“粘合式动补结构”とも呼ばれ、述語動詞と補語の間に文法

標識がなく、補語は直接述語動詞の後ろに付く構造である。「V+C」動補構造は、

補語の語彙成分と語義により、さらに「V+C」結果式、「V+C」可能式と「V+C」方

向式の3種類に分けられる。 

 

第一節 「V+C」結果式 

「V+C」結果式は動補構造の中では、比較的出現が早い形式である。述語動詞は

主に単音節動詞で、二音節動詞も少数ある。補語成分は方向動詞を除く普通の動

作・行為動詞或いは形容詞であり、動詞補語は主に述語動詞の表す動作・行為の

結果或いは動作・行為の完了・実現を表す。形容詞補語は主に動作・行為の程度

を表す。 

宋代白話文献における「V+C」結果式の補語は具体的には主に以下の通りである。 

動詞：“断、破、倒、碎、翻、散、落、退、动、杀、死、裂、醒、觉、着、成、

作、为、尽、住、见、灭、得、取、却、讫、罢、毕、了、已、竟、了毕”など。  

形容詞：“明、坏、彻、大、熟、重、轻、圆、错、透、明白”など。 

 

4.1.1 形式上の特徴 

以下では、客語を伴うかどうか及び客語の位置により、「V+C」結果式を「VC」

結果式、「VCO」結果式、「VOC」結果式と「VO1CO2」結果式に分けて論述する。 

4.1.1.1「VC」結果式 

 「VC」結果式は、客語を伴わず、補語は述語動詞の後ろにつく形式である。述

語動詞は他動詞の方が多いが、自動詞も見られる（例 24“长”、例 25“眠”）。補

語は主に単音節動詞或いは単音節形容詞だが、二音節形容詞もある（例 28“明白”）。 

例文： 

20．只是如今杂乱胶固，须着说破。（《河南程氏遗书》卷2） 

（说破：徹底的に説く） 

21．但鸡犬有时出去,［被人］打杀煮吃了,也求不得。（《朱子语类》卷34）18 

（被人打杀：人に打ち殺された） 

22．言讫，到浴室，遇师打水。（《景德传灯录》卷19）  

（言讫：言い終える） 

 

                                                   
18 小論では、動補構造が受動式・処置式と共起する場合、前置詞“被”、“为”、“将”、

“把”とそれらが導く客語を［ ］で括って表示する。以下同様。 
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23．三娘接得，怀中揣了。（《刘知远诸宫调》卷11） 

（接得：受け取る） 

24．及至长大，便学种种知解出来，便道我能我解，不知是客尘烦恼。（《碧岩录》

80则） 

（长大：大きくなる） 

25．又云：“你等诸人夜间眠熟，不知一切。”（《景德传灯录》卷26） 

（眠熟：ぐっすり寝入る） 

26．一对眼睁圆，龙颜尽变改。（《刘知远诸宫调》卷12） 

（睁圆：まん丸く見張る） 

27．臣括随声曰：“莫又待道错？”（《续资治通鉴长编・乙卯入国奏请》） 

（道错：言い間違える） 

28．如明镜当台列像殊，只消一句，可辨明白。（《碧岩录》28则） 

（辨明白：明白に弁別する） 

 

「VC」結果式の前に副詞を加えることができる。 

例文： 

29．使天有一时息，则地须落下去，人都坠死。（《朱子语类》卷68） 

（坠死：墜落して死ぬ） 

30．公要讨个无声无臭底道，虽视之不见，听之不闻，然却开眼便看见，开口便说

着。（《朱子语类》卷115） 

（看见：見える；说着：言い当てる） 

31．某天性爽快，士大夫所共知，今来商议国事，须要说尽。（《三朝北盟会编・

燕云奉使录》） 

（说尽：言い尽す） 

32．公只记取，若未安，不妨反复。（《朱子语类》卷119） 

（记取：覚えておく） 

33．师曰：“佛与众生一时放却，当处解脱。”（《景德传灯录》卷5） 

（放却：捨て去る） 

 

「VC」結果式は受動式と共起する例が見られる。 

例文： 

34．亦如人在梦，欲觉不觉［被人］唤醒相似。（《碧岩录》40则） 

（被人唤醒：人に呼び起こされた） 

35．福云：“吃茶去。”枪头倒［被别人］夺却了也。（《碧岩录》95则） 

（被别人夺却：他人に奪いとられた） 
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36．大哥欲打，［被三传］扯住。（《刘知远诸宫调》卷1） 

（被三传扯住：三伝に引きとめられた） 

37．此皆叹辞也。前说叹后之学者不能着实做工夫，所以都无用处；后说叹吾儒礼

仪反［为异端］所窃取。（《朱子语类》卷97） 

（为异端窃取：異端学派に盗み取られた） 

38．况汝兵近［为燕人］击败，若旬日未下，岂不仰我力耶？（《三朝北盟会编・

燕云奉使录》） 

（为燕人击败：燕国の人に打ち負かされた） 

 

例文34～38では、動作の受動者が主語になり、動作主が“被、为”など前置詞

の客語になっている。前置詞“被、为”の客語と述語動詞、主語と補語はそれぞ

れ主述関係を形成している。例えば、 

 

例34：亦如 人 在梦，欲觉不觉被  人        唤    醒  相似。 

    主語（「ある人」の意）  “被”の客語（「他人」を指す） 述語動詞 結果補語 

                            （主述関係） 

                           （主述関係） 

 

「VC」結果式は処置式と共起する例も見られる。 

例文： 

39．只如今便［将葛藤］截断，逼出自己家珍，高低普应，前后无差，各各现成。 

（《碧岩录》19则） 

（将葛藤截断：言葉による分別を断ち切る） 

40．公只是［将那头］放重，这头放轻了便得，若两头平也不得。（《朱子语类》

卷118） 

（将那头放重：あちらに重きを置く；将这头放轻：こちらに軽きを置く） 

41．老子犹是欲敛手齐脚去做，他却［将他窠窟］一齐踢翻了。（《朱子语类》卷

125） 

（将他窠窟踢翻：彼の在り方を蹴散らした） 

42．他又不通个名目，［把小李村］围住。（《刘知远诸宫调》卷12） 

（把小李村围住：小李村を包囲した） 

43．村南外改嫁，为不肯，［把头］剪却，绮罗剥脱，布衣交著。（《刘知远诸宫

调》卷11） 

（把头剪却：髪の毛を切った） 
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44．已得圣旨，便［将西京］画断，别做一项，此亦顺贵国之意。（《三朝北盟会

编・燕云奉使录》） 

（将西京画断：西京を割譲する） 

 

例文39～44では、動作の受動者を前置詞“将”、“把”などによって述語動詞

の前に置き、その受動者に対して影響を与えたり、処置を加えたりすることを強

調している。 

「VC」結果式の否定形式は通常否定詞“不”、“未”、“不曾”、“未曾”、“未尝”

などが「VC」構造の前に置かれ、「Neg+V+C」を用いる（例45、例46）が、否定詞

が述語と補語の間に置かれる「V+Neg+C」の例も時々ある（例47）。 

例文： 

45．若恁么会，一万年也未梦见在。（《碧岩录》57则） 

（未梦见：夢に見なかった） 

46．祖云：“为什么不曾逢着？”（《碧岩录》34则） 

（不曾逢着：逢わなかった） 

47．今三月三，桃花开时，天地所感，有鱼透得龙门，头上生角昂鬃鬣尾，拿云而

去。跳不得者点额而回。（《碧岩录》7则） 

（透得龙门：竜門を通り抜けた；跳不得：跳び越えられなかった） 

 

例47の“跳不得”については、“不得”を可能補語と見なしてもよさそうで、曖

昧性を持っている。この場合、文脈を考慮する必要がある。この構造は、「すでに

発生した」つまり「已然」の文脈でのみ用いられている。前文の“有鱼透得龙门”

の“得”は「できた」という動作の実現を表している。それに呼応して、後文の

“跳不得”は可能性ではなく、「跳んでみたが、結局できなかった」という結果だ

けを表す。ゆえに、例47の“跳不得”は「VC」結果式の否定形式と見なしたほう

が適切である。 

 

4.1.1.2「VCO」結果式 

「VCO」結果式は、述語動詞が客語をもつ主な形式であり、客語Oが「VC」構造

の後ろに置かれている。語義対象は受動者或いは述語動詞である。単音節客語が

圧倒的に多いが、二音節客語・多音節客語もみられる。また、客語の前に数詞・

数量詞・名詞・形容詞などの修飾語を加えることができる（例49、例51～55）。 

例文： 

48．如今忽有个出来，掀倒禅床，喝散大众，怪他不得。（《碧岩录》8则） 

（掀倒禅床：禅床をひっくり返す） 
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49．俊自靖康元年首从军旅于京城下，与金人相敌斩首，及俊口内中箭，射落二齿。 

（《挥麈录・王俊首岳侯状》） 

（射落二齿：歯を2本射落とされた） 

50．夜即其所居帐中，连发三箭射中亮。（《三朝北盟会编・采石战胜录》） 

（射中亮：［矢を］連射して亮に当てた） 

51．古人见彻此事，各各虽不同，道得出来，百发百中。（《碧岩录》91则） 

（见彻此事：［根本の］大事を見通している） 

52．这老贼，教坏人家男女。（《碧岩录》8 则） 

（教坏人家男女：人の家の子らを誤らせる） 

53．臣等看详代州地界。（《续资治通鉴长编・乙卯入国奏请》） 

（看详代州地界：代州の境界を詳しく調べる） 

54．只是于名言之中，拣得一个好字。（《河南程氏遗书》卷2） 

（拣得一个好字：一つ良い文字を選んだ） 

55．尔若不知，问取天边月。（《碧岩录》13则） 

（问取天边月：天の月に尋ねる） 

56．负心人，穷刘大，都为你子父两个，日往月来烦恼杀我。（《刘知远诸宫调》

卷11） 

（烦恼杀我：私をひどく悩ませた） 

 

「VCO」結果式の否定形式は通常構造の前に否定詞“不”、“未”、“不曾”、“未曾”、

“未尝”などが置かれ、「Neg+VCO」の形になる。 

例文： 

57．其分水岭即无山名，元不指定的实去处。（《续资治通鉴长编・乙卯入国奏请》） 

（不指定的实去处：確固とした場所を示していない） 

58．若是拖泥带水，声色堆里转，未梦见盘山在。（《碧岩录》37则） 

（未梦见盘山：未だ盤山を夢に見ることがない） 

59．此僧参雪峰，见解只到恁么处，及乎见岩头，亦不曾成得一事。（《碧岩录》

51则） 

（不曾成得一事：少しも体得していなかった） 

 

「VCO」結果式の前に助動詞や副詞を加えることができる。 

例文： 

60．若遇衲僧门下，好槌折两脚。（《景德传灯录》卷19）  

（槌折两脚：［彼の］両足を叩き折る） 
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61．若只遇着一重薄物事，便退转去，如何做得事！（《朱子语类》卷8） 

（遇着一重薄物事：ちょっとした事にあう） 

 

「VCO」結果式は受動式と共起する例が見られ、動作の受動者は受動を表す前置

詞“被”などの前でなく、述語動詞の後ろに置かれる。 

例文： 

62．日所以蚀於朔者，月常在下，日常在上，既是相会，［被月］在下面遮了日，故

日蚀。（《朱子语类》卷2） 

（被月遮了日：月に太陽を遮られた） 

63．叫喊语言乔身分，但举动万般村桑，［被匹夫］时下惊散鸳鸯。（《刘知远诸宫

调》卷11） 

（被匹夫惊散鸳鸯：男に驚かされて夫婦がバラバラに逃げてしまった） 

64．恰才撞到牛栏圈，待朵（躲）闪应难朵（躲）闪。［被一人］抱住刘知远。（《刘

知远诸宫调》卷2） 

（被一人抱住刘知远：劉知遠がある人に抱きつかれた） 

65．德山后来呵佛骂祖，打风打雨，依旧不出他窟窿，［被这老汉］见透平生伎俩。 

（《碧岩录》4则） 

（被这老汉见透平生伎俩：このおやじに日頃の腕前を見透かされた） 

66．打地和尚凡有所问，只打地一下。后［被人］藏却他棒，却问如何是佛，他只

张口。（《碧岩录》19则） 

（被人藏却他棒：彼の棒を人に隠された） 

67．尔若无拄杖子，不免［被人］穿却鼻孔。（《碧岩录》87则） 

（被人穿却鼻孔：人に鼻づらを引き回されてしまう） 

68．（庞居士）声未断，［被石头］掩却口。（《碧岩录》42则） 

（被石头掩却口：石頭に口を手で掩われた） 

69．如曾点，却［被 他］超 然 看破 这意思 ，夫子所以喜之。（《朱子语类》卷

40） 

（被他看 破 这 意 思：彼にこの意思を見透かされてしまった） 

 

例62～64は、動作の受動者“日”、“鸳鸯”、“刘知远”は述語動詞の客語で

もあり、受動文の主語でもある。沈锡伦（1988：105）では、“主宾同词”と名付

けられており、“当句子受到节奏、韵律等因素限制时,主语N可以不出现，隐含在

句首，这种主语空位的‘主宾同词’现象出现于诸宫调或散曲等唱曲中。”と指摘

している。唐钰明（2002：291～292）では、例62～64の“日”、“鸳鸯”、“刘

知远”を“复指性宾语”と名付け、“这种宾语是主语的复指……名词性复指宾语
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主要见于话本，而且盛行于宋元，这种现象的产生大约与‘说话’的特点有关。在

说书的过程中，不知不觉在主语与动词之间插入了其他成分，说下去时为了明确施

受关系，便在动词后复指，起强调的作用。”と解釈している。 

例 65～68 では、客語“平生伎俩”、“他棒”、“鼻孔”、“口”は受動文の主語と領

属関係があり、主語の一部になる。主語は“被”の前に現れなくても、前文によ

って補充することができる。例 65～68 の受動主語は“德山”、“和尚”、“尔”、“庞

居士”である。 

例69の“曾点”は動作“看”の受動者ではなく、動作主である。後文の“他”

は再び動作主“曾点”を提起している。蒋绍愚（2009：88）では、“这是为了表示

意外，表示按常理做不到的事情，‘他’却做到了。这种‘被’字句在现代汉语中也

允许出现，比如，可以说：‘经过不懈的努力，终于被他考上了北大。’如果把这个

句子去掉‘被’字，改成主动式：‘经过不懈的努力，他终于考上了北大。’基本的

意思没有变，但那种意外的语义就没有了。”と指摘している。 

以上、例 62～69 のような「VCO」結果式と受動式が共起する構造は近世中国語

においては特殊な受動式である。 

「VCO」結果式は処置式と共起する例もたまに見られる。 

例文： 

70．知远［把瓦懺内羹饭］，都泼着洪信面上。（《刘知远诸宫调》卷11） 

（把瓦懺内羹饭泼着洪信面上：瓦器の粥を洪信の顔にぶちまけた） 

71．［将我］打着皮肉。（《刘知远诸宫调》卷2） 

（将我打着皮肉：私の体に打ち付けた） 

 

例 70 と例 71 では、受動客語を“把”、“将”によって述語動詞に前置し、「VC」

の後ろにさらに客語が置かれている。例 70 の“洪信面上”は述語動詞の表す動作・

行為“泼”の到達場所を示す。例 70 のような構造は現代中国語の“普通话”にも

使用されている。例 71 では、“将”の客語“我”も、“打着”の客語“皮肉”も同

時に述語動詞の受動者である。“我”と“皮肉”の間に領属関係がある。典型的な

処置式は前置詞“把”、“将”などによって受動者を述語動詞の前に置く。例 71 の

ように「将+O1+VC+O2」という形で、O1 の一部である O2 を文末で繰り返す例は多く

ない。 

 

4.1.1.3「VOC」結果式 

「VOC」結果式は、客語が述語動詞の後ろに付き、補語が述語動詞から離れる形

式である。述語動詞は主に単音節動詞だが、二音節動詞も見られる（例 72“面覆”）。

客語は主に単音節、二音節だが、多音節客語もみられる（例 72“都统王太尉”、例
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85“上京城”）。客語の前に修飾語を加えることができる（例 81“尔鹞子”）。補

語成分について、以下 2 点指摘する。 

（ⅰ）完成動詞“讫”、“罢”、“毕”19、“了”、“已”、“竟”、“了毕”などが補語

になり、補語の語義対象は述語動詞であり、述語動詞の示す動作・行為の完了・

実現を表す。否定形式は「VO未C」である（例78）。 

“讫”、“罢”、“毕”、“了”、“已”、“竟”、“了毕”などを“动相补语”（phase complement）

20と名づける学者もいる（例えば、张美兰2003：263）。玄玥（2010：46）では、

“从字面上理解，‘动相’也表示动作的‘相（阶段）’，这里应该不只包含动作

的完成结束状态，还包含动作过程的其他阶段，如开始、进行等。‘动相补语’这

一术语虽然有一定的使用基础，但是容易造成误解，所以我们不采用它。”と指摘

している。小論は玄氏の意見に納得できる。完成動詞“讫”、“罢”、“毕”、“了”、

“已”、“竟”、“了毕”などは「動作・行為の完了・実現」を表しており、「完了・

実現」も結果の一種であるため、小論では、それらを結果補語と見なす。 

例文： 

72．俊已于初七日面覆都统王太尉讫。（《挥麈录・王俊首岳侯状》） 

（面覆都统王太尉讫：都統王太尉に謁見し終えた） 

73．酒六行，起谢恩毕，展状与益戒相别。（《续资治通鉴长编・乙卯入国奏请》）  

（谢恩毕：お礼を申し終えた） 

74．韦吃果子了，再问之，师曰：“只首是日用而不知。”（《景德传灯录》卷18）  

（吃果子了：菓子を食べ終えた） 

75．知远便从，引至庄上，请王学究写文契了毕。（《刘知远诸宫调》卷1） 

（写文契了毕：契約書を書き終えた） 

76．师说偈已，复曰：“其法无二，其心亦然……”（《景德传灯录》卷5） 

（说偈已：偈を言い終えた） 

77．磨曰：“与汝安心竟。”（《碧岩录》99则） 

（安心竟：心を落ち着かせた） 

78．其僧后至保福，举前语未了，保福以手掩其僧口。（《景德传灯录》卷18） 

（举前语未了：前の話を言い終えていない） 

 

（ⅱ）“亡”、“夭”、“死”、“短”、“湿”、“破”など消極的な意味を表す動詞・

                                                   
19 陈丽（2002：155）によると、《朱子语类》には、「V 毕 O」も１例ある：“今欲看毕

此书，更看《孟子》，如何？” 
20 赵元任（1968：446～450）では、中国語には、“逮着”の“着”、“碰到”の“到”、

“梦见”の“见”などは動作の「phase」を表すと指摘しており、「phase complement」と

名付けた。吕叔湘（1979：208）では、赵氏が名付けた「phase complement」を“动相补语”

と訳した。 
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形容詞が補語になる場合、補語の語義対象は受動者であり、述語動詞の表す動作・

行為とそれによる結果が受動者にとってよくないことを暗示している。 

例文： 

79．其人倒卧心由（犹）很（恨），欲打身亡，听得言语，吓了三魂。（《刘知远诸

宫调》卷2） 

（打身亡：体を殴って殺す） 

80．望将潜龙困，打身夭。（《刘知远诸宫调》卷11） 

（打身夭：体を殴って殺す） 

81．同坑无异土，阿谁打尔鹞子死。（《碧岩录》12则） 

（打尔鹞子死：君のハヤブサを打ち殺す） 

82．最苦剪头发短，无冬夏，交我几曾饱暖。（《刘知远诸宫调》卷12） 

（剪头发短：髪の毛を短く切る） 

83．夜三更时，雨打虚空湿。（《景德传灯录》卷26）  

（打虚空湿：［雨が］降って大空を濡らせた） 

84．赖值不会，会即打尔头破。（《碧岩录》28则） 

（打尔头破：おまえの頭を打ち壊す） 

85．攻上京城破，遂与阿骨打相见于龙冈，致议约之意。（《三朝北盟会编・燕云

奉使录》） 

（攻上京城破：上京城を攻め落とす） 

 

例79～85のような「VOC」分離式動補構造（“‘隔开式’动补结构”）において、

述語動詞の客語が同時に補語動詞の主語である。従って、“新兼语式”と考えて

いる学者もいる21。 

 

4.1.1.4「VO1CO2」結果式 

「VO1CO2」結果式では、補語は動詞“作”、“为”、“成”などである。「O1」は述語

動詞の受動対象であり、「O2」は結果或いは認定を表す客語である。  

例文： 

86．山云：“若不颠倒，为什么认奴作郎？”（《碧岩录》99则） 

（认奴作郎：奴僕を主人だと見なす） 

                                                   
21 この構造について、学術界には依然として見解に相違がある。“新兼语式”だと考え

ている学者（宋绍年 1994、梁银峰 2006 など）もいれば、分離式動補構造（“‘隔开式’

动补结构”）だと考えている学者（王力 1958、梅祖麟 1991、蒋绍愚 1994、肖贤彬 2005

など）もいる。小論では、例 84 の“打尔头破”などの構造には、述語動詞と結果補語の

間に名詞性成分が挟まれるが、意味上、「VCO」結果式とほぼ同じであると考えており、

後者の観点に納得できる。 
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87．因甚自北以西便挑下分水岭，却向平川中指古长城为界？（《续资治通鉴长编・

乙卯入国奏请》） 

（指古长城为界：古長城を境界線として指定する） 

88．还丹一粒，点铁成金；至理一言，点凡成圣。（《景德传灯录》卷18） 

（点铁成金：鉄を金に変えさせる；点凡成圣：俗人を聖人に変えさせる） 

 

4.1.2 意味上の特徴 

 小論では、「補語の語義対象」と「補語動詞の虚詞化」の両面から、「V+C」結

果式の語義上の特徴を論述する。 

4.1.2.1 補語の語義対象 

「V+C」結果式において、補語 C の語義対象は受動者、動作主（当事者も含む）

あるいは述語動詞の表す動作・行為になる。 

補語 C の語義対象は受動者になる例が最も多く見られる。補語 C は受動者が述

語動詞の表す動作・行為によって、ある変化が起きたことを表す。例えば、 

例 21“打杀”：打鸡犬→鸡犬杀（死亡） 

例 48“掀倒禅床”：掀禅床→禅床倒 

例 81“打尔鹞子死”：打尔鹞子→尔鹞子死（死亡） 

 

「VO1CO2」結果式の語義対象は O1である。例えば、 

例 88“点铁成金、点凡成圣”：点铁→铁成金、点凡→凡成圣 

 

 補語 C の語義対象が動作主（当事者も含む）になる例も見られる。述語動詞が

自動詞の場合、補語 C は普通動作主或いは当事者が述語動詞の表す動作・行為に

よって、ある変化が起きたことを表す。宋代白話文献において、補語 C の語義対

象は動作主或いは当事者である「V+C」結果式は、受動式・処置式と共起する例は

見られない。例えば、 

例 24“及至（小儿）长大”：小儿长→小儿大 

例 29“人都坠死”：人坠→人死 

 

補語 C の語義対象は述語動詞の表す動作になっている例文も少なくない。 

（ⅰ）完成動詞が補語になる場合、補語 C の語義対象は一般的に述語動詞であ

り、述語動詞の表す動作・行為が完了・実現したことを表す。例えば、 

例 73“谢恩毕”：谢恩→谢毕 

例 74“吃果子了”：吃果子→吃了 

例 77“安心竟”：安心→安竟 
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（ⅱ）“得”、“取”、“却”、“见”、“着”などの動詞が結果補語になる場合、それ

らの語義対象は述語動詞の表す動作・行為である。例えば、 

例 23“接得”：接→接得 

例 32“记取”：记→记取 

例 33“放却”：放→放却 

例 30“看见”：看→看见；“说着”：说→说着 

（ⅲ）一部の形容詞補語の語義対象も述語動詞の表す動作・行為になり、動作・

行為の程度を表す。例えば、 

例 25“眠熟”：眠→眠熟 

例 27“道错”：道→道错 

（ⅳ）補語動詞“杀”は、「死亡」という実義とその実義から派生した「程度の

甚だしい」二つの意味を表現できる。「死亡」義を表す場合、動作の結果を表し、

語義対象は受動者である（例 21“打杀”）。一般的に、述語動詞が心理活動或いは

感情を表す動詞（例えば、“愁”、“疑”、“惊”、“吓”、“笑”など）なら、補語“杀”

の意味は抽象化され、述語動詞への依存性が強くなり、動作・行為の程度の甚だ

しさを表す。この場合、補語“杀”の語義対象は述語動詞の表す動作である。例

えば、例 56“烦恼杀我”：烦恼→烦恼杀22。 

 

4.1.2.2 補語動詞の虚詞化 

「V+C」結果式において、述語動詞 V と補語動詞 C が因果関係を形成している。

補語動詞 C は述語動詞 V の示す動作・行為の結果或いは動作・行為の完了・実現

を表す。意味上、たとえ同じ補語動詞でも、その虚詞化23の程度は完全に一致して

いるわけではない。虚詞化の程度はその前にくる述語動詞と深く関わっている。

                                                   
22 宋代白話文献において、補語“死”も「死亡」義を表わせる（例 29“坠死”、例 81“打

死”）が、“杀”のように心理活動或いは感情を表す動詞の後ろにつき、動作・行為の程

度の甚だしさを表すことがまだできない。しかし、現代中国語の“普通话”に至ると、「V+

杀」結果式がなくなり、「結果」義でも「程度の甚だしさ」でも「V+死」結果式によって

表現する。 
23 于江（1994：104）では、“一个词由具有词汇意义的实词向只具有语法意义的虚词转化

的过程,称之为实词虚化。”としている。徐时仪（2009：184）では、“虚化是由认知学的

一些因素造成的，也是一种创造性的概念转换。实际上虚化也就是一种抽象化的演变，这种

抽象化一方面使某一语素或语法功能显得缺乏原有的较为具体的意义，一方面也使得其应用

的范围变得更加广泛，从而具有语言表现上的功能。”と指摘している。虚詞化の一般的法

則について、沈家煊（1998：45）は、“虚化的单向性（总是由具体变抽象），实词义的滞

留（原实词的意义在虚词中仍有保留），虚化的层次性（同一功能的新虚词的产生并不与旧

虚词的消失同时发生）等等。”と指摘している。現代中国語の前置詞、結果補語などは元

来動詞であり、そこから虚詞したものが少なくない。動詞が虚詞化されるとともに、その

文法機能も変わる。例えば、動詞から前置詞へ、述語動詞から補語動詞へ、動詞から助詞

へと変化する。 
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一般的に、補語動詞の意味がその前項述語動詞の意味と近い場合、補語動詞が実

在的な意味を表す。例えば、補語動詞“杀”が心理活動或いは感情を表す述語動

詞に付き、具体的な「死亡」義ではなく、動作・行為の程度を表す（例 56“烦恼

杀”）。この「程度」義を表す“杀”の虚詞化の程度は「死亡」義を表す“杀”（例

21“打杀”）よりは高い。宋代白話文献において、“杀”のほかに、補語動詞“破”、

“得”、“取”、“见”、“着”なども虚詞化の現象が見られる。 

“破”の本来の意味は「破れる」である。「V+破」結果式における補語動詞“破”

は“打”、“刺”、“踏”、“撞”、“攻”、“咬”などの述語動詞に付き、実在的な「破

損」義を表す（例 89、例 90）。もし補語動詞“破”が“道”、“说”、“看”、“勘”、

“识”などの述語動詞に付く場合、実在的な「破損」義ではなく、「透徹」してい

ること、つまり述語動詞の表す動作・行為の程度を表す。この場合、補語“破”

の語義がより虚詞化している（例 91、例 92）。 

例文： 

89．须是打破罗笼，得失是非一时放下，洒洒落落，自然透得他圈缋，方见他用处。 

（《碧岩录》5 则） 

（打破罗笼：とらわれを打ち破る） 

90．踏破草鞋，掀天摇地。（《碧岩录》11 则） 

（踏破草鞋：わらじを履き潰す） 

91．雪窦第三第四句，忒杀伤慈，为人一时说破超禅师当下大悟处。（《碧岩录》7

则） 

（说破超禅师当下大悟处：超禅師が即座に大悟した消息を説き明かしている） 

92．若不是岩头识破，争知得昨日与今日不同。（《碧岩录》51 则） 

（识破：見破る） 

 

“得”本来の意味は「獲得」である。「V+得」結果式における補語動詞“得”は

その本義に影響を受け、前項述語動詞の語義によって、実在的な結果義と虚詞化

された結果義を表すことができる。補語“得”が“捕”、“捉”、“收”、“求”など

の述語動詞に付く場合、「獲得」という実在的な結果義を表す（例 93）。補語“得”

が“识”、“觉”、“入”、“行”などの述語動詞に付く場合、実在的な結果ではなく、

「述語動詞の表す動作・行為の完了・実現」という虚詞化された結果義を表す（例

94）。 

例文： 

93．既到茅山岩，敕使人于水中捕得二龙，持之归，并无他异，复为小儿玩之致死。

（《河南程氏遗书》卷 10） 

（捕得二龙：二匹の竜を捕まえた） 
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94．却是这中间一条路，不曾有人行得。（《朱子语类》卷 124） 

（行得：歩いた） 

 

“取”本来の意味は「取得」である。「V+取」結果式における補語動詞“取”は、

“夺”、“拣”、“拾”、“赢”、“领”、“索”、“收”などの述語動詞に付く場合、実在

的な結果義を表す（例 95）。補語“取”が“识”、“问”、“道”、“行”など「取得」

義を持たない述語動詞に付く場合、実在的な結果ではなく、「述語動詞の表す動

作・行為の完了・実現」という虚詞化された結果義を表す（例 96）。 

例文： 

95．金人收取河南之后……往往掳掠良人妻妾，夺取财货……（《建炎以来系年要

录》卷 192） 

（收取河南：河南を攻め落とす；夺取财货：財物を奪い取る） 

96．丈云：“尔去问取和尚。”（《碧岩录》53 则） 

（问取和尚：和尚に尋ねる） 

 

“见”本来の意味は「見える」である。「V+见」結果式における補語動詞“见”

は、“看”、“望”、“窥”、“瞥”などの視覚動詞に付く場合、実在的な結果義を表す

（例 97）。視覚以外の感覚動詞（例えば、“闻”、“觉”など）の後ろに付く場合、

補語“见”は虚詞化している（例 98）。補語“见”はまた“察”、“寻”、“究”など

の動詞に付くこともできる。この場合は、“见”の虚詞化程度はより高く、「述語

動詞の表す動作・行為の完了・実現」を表している（例 99）。 

例文： 

97．虽已到彼苏州界，望见岸上女真兵甲多，不敢近而回。（《建炎以来系年要录》

卷 1） 

（望见岸上女真兵甲多：岸辺に多くの女真の兵士が見えた） 

98．又熟读得趣，觉见朱抹处太烦，再用墨抹出。（《朱子语类》卷 115） 

（觉见朱抹处太烦：赤で印をつけたところがくどすぎると感じる） 

99．夜行昼伏，数日方到，寻见他家人。（《朱子语类》卷 138） 

（寻见他家人：彼の家族を探し当てた） 

 

“着”本来の意味は「付着・接触」である。「V+着」結果式における補語“着”

が“撞”、“触”、“动”、“打”、“泼”などの他動詞に付き、動作主・当事者が空間

的に対象物に付着・接触することを表す。この時、補語“着”は実在の「付着・

接触」義を持っている（例えば、例 70“泼着洪信面上”）。宋代白話文献において、

補語“着”は“问”、“说”、“言”、“看”、“觑”などの他動詞にも付き、抽象的な
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空間に対象物が付着・接触することを表す。この場合、補語“着”の虚詞化の程

度はより高い（例 100）。また、補語“着”は“睡”などの自動詞に付くと、その

虚詞化の程度は更に高くなり、状態の実現を表している（例 101）。 

例文： 

100．才说着“静”字，便是忘也。（《河南程氏遗书》卷 18） 

（说着“静”字：「静」を言い当てる） 

101．知远困歇于槐阴之下，不觉睡着。（《刘知远诸宫调》卷 1） 

（睡着：寝付いた） 

 

4.1.3 まとめ 

 宋代白話文献における「V+C」結果式の用例は豊富である。 

述語動詞は主に単音節動詞であるが、二音節動詞も見られる。動詞補語のほか

に、形容詞補語もたくさん見られる。「V+C」結果式は客語を伴うことができる。

客語を伴う場合、現代中国語の“普通话”における「VCO」式が主要な形式である

が、例 79“打身亡”、例 82“剪头发短”のような「VOC」分離式動補構造も宋代白

話文献に見られる。客語は単音節のみならず、二音節客語、多音節客語もよく見

られる。否定形式をとる場合、「V+C」結果式の前に否定詞“不”、“未”、“不曾”、

“未曾”、“未尝”などが置かれ、「Neg+V+C（+O）」型になる例が多く見られるが、

時々否定詞“不”、“未”が述語と補語の間に挿入される「V+Neg+C（+O）」型の例

もある。「V+Neg+C（+O）」結果式は現代中国語の“普通话”ではすでに消失した構

造である。 

「V+C」結果式における補語 C の表す語義は多様である。動詞補語は主に述語動

詞の表す動作・行為の結果或いは動作・行為の完了・実現を表し、語義対象は受

動者、動作主（当事者も含む）あるいは述語動詞の表す動作・行為である。形容

詞補語は主に述語動詞の動作・行為の程度を表し、語義対象は主に述語動詞の表

す動作・行為である。補語はその前項述語動詞によって、虚詞化の程度が異なる。 

「V+C」結果式の前に否定詞のほかに、助動詞や副詞などを加えることができる。 

「V+C」結果式は受動式・処置式と共起する例が見られる。そのうち、例 62“被

月在下面遮了日”のような「被+動作主+VC+受動者」型、および例 71“将我打着皮

肉”のような「将+O1+VC+O2」型など特殊な構造も使用されている。  

 

第二節 「V+C」可能式 

「V+C」可能式とは可能性を表す“得”が補語になる構造のことである。「V+C」

可能式は主に未然の文脈で使われ、「能力的にできる」或いは「条件・情理上の許

可」を表す。宋代白話文献の「V+C」可能式において、述語動詞は主に「非取得」
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義の動詞である。「V+C」可能式には、肯定形式と否定形式の2種類がある。 

4.2.1 肯定形式 

「V+C」可能式の肯定形式「V+得」における“得”は可能補語であり、述語動詞

の表す動作・行為が実現する可能性があることを表す。 

例文： 

102．彼若明得，此亦昭然。（《景德传灯录》卷26） 

（明得：理解できる） 

103．若一一从得便好，如不从便休来商量。（《三朝北盟会编・燕云奉使录》） 

（从得：承知すれば） 

 

「V+得」可能式は客語を伴うことができる。客語を伴う場合、客語が「V得」の

後ろに置かれる「V+得+O」の例が多い（例104～107）が、客語がVと“得”の間に

置かれる「V+O+得」の例もたまに見られる（例108）。客語になるのは名詞・代名

詞・形容詞・連語で、単音節客語のみならず、二音節客語・多音節客語もよく見

られる。「V+O+得」における客語は主に単音節名詞である。 

例文： 

104．若透得这个无功德话，许尔亲见达磨。（《碧岩录》1则） 

（透得这个无功德话：この「公徳がない」話を理会できる） 

105．与善人处，坏了人；须是与不善人处，方成就得人。（《河南程氏遗书》卷3） 

（成就得人：人を成長させる） 

106．克得一件，其余自正。（《河南程氏遗书》卷6） 

（克得一件：一つを克服できる） 

107．若是寻究得这个道理，自然头头有个着落，贯通浃洽，各有条理。（《朱子语

类》卷8） 

（寻究得这个道理：この道理を究めることができる） 

108．未发之前，不是瞑然不省，怎生说做静得？（《朱子语类》卷96） 

（做静得：「静」を保つことができる） 

 

「V+得」可能式の前に“能”、“可以”などの助動詞が用いられる例が見られ

る。助動詞の役割は可能性を強調するだけで、無くても文の成立には影響がない。 

例文： 

109．请疾速修葺，便也可以夺得鄯阳县也。（《续资治通鉴长编・乙卯入国奏请》） 

（夺得鄯阳县：鄯陽県を取ることができる） 

110．亦须房杜姚宋之徒，方能处置得天下事。（《朱子语类》卷112） 

（处置得天下事：天下の事を治めることができる） 
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 現代中国語の“普通话”と同様に、宋代白話文献における「V+得」可能式は、

肯定文よりも否定文での使用例が多い。形の上では肯定文でも、“如何”、“怎”

などと共起することで反語文となり、実際は強い否定を表すものが多い。 

例文： 

111．我几时到得昭阳宝殿？（《刘知远诸宫调》卷1） 

（到得昭阳宝殿：昭陽宝殿に着ける） 

112．潜龙怎住得也？（《刘知远诸宫调》卷2） 

（住得：泊まれる） 

113．或问：“气质之偏，如何救得？”（《朱子语类》卷 8） 

（救得：救うことができる） 

114．如何瞒得国相元帅？（《三朝北盟会编・靖康大金山西军前和议录》） 

（瞒得国相元帅：国相元帥に隠すことができる） 

115．若看这一人文字未破，如何定得优劣！（《朱子语类》卷139） 

（定得优劣：優劣を見分けることができる） 

116．诗中且没却这三般体，如何看得诗？（《河南程氏遗书》卷2） 

（看得诗：詩を理解できる） 

 

4.2.2 否定形式 

「V+C」可能式の否定形式は「能力的にできない」、或いは「条件・情理上の不

許可」を表す。「V+Neg+得」（例 117～122）と「Neg+V+得」（例 123、例 124）の形

式があるが、「V+Neg+得」の方が主要な形式である。否定詞は“不”、“未”であ

る。 

例文： 

117．张太尉道：“你理会不得。若朝廷使岳相公来时，便是我救他也。”（《挥麈

录・王俊首岳侯状》） 

（理会不得：理解できない） 

118．读这一章，更不看后章；读这一句，更不得看后句；这一字理会未得，更不得

看下字。（《朱子语类》卷11） 

（理会未得：理解できない） 

119．若自下去堂下，则却辨不得。（《河南程氏遗书》卷3） 

（辨不得：見分けることができない） 

120．盖今人只求之於雅，而不求之於俗，故下一半都晓不得。（《朱子语类》卷139） 

（晓不得：知ることができない） 

121．只有一般凭不得，南山依旧与云齐。（《刘知远诸宫调》卷1） 

（凭不得：頼りにならない） 
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122．南朝得北朝地固不能守，北朝得南朝地岂守不得？（《三朝北盟会编・靖康城

下奉使录》） 

（守不得：守れない） 

123．若识得，便与千圣齐肩。傥未识得，直须谛信。（《景德传灯录》卷19） 

（未识得：理解できない） 

124．如今人不理会得，只管道：“赵州不答话，不为人说。”（《碧岩录》2则） 

（不理会得：理解できない） 

 

肯定形式と否定形式と共起する例も見られる。 

例文： 

125．颖云：“……此文字怎生使得？” 

臣括云：“此是北朝圣旨，学士何却言使不得？”（《续资治通鉴长编・乙卯

入国奏请》） 

（使得：使える；使不得：使えない） 

126．又如脾胃伤弱，不能饮食之人，却硬要将饭将肉塞入他口，不问他吃得与吃不

得。（《朱子语类》卷124） 

（吃得：食べられる；吃不得：食べられない） 

127．会得时，活泼泼地；不会得时，只是弄精神。（《河南程氏遗书》卷3） 

（会得：理解できる；不会得：理解できない） 

 

「Neg+V+得」構造において、否定詞“不”、“未”の後ろに助動詞“能”など

が置かれる用例が見られる。助動詞は強調する役割を果たしているだけで、無く

ても文の意味には影響がない。 

例文： 

128．若未能明得，且伏听处分。（《碧岩录》97则） 

（未能明得：理解できない） 

129．圣人教人穷理，只道是人在善恶中，不能分别得。（《朱子语类》卷15） 

（不能分别得：見分けることができない） 

 

 「V+Neg+得」構造は普通文の中に述語として使われているが、限定語として名

詞を修飾する例もある。 

例文： 

130．争奈这老汉是作家，向动不得处动，向转不得处转。（《碧岩录》57则） 

（转不得：動きがとれない） 
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 「V+Neg+得」も「Neg+V+得」も客語を伴うことができる。客語を伴う場合、客

語が述語動詞の後ろにくる「V+O+Neg+得」の構造（例 131～135、例 143）が最も

多く見られるが、ほかに「V+Neg+得+O」（例 136、例 137）、「Neg+V+得+O」（例 138

～140）、と「Neg+V+O+得」（例 141）の形式もある。客語になるのは名詞・代名詞・

形容詞・連語であり、単音節客語だけでなく、二音節客語・多音節客語もよく見

られる。一つの発話の中に「V+Neg+得+O」と「Neg+V+得+O」が共に現れる例も見

られる（例 142）。「V+O+Neg+得」構造は普通文の中では述語として使われているが、

限定語として名詞を修飾する例もある（例 143）。 

例文： 

131．严厉时则著此四字不得，放肆时亦著此四字不得。（《河南程氏遗书》卷18） 

（著此四字不得：この四つの文字[申申夭夭]を取ることはできない） 

132．只如今有智虑人，已害他不得，况于圣人。（《河南程氏遗书》卷18） 

（害他不得：彼［知恵のある人］を害することはできない） 

133．据本处巡检申，风色暴猛，渡江不得。（《三朝北盟会编・绍兴甲寅通和录》） 

（渡江不得：江を渡ることはできない） 

134．虽做得圣人田地，也只放下这敬不得24。（《朱子语类》卷7） 

（放下这敬不得：この「敬」を捨てることはできない） 

135．若军前差人，则城中束手，做事不得矣。（《建炎以来系年要录》卷3） 

（做事不得：何事もできない） 

136．某答之云：“但恐如草药，锻炼得无性了，救不得病耳！”（《朱子语类》卷

107） 

（救不得病：病気を治すことはできない） 

137．身褴缕，说不得万千寂寞。（《刘知远诸宫调》卷12） 

（说不得万千寂寞：千万の寂しさを言ってはいられない） 

138．直饶棒如雨点，喝似雷奔，也未当得向上宗乘中事。（《碧岩录》2则） 

（未当得向上宗乘中事：至高の禅のポイントをピタリおさえているというわ

けではない） 

139．若自家不能知得人，便是自家不知得道理。（《朱子语类》卷22） 

（不能知得人：人のことを理解することができない；不知得道理：道理を理

解できない） 

140．人之为事，必先立志以为本，志不立则不能为得事。（《朱子语类》卷18） 

（不能为得事：成功することはできない） 

 

                                                   
24 厳密に言えば、例 134“放下这敬不得”は「V+C+O+Neg+得」構造である。  
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141．税有轻重，如何不出乡得？（《朱子语类》卷111） 

（不出乡得：郷を出ることはできない） 

142．器远前夜说：“敬当不得小学。”某看来，小学却未当得敬。（《朱子语类》

卷7） 

（当不得小学：小学の代りは果たせない；未当得敬：「敬」の代りにはなら

ない） 

143．长庆问云门：“雪峰与么道，还有出头不得处么？”（《碧岩录》5则） 

（出头不得：抜け出せない） 

 

4.2.3 まとめ 

宋代白話文献における「V+C」可能式の用例は豊富である。 

「V+C」可能式は主に未然の文脈で使われる。補語 C は“得”であり、「能力的

にできる」或いは「条件・情理上の許可」を表し、語義対象は述語動詞の表す動

作・行為である。 

「V+C」可能式における述語動詞 V は主に“透”、“辨”、“识”、“会”、“认”、“说”、

“做”、“瞒”、“住”、“吃”、“寻究”、“理会”、“分别”など「非取得」義の動詞で

ある。例 109“可以夺得鄯阳县”のような補語“得”が「取得」義を持つ述語動詞

に付き、可能性を表す例は少ない。述語動詞は単音節動詞が多いが、二音節動詞

も見られる（例えば、“寻究”、“理会”、“分别”など）。 

「V+C」可能式の肯定形式は「V+得」であり、否定形式は「V+Neg+得」と「Neg+V+

得」の形式があるが、「V+Neg+得」の方が主要な形式である。換言すれば、「V+C」

可能式が客語を伴わない場合、その肯定形式「V+得」と否定形式「V+Neg+得」と

の対称関係がほぼ形成されたと言える。 

「V+C」可能式は客語を伴うことができる。客語になるのは名詞・代名詞・形容

詞・連語であり、単音節客語のみならず、二音節客語・多音節客語もよく見られ

る。客語を伴う場合、肯定形式では、「V+得+O」構造が多く使用されているが、「V+O+

得」の例もたまに見られる。否定形式では、「V+O+Neg+得」が最も多く見られるが、

ほかに「V+Neg+得+O」、「Neg+V+得+O」と「Neg+V+O+得」の形式もある。つまり、

宋代白話文献においては、「V+C」可能式が客語を伴う場合、肯定形式と否定形式

の対称関係はまだ形成されていない。 

 「V+得」可能式に“能”、“可以”などの助動詞が用いられる例が見られる。助

動詞の役割は可能性を強調するだけで、無くても文の成立には影響がない。  

現代中国語の“普通话”と同様に、宋代白話文献における「V+得」可能式は、

肯定文よりも否定文での使用例が多い。形の上では肯定文でも、“如何”、“怎”な

どと共起することで反語文となり、実際は強い否定を表すものが多い。  
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一部の頻繁に使用される「V+C」可能式は用法が固定し、単語化する傾向が見ら

れる。例えば、例 142“当不得”。ほかにも、“免得”、“认得”、“不消得”、“不见得”、

“免不得”、“舍不得”などもある。 

 

第三節 「V+C」方向式 

「V+C」方向式は、方向動詞が補語として述語動詞の後ろに附着している動補構

造である。宋代白話文献における「V+C」方向式の補語動詞について、単音節方向

動詞“上”、“下”、“出”、“入”、“来”、“去”、“起”、“过”、“开”、

“回”、“归”、“到”、“至”と、複合方向動詞“上来”、“上去”、“下来”、

“下去”、“入来”、“入去”、“出来”、“出去”、“起来”、“起去”、“回

来”、“过来”、“过去”、“归来”、“开来”、“开去”などがある。 

「V+C」方向式は方向義、結果義と動態義を表すことができる。方向義は「V+C」

方向式の基本的な意味である。人や物の空間的な移動方向を示すが、それには具

体的な移動と抽象的な移動が含まれている。抽象的な方向義は、例えば、所属関

係や所有関係の変化を表す“买来”、“借出”などである。方向義を表す「V+C」方

向式の補語は、語義対象は受動者或いは動作主（当事者も含む）である。結果義

は方向義から派生したもので、移動方向を表すのではなく、述語動詞の表す動作・

行為が実現して、ある結果になったこと或いは目的に達したことを表す。この場

合、補語の語義対象も受動者或いは述語動詞の表す動作・行為である。動態義は、

結果義から更に虚化したもので、動作の開始、持続などを表す。補語の語義対象

は述語動詞の表す動作・行為である。 

「V+C」方向式が方向義、結果義、動態義のうちのどの意味を表すかは述語動詞

の語義に関わる。「V+C」方向式において、述語動詞には主に普通の動作・行為を

表す動詞或いは方向を表す動詞が使われる。一般的に、述語を方向動詞が担当す

る場合、方向義を表す。例えば、“上来”、“出去”など。一方、述語を普通の動

作・行為を表す動詞が担当する場合、 

（ⅰ）述語動詞の表す動作・行為が対象物を移動させた場合には、「V+C」方向

式は方向義を表す（例えば、“放下”、“拿来”など）。 

（ⅱ）述語動詞の表す動作・行為が対象物に移動をもたらさない場合、「V+C」

方向式は結果義或いは動態義を表す傾向がある（例えば、“记下”、“笑起来”な

ど）。 

小論では、「V+C」方向式における補語Cの成分にもとづき、「V+C」方向式を「VC」

方向式と「VC1C2」方向式に分けて論述する。  
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4.3.1 「VC」方向式 

「VC」方向式では、述語動詞は主に単音節動詞が担当するが、二音節動詞と連

語の例も見られる。補語になるのは“上”、“下”、“出”、“入”、“来”、

“去”、“起”、“过”、“开”、“回”、“归”、“到”、“至”などの単音

節動詞である。 

（１）「V+上」 

「V+上」式において、述語動詞は“冲”、“飞”、“走”、“关”、“闭”などの単音

節動詞である。補語動詞“上”は「空間的に低いところから高いところへ移動す

る」という方向義（例 144、例 145）或いは「対象物に付着・接触する」という結

果義（例 146）を表す。 

述語動詞が“冲”、“飞”、“走”などの自移動詞25の場合、「V+上」式が方向義を

表し、補語“上”の語義対象は動作主（当事者も含む）である（例 144、例 145）。

述語動詞が“关”、“闭”などの他動詞の場合、「V+上」式が結果義を表し、補語“上”

の語義対象は述語動詞の表す動作・行為である（例 146）。 

「V+上」式は場所客語を伴う例が見られる。場所客語は「V+上」式の後ろに置

かれ、“上”の終着点を示す。つまり、「V+上」式には、「V上」（例144）と「V

上O」（例145、例146）という2つの形式がある。 

例文： 

144．灯焰冲上，渐渐无去。（《朱子语类》卷 3） 

（冲上：上へと昇っていく） 

145．师曰：“火里蝍蟉飞上天。”（《景德传灯录》卷 26） 

（飞上天：飛んで天に昇る） 

146．关上重门，窗眼里探头试望见三娘。（《刘知远诸宫调》卷 2） 

（关上重门：内外の門を閉める） 

 

（２）「V+下」 

「V+下」式において、述語動詞になるのは“落”、“降”、“垂”、“放”、“种”、“结”、

“留”、“说”、“做”、“记”などの単音節動詞或いは“收拾”などの二音節動詞で

ある。補語動詞“下”は「空間的に高いところから低いところへ移動する」とい

う方向義（例 147、例 148）と「述語動詞の表す動作・行為によって固定する」と

いう結果義（例 149～153）を表す。 

述語動詞が“落”、“掉”、“跳”などの自移動詞の場合、「V+下」式が方向義を表

し、補語“下”の語義対象は動作主（当事者も含む）である（例 147、例 148）。 

                                                   
25 自移動詞とは、“走”、“跑”、“跳”など動作主自身が空間上の移動を示す動詞のこ

とである。 
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述語動詞が“种”、“结”、“留”、“说”、“收拾”などの他動詞の場合、補語“下”

の語義対象は受動者（例 149、例 151）、結果客語（例 150、例 152）或いは述語動

詞（例 153）である。 

「V+下」式は客語を伴うことができる。客語は対象客語、結果客語或いは存現

客語であり、主に「V+下」式の後ろに置かれるが、述語動詞と補語“下”の間に

置かれる例もたまに見られる。つまり、「V+下」式には、「V下」（例147）、「V

下O」（例148～152）、「VO下」（例153）という3つの形式がある。 

例文： 

147．问：“此坐为从天降下，为从地涌出？”（《景德传灯录》卷 21） 

（降下：降りてくる） 

148．掉下个折针也闻声。（《刘知远诸宫调》卷2） 

（掉下个折针：折れた針が落ちる） 

149．既喜，则如种下种子。（《河南程氏遗书》卷 3） 

（种下种子：種をまく） 

150．结下仇怨，怎肯成亲？（《刘知远诸宫调》卷 1） 

（结下仇怨：怨恨を結ぶ） 

151．周子留下太极图，若无通书，却教人如何晓得？（《朱子语类》卷94） 

（留下太极图：太極の図を残す） 

152．若非圣人说下许多道理，则此身四支耳目更无安顿处。（《朱子语类》卷 116） 

（说下许多道理：多くの道理を言う） 

153．公今且收拾这心下，勿为事物所胜。（《朱子语类》卷84） 

（收拾这心下：この心を安定させる） 

 

（３）「V+出」 

「V+出」式において、述語動詞になるのは“流”、“射”、“取”、“将”、“拿”、“送”、

“打”、“种”、“吐”、“说”、“颂”、“做”、“写”、“现”などの単音節動詞である。

補語動詞“出”は「空間的に内部から外部へ移動する」という方向義（例 154～例

159）と「無から有へと変化する」という結果義（例 160～例 163）を表す。 

述語動詞が“射”、“走”、“现”など自移動詞の場合、語義対象は動作主・当事

者（例 155）或いは存現客語である（例 154、例 163）。 

述語動詞が“将”、“送”、“打”、“推”、“颂”、“种”などの他動詞である場合、

語義対象は受動客語（例 156～159）或いは結果客語である（例 160～例 162）。 

「V+出」式は客語を伴うことができる。客語は対象客語、結果客語、場所客語、

或いは存現客語であり、主に「V+出」式の後ろに置かれるが、述語動詞と補語“出”

の間に置かれる例もたまに見られる。つまり、「V+出」式には、「V 出」（例 154、
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例 155、例 158～例 160）と「V 出 O」（例 156、例 157、例 161、例 163）、「VO 出」

（例 162）という 3 つの形式がある。場所客語は“出”の起点を示す。 

「V+出」式は受動式と共起する例も見られる（例 158、例 159）。 

例文： 

154．十五六则日在地下，其光由地四边而射出，月被其光而明。（《朱子语类》卷

2） 

（射出：差し込む） 

155．僧众惊起，见一孝子从塔中走出……（《景德传灯录》卷 5） 

（走出：出ていく） 

156．在河东时，见刘少卿等将出数件照验，亦是难为案据，故为拖延。（《续资治

通鉴长编・乙卯入国奏请》） 

（将出数件照验：数件の証文を取り出す） 

157．文殊令均提童子送出门首。（《碧岩录》35 则） 

（送出门首：門まで送る） 

158．济便去问，三度［被］打出。（《碧岩录》11则） 

（被打出：痛棒をくらって追い出された） 

159．门拟议，便［被］推出。（《碧岩录》6则） 

（被推出：押し出された） 

160．雪窦随后拈提为人，所以颂出。（《碧岩录》13则） 

（颂出：頌をつける） 

161．幈山画出鱼戏水。（《刘知远诸宫调》卷 3） 

（画出鱼戏水：魚が泳ぐ様子を描き出す） 

162．看石头上如何种物事出！（《朱子语类》卷 6） 

（种物事出：物を植え実らせる） 

163．云儿来往不宁贴，唯现出些小胧月。（《刘知远诸宫调》卷 2） 

（现出些小胧月：小さい朧月が現れる） 

 

（４）「V+入」 

「V+入」式において、述語動詞になるのは“撞”、“取”、“打”、“移”、“放”、“跳”、

“走”、“回”などの単音節動詞である。補語動詞“入”は主に「空間的に外部か

ら内部へ移動する」という方向義を表す。 

述語動詞が“跳”、“走”、“回”など自移動詞の場合、語義対象は動作主（当事

者も含む）である（例 164、例 166、例 168）。 

述語動詞が“撞”、“取”、“打”、“移”、“放”などの他動詞の場合、語義対象は

受動者である（例 165、例 167）。 
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「V+入」式は場所客語を伴うことができる。場所客語は“入”の終着点を示し、

「V+入」式の後ろに置かれる。つまり、「V+入」式には、「V 入」（例 164）、「V 入 O」

（例 165～168）という 2 つの形式がある。 

「V+入」式の否定形式は通常否定詞“未曾”などが「V+入」式の前に置かれ、

「Neg+V+入」型になる（例 167）。 

例文： 

164．门云：“文偃。”才开门便跳入。（《碧岩录》6 则） 

（跳入：跳び込む） 

165．草里汉，打入黑山下坐，落在鬼窟里去也。（《碧岩录》20 则） 

（打入黑山下：冥界に入らせる） 

166．又闻契丹旧酋走入夏国，借得人马，过黄河。（《三朝北盟会编・燕云奉使录》） 

（走入夏国：夏国に逃げる） 

167．未曾移入堂长房。（《朱子语类》卷 116） 

（未曾移入堂长房：まだ堂長の部屋には移っていない） 

168．自玄沙得法，回入浙中，钱武肃王请说法住持。（《景德传灯录》卷 21） 

（回入浙中：浙中に戻る） 

 

（５）「V+来」 

「V+来」式において、述語動詞になるのは“取”、“将”、“拿”、“把”、“送”、“捉”、

“借”、“买”、“上”、“下”、“出”、“入”、“起”、“回”、“过”などの単音節動詞で

ある。補語動詞“来”は「人或いは物が空間的に話し手側に移動する」という方

向義或いは「述語動詞の表す動作・行為の反復」という動態義を表す。 

述語動詞が“上”、“下”、“出”、“入”、“起”、“回”、“过”などの自移動

詞の場合、補語“来”の語義対象は動作主（当事者も含む）である（例 173～例

180）。 

述語動詞が“取”、“将”、“拿”、“把”、“送”、“捉”などの他動詞の場合、補語

“来”の語義対象は受動者である（例 169～171、例 182、例 183）。 

述語動詞が“借”、“买”などの他動詞の場合、「述語動詞の表す動作・行為によ

って対象物の所属関係や所有関係の変化」という抽象的な方向義を表し、補語“来”

の語義対象も受動者である（例 172）。 

「V+来+V+去」式における補語“来”、“去”は「述語動詞の表す動作・行為の反

復」という動態義を表し、補語“来”、“去”の語義対象は述語動詞である（例 181）。 

「V+来」式は客語を伴うことができる。客語は対象客語或いは場所客語であり、

主に述語動詞と補語“来”の間に置かれるが、「V+来」式の後ろに置かれる例もた

まに見られる。つまり、「V+来」式には、「V 来」（例 169、例 172～175、例 181～
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183）、「VO 来」（例 170、例 171、例 177～180）、「V 来 O」（例 176）という 3 つの形

式がある。場所客語は“来”の終着点を示す。 

「V+来」式では、否定詞“不”、“不曾”などが「V+来」式の前に置かれ、「Neg+V+

来」の否定形式になる（例 182、例 183）。 

例文： 

169．四军萧干两朝无礼，如捉得，执缚送来。（《三朝北盟会编・燕云奉使录》） 

（送来：送ってくる） 

170．祖云：“那里得这消息来。”（《碧岩录》34则） 

（得这消息来：この話を得てきた） 

171．师云：“与我将那个铜瓶来。”僧即取净瓶来。（《景德传灯录》卷 7） 

（将那个铜瓶来：その銅瓶を持ってくる；取净瓶来：浄瓶を持ってくる） 

172．忠恕本是学者事，曾子特借来形容夫子一贯道理。（《朱子语类》卷 27） 

（借来：借りる） 

173．俊便唱喏出来，自后不曾说话。（《挥麈录・王俊首岳侯状》） 

（出来：出てくる） 

174．如趁狗逼墙，至极则无路处，他须回来便乃活泼泼地。（《碧岩录》65则） 

（回来：戻ってくる） 

175．若以一器实之以水，置之水中，水何能入来？（《河南程氏遗书》卷 1） 

（入来：入ってくる） 

176．至三更后，俊归来本家。（《挥麈录・王俊首岳侯状》） 

（归来本家：実家に戻ってきた） 

177．潜龙入务来见主人。（《刘知远诸宫调》卷 1） 

（入务来：居酒屋に入ってくる） 

178．既是如此，下山来则甚？（《朱子语类》卷 124） 

（下山来：山から下りてくる） 

179．睦州和尚才见入门来，便云：“且放汝三十棒。”（《景德传灯录》卷 19） 

（入门来：門から入ってくる） 

180．严云：“过这边来。”（《碧岩录》92 则） 

（过这边来：こちらへくる） 

181．今日看此一段，明日且更看此一段，看来看去，直待无可看，方换一段看。（《朱

子语类》卷 104） 

（看来看去：繰り返して読む） 

182．师曰：“彩缋不将来。”（《景德传灯录》卷 16） 

（不将来：持ってこなかった） 
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183．文字尽在朝廷，括非本职，不曾将来。（《续资治通鉴长编・乙卯入国奏请》） 

（不曾将来：持ってこなかった） 

 

（６）「V+去」 

「V+去」式において、述語動詞になるのは“夺”、“将”、“移”、“删”、“削”、“捱”、

“瞒”、“见”、“出”、“入”、“上”、“下”、“来”、“去”、“进”などの単音節動詞が

多いが、“欺谩”などの二音節述語動詞も見られる。補語動詞“去”は「人或いは

物が空間的に話し手から離れる」という方向義、「述語動詞の表す動作・行為によ

って対象客語を元の場所から除く」という結果義、或いは「述語動詞の表す動作・

行為の持続」・「述語動詞の表す動作・行為の完了」・「述語動詞の表す動作・行為

の反復」という動態義を表す。 

「V+去」式が方向義を表す場合、ⅰ）述語動詞が“出”、“入”、“上”、“下”、“来”、

“去”、“进”などの自移動詞なら、補語の語義対象は動作主（当事者も含む）で

ある（例 187～196）。ⅱ）述語動詞が“夺”、“将”、“移”などの他動詞なら、補語

の語義対象は受動者である（例 184～186）。 

「V+去」式が結果義を表す場合、補語の語義対象は受動者である（例 197、例

198）。 

「V+去」式が動態義を表す場合、補語の語義対象は述語動詞の表す動作・行為

である（例 199～202）。 

「V+来+V+去」式における補語“来”、“去”は述語動詞の表す動作・行為の反復

という動態義を表し、補語“来”、“去”の語義対象は述語動詞である（例 181）。 

「V+去」式は客語を伴うことができる。客語は対象客語或いは場所客語であり、

主に述語動詞と補語“去”の間に置かれるが、「V+去」式の後ろに置かれる例もた

まに見られる。つまり、「V+去」式には、「V 去」（例 184、例 187、例 188、例 197、

例 199～例 201）、「VO 去」（例 185、例 189～194、例 202）、「V 去 O」（例 186、例

195、例 196、例 198）という 3 つの形式がある。場所客語は“去”の終着点を示

す。 

「V+去」式は受動式と共起する例も見られる（例 184、例 201）。 

例文： 

184．百丈虽然如此，锅子已［被别人］夺去了也。（《碧岩录》70则） 

（被别人夺去：別の人に奪い取られた） 

185．待我遮里兵才动，先使人将文字去与番人。（《挥麈录・王俊首岳侯状》） 

（将文字去：手紙を持って行く） 
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186．这里将人马老小，尽底移去襄阳府不动，只在那驻札。（《挥麈录・王俊首岳

侯状》） 

（移去襄阳府：襄陽府に移す） 

187．都自这里出去，只是物不能推，人则能推之。（《河南程氏遗书》卷 2） 

（出去：出ていく） 

188．曰：“便恁么进去时如何？”（《景德传灯录》卷19） 

（进去：入っていく） 

189．须是要直上那顶上去，始得。（《朱子语类》卷 120） 

（上那顶上去：その頂点まで登っていく） 

190．又其言待要出世，出那里去？（《河南程氏遗书》卷2） 

（出那里去：どこに出ていく） 

191．德山斋晚，老子自捧钵下法堂去。（《碧岩录》51则） 

（下法堂去：法堂に下りていく） 

192．逆水之波，未曾有一人出得头，入那里去？（《碧岩录》10 则） 

（入那里去：どこへ潜ってゆく） 

193．少间，剑化作自己，药又化作甚么物，自家却自去别处去。（《朱子语类》卷

125） 

（去别处去：別の場所へ去っていく） 

194．被这些子碍，便转来穿凿胡说，更不向前来广大处去。（《朱子语类》卷 81） 

（来广大处去：広大なところへ行く） 

195．不知下替便来争，上去部里论，部里便判罢权官。（《朱子语类》卷 106） 

（上去部里：官庁に行く） 

196．若自下去堂下，则却辨不得。（《河南程氏遗书》卷 3） 

（下去堂下：堂下まで降りる） 

197．此卷间有不可晓处，今悉存之，不敢删去。（《河南程氏遗书》卷 6） 

（删去：削除する） 

198．但见南丰就坐，取笔抹数处……凡削去一二百字。（《朱子语类》卷 139） 

（削去一二百字：一二百字を削除する） 

199．脚踏这一段了，又看第二段。如此逐旋捱去，捱得多后，却见头头道理都到。

（《朱子语类》卷 10） 

（捱去：積み重ねていく） 

200．只是要积累多后，自然见去。（《河南程氏遗书》卷2） 

（见去：理解していく） 

201．若透不得，即［被祖佛］瞒去。（《碧岩录》31则） 

（瞒去：仏祖に騙されてしまう） 
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202．还有人相悉么？若不相悉，欺谩兄弟去。（《景德传灯录》卷 18） 

（欺谩兄弟去：みんなを騙してしまう） 

 

（７）「V+起」 

「V+起」式において、述語動詞は“挑”、“扶”、“举”、“竖”、“接”、“发”、“说”、

“提”などの単音節動詞の例が多いが、“高叫”、“理会”、“整顿”などの二音節

動詞が述語になる例も見られる。補語動詞“起”は「空間的に低いところから高

いところへ移動する」という方向義、「接合・固定」・「無から有へと変化する」と

いう結果義、或いは「新たな状態に入る」という動態義を表す。 

「V+起」式が方向義を表す場合、ⅰ）述語動詞が“跳”などの自動詞なら、補

語“起”の語義対象は動作主（当事者も含む）である（例 203）。ⅱ）述語動詞が

“挑”、“扶”、“举”などの他動詞なら、補語“起”の語義対象は受動者である（例

204～207）。 

「V+起」式が結果義を表す場合、補語“起”の語義対象は受動者（例 208）或い

は結果客語（例 209）である。 

「V+起」式が動態義を表す場合、語義対象は述語動詞の表す動作・行為である

（例 210～212）。 

「V+起」式は客語を伴うことができる。客語は対象客語或いは結果客語であり、

主に「V+起」式の後ろに置かれる。つまり、「V+起」式には、「V 起」（例 203～205、

例 210、例 212）、「V 起 O」（例 206～209、例 211）という 2 つの形式がある。 

「V+起」式では、否定詞“不”が「V+起」式の前に置かれ、「Neg+V+起」の否定

形式になる（例 212）。 

例文： 

203．一时见之，如忽然跳起。（《朱子语类》卷81） 

（跳起：盛んに興る） 

204．雪峰因普请畲田，见一蛇，以杖挑起，召众曰：“看！看！”（《景德传灯录》

卷18） 

（挑起：［杖で］持ち上げる） 

205．与学者语，正如扶醉人，东边扶起却倒向西边，西边扶起却倒向东边，终不能

得佗卓立中途。（《河南程氏遗书》卷 18） 

（扶起：助け起こす） 

206．内官梁师成举起一玉杯。（《三朝北盟会编・靖康城下奉使录》） 

（举起一玉杯：玉のコップを高くかかげる） 

207．云竖起拂子。（《碧岩录》21 则） 

（竖起拂子：仏子を立てる） 
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208．及子弟渐长，逐间接起，又接起厅屋。（《朱子语类》卷103） 

（接起：建て始める；接起厅屋：厅堂を建て出す） 

209．到深夜潜龙困睡，李洪义门外听沉，发起毒心，安排下手。（《刘知远诸宫调

卷2） 

（发起毒心：悪だくみを思いつく） 

210．一布地高叫起，只是无休底。（《刘知远诸宫调》卷 2） 

（高叫起：大声で叫び始める） 

211．颖顾寿又说起鸿和尔、天池。（《续资治通鉴长编・乙卯入国奏请》） 

（说起鸿和尔、天池：鴻和爾と天池の話をし始める） 

212．他若不提起时，亦匝匝地做尽道理。（《碧岩录》63则） 

（不提起：持ち上げない） 

 

（８）「V+过」 

「V+过」式において、述語動詞は主に“穿”、“走”、“行”、“放”、“赛”、“说”

などの単音節動詞である。補語動詞“过”は「空間的にある場所を通過する」と

いう方向義および「通過」・「超越」・「完結」などの結果義を表し、語義対象は主

に述語動詞の表す動作・行為である。 

「V+过」式は客語を伴うことができる。客語は場所客語或いは対象客語であり、

主に「V+过」式の後ろに置かれるが、述語動詞と補語“过”の間に置かれる例も

たまに見られる。まとめると、「V+过」式には、「V 过」（例 213、例 214）、「V 过 O」

（例 215～218）、「VO 过」（例 219）という 3 つの形式がある。場所客語は“过”の

通過した場所を示す。 

例文： 

213．相次诸僧楼前行过，陈蓦唤：“上座！”（《景德传灯录》卷12） 

（行过：通過する） 

214．圣贤言语，须是真看得十分透彻，如从他肚里穿过，一字或轻或重移易不得，

始是。（《朱子语类》117） 

（穿过：出てくる） 

215．一件事走过眼前，匹似闲，也有个道理，也有个是非。（《朱子语类》卷 114） 

（走过眼前：目の前を通り過ぎる） 

216．或藏匿山谷，或走过山西，如此之类，如何决要取足？（《三朝北盟会编・燕

云奉使录》） 

（走过山西：山の西に逃げる） 
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217．又令淮东帅司召募使臣，说谕承楚州，令放过奉使良臣等。（《建炎以来系年

要录》卷81） 

（放过奉使良臣等：使節らを帰らせる） 

218．自古及今，罕有这婆娘，贞烈赛过孟姜。（《刘知远诸宫调》卷2） 

（赛过孟姜：孟姜女よりも［操をかたく守る］） 

219．讲论自是讲论，须是将来自体验。说一段过又一段，何补？（《朱子语类》卷

119） 

（说一段过：一段落を教え終える） 

 

（９）「V+开」 

「V+开」式において、述語動詞は主に“放”、“分”、“擘”、“解”、“打”、

“拨”、“展”、“张”、“睁”、“解”などの単音節動詞である。補語動詞“开”

は主に「分離」・「拡張」などの結果義を表し、語義対象は受動対象（例220～例

223、例225、例226）或いは結果客語（例224）である。 

「V+开」式は客語を伴うことができる。客語は対象客語（例 223、例 225）或い

は結果客語（例 224）であり、主に「V+开」式の後ろに置かれる。つまり、「V+开」

式には、「V+开」（例 220～222、例 226）と「V 开 O」（例 223～225）の 2 つの形式

がある。 

「V+开」式は受動式と共起する例が見られる（例 226）。 

例文： 

220．既得后，便须放开，不然，却只是守。（《河南程氏遗书》卷 3） 

（放开：放す） 

221．泥里洗土块，分开也好，不可儱侗去也。（《碧岩录》21 则） 

（分开：分ける） 

222．贵颜变得如紫玉，凤眼睁开似朗星。（《刘知远诸宫调》卷 12） 

（睁开：開ける） 

223．巨灵神有大神力，以手擘开太华，放水流入黄河。（《碧岩录》32 则） 

（擘开太华：太華山を押し開く） 

224．不知古人，凡垂示一言半句，如击石火似闪电光，直下拨开一条正路。（《碧

岩录》7 则） 

（拨开一条正路：正道を開通する） 

225．恰来解开云髻，用斧截青丝一缕，付与刘郎。（《刘知远诸宫调》卷 2） 

（解开云髻：まげをほどく） 
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226．雪花所以必六出者，盖只是霰下，［被猛风］拍开，故成六出。（《朱子语类》

卷2） 

（被猛风拍开：強風にたたかれた） 

 

（１０）「V+回」と「V+归」 

「V+回」と「V+归」式において、述語動詞は主に“退”、“却”、“逃”、“赍”、“将”、

“收”などの単音節動詞である。補語動詞“回”と“归”は「元の場所に戻す」

という方向義を表す。述語動詞が“退”、“却”、“逃”などの自移動詞である場合、

補語の語義対象は動作主（当事者も含む）である（例 227～229）。述語動詞が“赍”、

“将”、“收”などの他動詞である場合、補語の語義対象は受動者である（例 230

～232）。 

「V+回」と「V+归」式は客語を伴うことができる。「V+回」式は主に対象客語を

伴い（例 232）、「V+归」式は主に場所客語を伴い（例 229）、いずれも「V+回」或

いは「V+归」式の後ろに置かれる。つまり、「V+回」と「V+归」式には、「V+回・

归」（例 227、例 228、例 230、例 231）と「V+回・归 O」（例 229、例 232）の 2 つ

の形式がある。 

例文： 

227．虞侯见事急，知二将必退回，遂率四五侍从。（《三朝北盟会编・采石战胜录》） 

（退回：戻ってくる） 

228．职官富民逃归，乃张觉之罪。（《三朝北盟会编・茅斋自叙》） 

（逃归：逃げ帰る） 

229．丈乃作礼，却归侍者寮哭。（《碧岩录》53 则） 

（却归侍者寮：侍者寮に戻る） 

230．此剳子是萧扈、吴湛自赍回。（《续资治通鉴长编・乙卯入国奏请》） 

（赍回：持ち帰る） 

231．又如人做家主，要钱使，在外面百方做计，壹钱也要将归。（《朱子语类》卷

120） 

（将归：持ち帰る） 

232．我才用出二分便收回，及收回二分时，那人已用出四分了，所以我便能少延。

（《朱子语类》卷 3） 

（收回：取り戻す；收回二分：二割を取り戻す） 

 

（１１）「V+到」 

「V+到」式において、述語動詞は主に“来”、“送”、“说”、“论”などの単音節

動詞であるが、“思索”などの二音節動詞の例も見られる。 
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述語動詞が“来”などの自移動詞の場合、「V+到」式は「人或いは物が空間的に

ある場所に着く」という方向義を表し、補語“到”の語義対象は動作主（当事者

も含む）である（例 233）。 

述語動詞が“送”などの他動詞の場合、「V+到」式は「対象物を空間的に移動さ

せる」という方向義を表し、補語“到”の語義対象は受動者である（例 234）。 

述語動詞が“说”、“论”、“思索”など「思考」義を持つ他動詞の場合、「述語の

示す動作・行為の目的が実現した」ことを表し、補語“到”の語義対象は述語動

詞の表す動作・行為である（例 235）。 

「V+到」式は客語を伴うことができる。客語は対象客語或いは場所客語であり、

対象客語は主に述語動詞と補語“到”の間に置かれるが、場所客語は主に「V+到」

式の後ろに置かれる。つまり、「V+到」式には、「V+到」（例 235）、「VO 到」（例 234）

と「V 到 O」（例 233）の 3 つの形式がある。場所客語は“到”の終着点を示す。 

例文： 

233．蹑足潜踪，来到闺房。（《刘知远诸宫调》卷 2） 

（来到闺房：閨房に来る） 

234．闽帅遣使送朱记到，师上堂曰：“去即印住，住即印破。”（《景德传灯录》卷

19） 

（送朱记到：朱記［注：官印の一種］を送ってよこす） 

235．某所集注论语，至於训诂皆子细者，盖要人字字与某著意看，字字思索到，莫

要只作等闲看过了。（《朱子语类》卷11） 

（思索到：考えが行き渡る） 

 

（１２）「V+至」 

「V+至」式において、述語動詞は主に“叫”、“送”、“出”、“回”などの単音節

動詞である。「V+至」式は「人或いは物が空間的にある場所に着く」という方向義

を表す。 

述語動詞が“出”、“回”などの自移動詞の場合、補語“至”の語義対象は動作

主（当事者も含む）である（例 237、例 238）。 

述語動詞が“叫”、“送”などの他動詞の場合、補語“至”の語義対象は受動者

である（例 236、例 239）。 

「V+至」式は場所客語を伴うことができる。場所客語は主に「V+至」式の後ろ

に置かれ、“至”の終着点を示す。つまり、「V+至」式には、「V+至」（例 236）と「V+

至+O」（例 237～239）の 2 つの形式がある。 

「V+至」式は処置式と共起する例が見られる（例236）。 

例文： 
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236．九州安抚［把来人］叫至，将公文觑。（《刘知远诸宫调》卷12） 

（叫至：人を呼びつける） 

237．泄不领其旨，告辞而出至门。（《碧岩录》20 则） 

（出至门：門の所まで出ていく） 

238．先生已行二里，急遣人追及之，回至门头僧寺相见。（《河南程氏遗书》卷 19） 

（回至门头僧寺：門頭僧寺に戻る） 

239．先生病少愈，既出寝室，客至必见，见必降阶肃之，去必送至阶下。（《朱子

语类》卷107） 

（送至阶下：階段の下まで送る） 

 

4.3.2 「VC1C2」方向式 

「VC1C2」方向式では、述語動詞は動作・行為動詞であり、補語は“上来”、“上

去”、“下来”、“下去”、“入来”、“入去”、“出来”、“出去”、“起来”、

“起去”、“回来”、“过来”、“过去”、“归来”、“开来”、“开去”など

の複合方向動詞である。「VC」方向式と同様に、「VC1C2」方向式も方向義、結果

義或いは動態義を表す。 

（１）「V+上来」 

「V+上来」式において、述語動詞は主に“走”、“透”、“迸”、“将”などの単音

節動詞である。「V+上来」式は「低いところから高いところへ移動する」という方

向義を表し、立脚点は高いところである。  

述語動詞が“走”、“透”、“迸”などの自移動詞の場合、補語“上来”の語義対

象は動作主（当事者も含む）である（例 240～242）。 

述語動詞が“将”などの他動詞の場合、補語“上来”の語義対象は受動者であ

る（例 243）。 

「V+上来」式には客語を伴う例は見られない。 

例文： 

240．觉公意思尚放许多不下，说几句又渐渐走上来，如车水相似，又滚将去。（《朱

子语类》卷120） 

（走上来：話し始める） 

241．气之至也，分寸不差，便是这气都在地中透上来。（《朱子语类》卷74） 

（透上来：上ってくる） 

242．地虽一块物在天之中，其中实虚，容得天之气迸上来。（《朱子语类》卷74） 

（迸上来：ほとばしり出る） 

243．这工夫忙不得。只常将上来思量，自能有见。（《朱子语类》卷115） 

（将上来：持ち上げる） 
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（２）「V+上去」 

「V+上去」式において、述語動詞は主に“出”、“推”、“做”などの単音節動詞

である。「V+上去」式は「低いところから高いところへ移動する」という方向義を

表し、立脚点は低いところである。  

述語動詞が“出”などの自移動詞の場合、補語“上去”の語義対象は動作主（当

事者も含む）である（例 244）。 

述語動詞が“推”、“做”などの他動詞の場合、補語“上去”は抽象的な空間で

の移動方向を表し、語義対象は述語動詞の表す動作・行為である（例 245、例 246）。 

「V+上去」式には客語を伴う例は見られない。 

例文： 

244．且如说话，气都出上去。（《朱子语类》卷3） 

（出上去：上に向かって出て行く） 

245．凡说经义，如只管节节推上去，可知是尽。（《河南程氏遗书》卷19） 

（推上去：推敲してたどっていく） 

246．大凡为学有两样:一者是自下面做上去,一者是自上面做下来。（《朱子语类》

卷114） 

（做上去：上にやっていく） 

 

（３）「V+下来」 

「V+下来」式において、述語動詞は主に“飞”、“扑”、“送”、“放”、“说”、“行”、

“生”などの単音節動詞であるが、“梳理”などの二音節動詞の例も見られる（例

254）。「V+下来」式は「高いところから低いところへ移動する」という方向義と「物

の一部が全体から分離する」という結果義を表す。方向義を表す場合、立脚点は

低いところである。 

述語動詞が“飞”、“扑”などの自移動詞の場合、補語“下来”の語義対象は動

作主（当事者も含む）である（例 247、例 248）。 

述語動詞が“送”、“放”、“生”などの他動詞の場合、補語“下来”の語義対象

は受動者である（例 249～251）。 

述語動詞が“说”、“行”、“梳理”などの他動詞の場合、補語“下来”は抽象的

な空間での移動方向を表し、語義対象は述語動詞の表す動作・行為である（例 252

～254）。 

「V+下来」式は対象客語を伴うことができる。対象客語は述語動詞の後ろ或い

は“下”と“来”の間に置かれる。つまり、「V+下来」式には、「V+下来」（例 247、

例 248、例 250～252、例 254）、「V+O+下来」（例 253）と「V+下+O 来」（例 249）の

3 つの形式がある。 
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「V+下来」式は受動式と共起する例も見られる（例 250）。 

例文： 

247．水又成沫，地自生五穀，天上人自飞下来吃，复成世界。（《朱子语类》卷 126） 

（飞下来：舞い降りてくる） 

248．直饶喝得兴化上三十三天，却扑下来，气息一点也无，待我苏醒起来，向汝道：

“未在……”（《碧岩录》10则） 

（扑下来：落ちる） 

249．送下讼来，即与上簿。（《朱子语类》卷106） 

（送下讼来：訴訟を送ってくる） 

250．然若还［被他］放下来,更就事上理会,又却易。（《朱子语类》卷121） 

（被他放下来：彼に視点を下げされた） 

251．释迦老子，初生下来，一手指天，一手指地，目顾四方云：“天上天下，唯我

独尊。”（《碧岩录》16则） 

（生下来：生まれおちる） 

252．它从上头说下来，只是此意。（《朱子语类》卷63） 

（说下来：上から順序立てて言う） 

253．转运使每岁行文字下来约束，只教樁留在本州，不得侵支颗粒。（《朱子语类》

卷108） 

（行文字下来：文書を下す） 

254．某尝谓，天下事不是从中做起，须得结子头是当，然后从上梳理下来，方见次

序。（《朱子语类》卷 109） 

（梳理下来：上から整理してくる） 

 

（４）「V+下去」 

「V+下去」式において、述語動詞は主に“吸”、“行”、“挨”などの単音節動詞

であるが、“跌落”などの二音節動詞の例も見られる（例 255）。「V+下来」式は「高

いところから低いところへ移動する」という方向義と「動作・状態の持続」とい

う動態義を表す。方向義を表す場合、立脚点は高いところである。  

「V+下去」式が方向義を表す場合、ⅰ）述語動詞が“跌落”、“行”などの自移

動詞なら、補語“下去”の語義対象は動作主（当事者も含む）である（例 255、例

256）。ⅱ）述語動詞が“吸”などの他動詞なら、補語“下去”の語義対象は受動

者である（例 257）。 

「V+下去」式が動態義を表す場合、補語“下去”の語義対象は述語動詞の表す

動作・行為である（例 258）。 

「V+下去」式は対象客語を伴うことができる。対象客語は述語動詞の後ろ或い
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は“下”と“去”の間に置かれる。つまり、「V+下去」式には、「V+下去」（例 255、

例 258）、「V+O+下去」（例 257）と「V+下+O+去」（例 256）の 3 つの形式がある。 

例文： 

255．思量这道理，如过危木桥子，相去只在毫发之间，才失脚，便跌落下去！（《朱

子语类》卷104） 

（跌落下去：落ちる） 

256．如大路看不见，只行下偏蹊曲径去。（《朱子语类》卷125） 

（行下偏蹊曲径去：わき道や曲がりくねった道を歩んでいく） 

257．有人见海边作旋涡吸水下去者。（《朱子语类》卷2） 

（吸水下去：水が下の方へ吸い込まれていく） 

258．此后愈挨下去，方合大吕诸声。（《朱子语类》卷92） 

（挨下去：調整してく） 

 

（５）「V+入来」 

「V+入来」式において、述語動詞は主に“看”、“说”、“收”、“放”、“将”、“牵”

などの単音節動詞であるが、“收敛”、“寻讨”などの二音節動詞の例も見られる（例

262、例 263）。「V+入来」式は主に「外部から内部へ移動する」という方向義を表

し、立脚点は内部である。補語“入来”の語義対象は受動者（例 261～266）或い

は述語動詞の表す動作・行為（例 259、例 260）である。 

「V+入来」式は対象客語を伴うことができる。対象客語は述語動詞の後ろ或い

は“入”と“来”の間に置かれる。つまり、「V+入来」式には、「V+入来」（例 259

～263）、「V+O+入来」（例 264、例 265）と「V+入+O+来」（例 266）の 3 つの形式が

ある。 

「V+入来」式では、否定詞“不可”が「V+入来」式の前に置かれ、「Neg+V+入来」

の否定形式になる（例 260）。 

例文： 

259．自外面看入来，推到无去处。（《朱子语类》卷 15） 

（看入来：外から見てくる） 

260．却不知“恕”之一字，只可说出去，不可说入来。（《朱子语类》卷18） 

（不可说入来：言われるべきではない） 

261．人之一心，在外者又要收入来，在内者又要推出去。（《朱子语类》卷19） 

（收入来：取り入れる） 

262．小过是收敛入来底，大过是行出来底。（《朱子语类》卷71） 

（收敛入来：身を慎む） 
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263．尝见人说，凡是外面寻讨入来底，都不是。（《朱子语类》卷 121） 

（寻讨入来：外から求めてくる） 

264．高祖其势可以守关，不放入项王，然而须放他入来者，有三事。（《河南程氏

遗书》卷15） 

（放他入来：彼［注：項羽］を入らせる） 

265．曾子说此一句，正是下个注脚，如何却横将忠恕入来解说“一贯”字？（《朱

子语类》卷 27） 

（将忠恕入来：「忠恕」を引く） 

266．如公所说，只是要去理会许多汩董了，方牵入这心来，却不曾有从这里流出在

事物上底意思。（《朱子语类》卷108） 

（牵入这心来：心を引き入れる） 

 

（６）「V+入去」 

「V+入去」式において、述語動詞は主に“走”、“落”、“打”、“说”などの単音

節動詞である。「V+入去」式は主に「外部から内部へ移動する」という方向義を表

し、立脚点は外部である。 

述語動詞が“走”、“落”などの自移動詞の場合、補語“入去”は動作主（当事

者も含む）の移動方向を表し、語義対象は動作主（当事者も含む）である（例 268、

例 269）。 

述語動詞が“打”、“说”などの他動詞の場合、補語“入去”の語義対象は受動

者（例 270）或いは述語動詞の表す動作・行為（例 267）である。 

「V+入去」式は場所客語を伴うことができる。場所客語は“入”と“去”の間

に置かれ、“入去”の終着点を示す。つまり、「V+入去」式には、「V+入去」（例 267）

と「V+入+O+去」（例 268～270）の 2 つの形式がある。 

例文： 

267．盖性无形影，情却有实事，只得从情上说入去。（《朱子语类》卷95） 

(说入去：［情から］話していく) 

268．此言龙牙走入死水中去，被人打。（《碧岩录》20则） 

（走入死水中去：よどんだ水の中へと踏み込んで行く） 

269．要如何济他，如何有益，少间尽落入功利窠窟里去！（《朱子语类》卷73） 

（落入功利窠窟里去：功利の穴に落ちる） 

270．今人说，都打入水里去了。（《朱子语类》卷73） 

（打入水里去：水に打ち落とす） 
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（７）「V+出来」 

「V+出来」式において、述語動詞は主に“将”、“放”、“发”、“流”、“指”、“说”、

“吐”、“做”などの単音節動詞であるが、“理会”、“体认”、“剖析”などの二音節

動詞の例も見られる（例 276～278）。「V+出来」式は「内部から外部に移動する」

という方向義と「無から有へと変化する」という結果義を表す。方向義を表す場

合、立脚点は外部である。 

「V+出来」式が方向義を表す場合、ⅰ）述語動詞が“发（「散发」義）”、“流”

などの自移動詞なら、補語“出来”の語義対象は動作主（当事者も含む）である

（例 273、例 274）。ⅱ）述語動詞が“将”、“放”などの他動詞なら、補語“出来”

の語義対象は受動者である（例 271～272）。 

「V+出来」式が結果義を表す場合、補語“出来”の語義対象は述語動詞の表す

動作・行為である（例 275～284）。 

「V+出来」式は対象客語（例 272）或いは結果客語（例 279～例 283）を伴うこ

とができる。客語は述語動詞の後ろ、補語“出”と“来”の間、或いは補語“出

来”の後ろに置かれる。つまり、「V+出来」式には、「V+出来」（例 271、例 273～

例 278、例 284）、「V+O+出来」（例 272、例 279～例 281）、「V+出+O+来」（例 282）

と「V+出来+O」（例 283）の 4 つの形式がある。 

「V+出来」式の否定形式は構造の前に否定詞“未曾”などが置かれ、「Neg+V+出

来」の形になる（例 284）。 

「V+出来」式は受動式と共起する例も見られる（例 282）が、典型的な受動式で

はなく、現代中国語の“普通话”を例にすれば“被他考上了北大”〈彼に北京大学

に合格されてしまった〉のようないわゆる「迷惑の受け身」である。 

例文： 

271．曰：“既言有性，将出来看。”（《景德传灯录》卷28） 

（将出来：取り出す） 

272．烈士锋前，还有俊鹰俊鹞儿么？放一个出来看。（《景德传灯录》卷5） 

（放一个出来：一匹をはずす） 

273．梦见之者，只为心中旧有此事，平日忽有事与此事相感，或气相感，然后发出

来。（《河南程氏遗书》卷18） 

（发出来：発してくる） 

274．譬如水,其出只一源,及其流出来千派万别,也只是这个水。（《朱子语类》卷

94） 

（流出来：流れてくる） 

275．师云：“那个是禅床？指出来。”（《景德传灯录》卷11） 

（指出来：指し示す） 
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276．学者当然须是自理会出来，便好。（《朱子语类》卷100） 

（理会出来：悟り得る） 

277．此在诸公自思之，将圣贤所言仁处，类聚观之，体认出来。（《河南程氏遗书》

卷18） 

（体认出来：悟り得る） 

278．为学勿责无人为自家剖析出来,须是自家去里面讲究做工夫,要自见得。（《朱

子语类》卷8） 

（剖析出来：分析する） 

279．仲尼只说一个志，孟子便说许多养气出来。（《河南程氏遗书》卷 18） 

（说许多养气出来：多くの「気を養う」ことを言い出す） 

280．须知古人吐一言半句出来，不是造次，须是有定乾坤底眼始得。（《碧岩录》

8则） 

（吐一言半句出来：一言を口に出す） 

281．唐明皇资禀英迈,只看他做诗出来,是甚么气魄！（《朱子语类》卷140） 

（做诗出来：詩を作り出す） 

282．想见当时［被管仲］做出这事来，骚动许多百姓，想见也怕人。（《朱子语类》

卷54） 

（被管仲做出这事来：管仲にこんなことをやらかされた） 

283．在它人看见是没紧要言语，它做出来多少大一件事！（《朱子语类》卷45） 

（做出来多少大一件事：どんなに大きいことをやり出した） 

284．谓虽未曾说出来时，存于心中者，已断是如此了，然后用得戒慎恐惧存养工夫。

（《朱子语类》卷97） 

（未曾说出来：まだ口に出していない） 

 

（８）「V+出去」 

「V+出去」式において、述語動詞は主に“将”、“迸”、“流”、“做”、“写”

などの単音節動詞であるが、“迸裂”などの二音節動詞の例も見られる（例 288）。

「V+出去」式は「内部から外部に移動する」という方向義と「無から有へと変化

する」という結果義を表す。方向義を表す場合、立脚点は内部である。 

「V+出去」式が方向義を表す場合、ⅰ）述語動詞が“迸”、“流”、“迸裂”な

どの自移動詞なら、補語“出去”の語義対象は動作主（当事者も含む）である（例

286～288）。ⅱ）述語動詞が“将”などの他動詞の場合、補語“出去”の語義対象

は受動者である（例 285）。 

「V+出去」式が結果義を表す場合、補語“出去”の語義対象は述語動詞の表す

動作・行為である（例 289、例 290）。 
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「V+出去」式は対象客語を伴うことができる。対象客語は述語動詞の後ろに置

かれる。つまり、「V+出去」式には、「V+出去」（例 285～289）と「V+O+出去」（例

290）の 2 つの形式がある。 

「V+出去」式は処置式と共起する例が見られる（例289）。 

例文： 

285．却将出去，上坐无语。（《景德传灯录》卷10） 

（将出去：持ち出す） 

286．如个宝塔，那毫光都从四面迸出去。（《朱子语类》卷53） 

（迸出去：ほとばしり出る） 

287．於这里便当扩开放出，使四散流出去，便是能扩。（《朱子语类》卷53） 

（流出去：流れていく） 

288．盖他气力大，如大鱼相似，看是甚网，都迸裂出去。（《朱子语类》卷130） 

（迸裂出去：［魚網］を破って出ていく） 

289．孟子怕人［将不好底］做出去，故说此。（《朱子语类》卷57） 

（将不好底做出去：良くないことを実行する） 

290．当时若写此文字出去，谁人敢争！（《朱子语类》卷107） 

（写此文字出去：このような文を書く） 

 

（９）「V+起来」 

「V+起来」式において、述語動詞は主に“拈”、“把”、“欠”26、“拽”、“说”、

“歌”などの単音節動詞であるが、“装荷”などの二音節動詞の例も見られる（例

296）。「V+起来」式は「低いところから高いところへ移動する」27という方向義、

「物を集める」という結果義および「新たな状態に入る」という動態義を表す。

動態義を表す場合、普通は静態から動態に入ることを示す。  

「V+起来」式が方向義を表す場合、ⅰ）述語動詞が“欠”などの自移動詞なら、

補語“起来”の語義対象は動作主（当事者も含む）である（例 294）。ⅱ）述語動

詞が“拈”、“把”、“拽”などの他動詞の場合、補語“起来”の語義対象は受動

者である（例 291～293、例 295）。 

「V+起来」式が結果義を表す場合、補語“起来”の語義対象は述語動詞の表す

動作・行為である（例 296）。 

                                                   
26 動詞“欠”は、「体が徐々に上に移動する」の意である。  
27 「V+起来」と「V+上来」はともに「低いところから高いところへ移動する」という方向

義を表わせるが、両者には区別がある。刘月华（1998：345～346）では、“‘起来’表示

无指向的位移。因此，‘起来’后不能出现表示位移终点的处所词。用‘起来’时，立足点

是不确定的，用‘上来’时，立足点在高处。位移过程中无所凭借时，如无终点，用‘起来’。”

と説明している。  
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「V+起来」式が動態義を表す場合、補語“起来”の語義対象も述語動詞の表す

動作・行為である（例 297、例 298）。 

「V+起来」式は対象客語を伴うことができる。対象客語は述語動詞の後ろ或い

は補語“起”と“来”の間に置かれる。つまり、「V+起来」式には、「V+起来」（例

291、例 292、例 296～298）、「V+O+起来」（例 293）と「V+起+O+来」（例 294、例 295）

の 3 つの形式がある。 

「V+起来」式は処置式と共起する例も見られる（例296）。 

例文： 

291．雪窦知此公案落处，敢与他断更道，雪上加霜又重拈起来教人见。（《碧岩录》

4则） 

（拈起来：取り上げる） 

292．看过了后,无时无候,又把起来思量一遍。（《朱子语类》卷104） 

（把起来：持ち上げる） 

293．眼前事，才拈一件起来勘当著所在，便不成模样！（《朱子语类》卷87） 

（拈一件起来：一つを持ち上げる） 

294．知远闻言，欠起身来，骇然惊恐。（《刘知远诸宫调》卷12） 

（欠起身来：立ち上がる） 

295．黄蘗呼维那：“维那拽起我来。”（《景德传灯录》卷12） 

（拽起我来：わしを引き起こす） 

296．盖有厌卑近之意，故须［将日用常行底事］装荷起来。（《朱子语类》卷8） 

（装荷起来：隠しておく） 

297．到这里，自说尽，无可说了，却忽然说起来。（《朱子语类》卷139） 

（说起来：言い始める） 

298．又如今诗曲，若只读过，也无意思；须是歌起来，方见好处。（《朱子语类》

卷104） 

（歌起来：歌い始める） 

 

（１０）「V+起去」 

「V+起去」式は《朱子语类》にたまに見られる。述語動詞は単音節動詞“说”、

“推”である。補語“起去”は「空間的に（抽象的な空間も含む）上に向かって、

話し手から離れて行く」という方向義（例 300）、あるいは「動作・行為の開始且

つ持続していく」という動態義（例 299）を表し、語義対象は述語動詞の表す動作・

行為である。 

「V+起去」式は客語を伴う例が見られない。 

例文： 
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299．韩不用科段，直便说起去至终篇，自然纯粹成体，无破绽。（《朱子语类》卷

139） 

（说起去：述べていく） 

300．若大而古今十二万九千六百年，亦只是这圈子；小而一日一时，亦只是这圈子。

都从复上推起去。（《朱子语类》卷65） 

（推起去：広がっていく） 

 

（１１）「V+回来」 

「V+回来」式は《碧岩录》と《朱子语类》にたまに見られる。述語動詞は単音

節動詞“却（「退去」義）”、“唤”である。補語“回来”は「元の場所へ移動す

る」という方向義を表し、立脚点は元の場所である。補語“回来”の語義対象は

受動者である。 

「V+回来」式は対象客語を伴うことができる。対象客語は補語“回”と“来”

の間に置かれる。つまり、「V+回来」式には、「V+回来」（例 302）と「V+回+O+来」

（例 301）の 2 つの形式がある。 

例文： 

301．却回枪头来也。（《碧岩录》38则） 

（却回枪头来：鎗を回収する） 

302．但才觉得此心随这物事去，便与他唤回来，便都没事。（《朱子语类》卷120） 

（唤回来：呼び戻す） 

 

（１２）「V+过来」 

「V+过来」式において、述語動詞は主に“侵”、“发”、“拈”、“抬”、“跳”

などの単音節動詞であるが、“理会”などの二音節動詞の例も見られる（例 309）。 

「V+过来」式は「空間的に立脚点へ移動する」という方向義と「正常・積極的

な状態に変化する」という結果義を表す。 

「V+过来」式が方向義を表す場合、ⅰ）述語動詞が“侵”、“跳”などの自移動

詞なら、補語“过来”の語義対象は動作主（当事者も含む）である（例 303、例

307、例 308）。ⅱ）述語動詞が“发”、“拈”、“抬”などの他動詞なら、補語“过来”

の語義対象は受動者である（例 304～例 306）。 

「V+过来」式が結果義を表す場合、補語“过来”の語義対象は述語動詞の表す

動作・行為である（例 309）。 

「V+过来」式は客語を伴うことができる。客語は対象客語或いは場所客語であ

り、対象客語は述語動詞の後ろ（例 305）或いは“过”と“来”の間（例 306）に

置かれる。場所客語は述語動詞の表す動作・行為の通過点を示し、補語“过”と
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“来”の間に置かれる（例 307、例 308）。つまり、「V+过来」式には、「V+过来」、

「V+O+过来」と「V+过+O+来」の 3 つの形式がある。 

「V+过来」式の否定形式は構造の前に否定詞“不曾”などが置かれ、「Neg+V+过

来」の形になる（例 307）。 

「V+过来」式は処置式と共起する例も見られる（例304）。 

例文： 

303．若这边功夫少，那边必侵过来。（《朱子语类》卷13） 

（侵过来：侵して来る） 

304．前来累有文书去，［将职官富民］早发过来，便是交割。（《三朝北盟会编・

茅斋自叙》） 

（将职官富民发过来：官員とお金持ちを送還する） 

305．师曰：“与我拈床子过来。”（《景德传灯录》卷11） 

（拈床子过来：床子を持ってこい） 

306．逐旋抬过珠玉来。（《三朝北盟会编・靖康城下奉使录》） 

（抬过珠玉来：真珠や宝石などを運んでくる） 

307．金溪之学虽偏，然其初犹是自说其私路上事，不曾侵过官路来。（《朱子语类》

卷123） 

（不曾侵过官路来：正統的な学問に触れていない） 

308．夜深不敢依门户，跳过墙来见新妇。（《刘知远诸宫调》卷2） 

（跳过墙来：壁を跳び越える） 

309．孔子一生贫贱，事事都去理会过来。（《朱子语类》卷45） 

（理会过来：悟り得る） 

 

（１３）「V+过去」 

「V+过去」式において、述語動詞は主に“巡”、“飞”、“纳”、“解”などの単音

節動詞である。「V+过去」式は「空間的に立脚点を離れ、ほかの場所に向かって移

動する」という方向義を表す。 

述語動詞が“巡”、“飞”などの自移動詞の場合、補語“过去”の語義対象は動

作主（当事者も含む）である（例 310、例 311）。 

述語動詞が“纳”、“解”などの他動詞の場合、補語“过去”の語義対象は受動

者（例 312）或いは述語動詞の示す動作・行為である（例 313）。 

「V+过去」式は対象客語と場所客語を伴うことができる。場所客語は述語動詞

の表す動作・行為の目標地点を示す。客語は補語“过”と“来”の間に置かれる。

つまり、「V+过去」式には、「V+过去」（例 310、例 313）と「V+过+O+去」（例 311、

例 312）の 2 つの形式がある。 
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例文： 

310．顺义军人马从鸿和尔大山脚下巡过去，唤作“鸿和尔大山一带”有何不可？

（《续资治通鉴长编・乙卯入国奏请》） 

（巡过去：巡回していく） 

311．莫道他不会言，飞过什么处去。（《碧岩录》53则） 

（飞过什么处去：どこへ飛んで行く） 

312．和议正要情通，先纳过书去亦何害。（《三朝北盟会编・靖康大金山西军前和

议录》） 

（纳过书去：文書を持って行く） 

313．若只逐段解过去，解得了便休，也不济事。（《朱子语类》卷11） 

（解过去：解釈していく） 

 

（１４）「V+归来」 

「V+归来」式は《朱子语类》に 2 例しか見られない28。述語動詞は単音節動詞“收”、

“放”である。補語“归来”は「空間的に元の場所に帰ってくる」という方向義

を表し、語義対象は受動対象である。 

 「V+归来」式は受動客語を伴う例が見られ、受動客語は述語動詞Vと補語“归来”

の間に置かれ、「V+O+归来」の形を用いられている（例315）。 

例文： 

314．静坐则本原定，虽不免逐物，及收归来，也有个安顿处。（《朱子语类》卷12） 

（收归来：取り戻す） 

315．道君有子四十人，只放二十人归来。（《朱子语类》卷133） 

（放二十人归来：20 人を帰らせる） 

 

（１５）「V+开来」 

「V+开来」式は《朱子语类》にたまに見られる。述語動詞は単音節動詞“爆”

である。補語“开来”は「分離・分裂」という結果義を表し、語義対象は当事者

である。 

「V+开来」式は客語を伴う例が見られない。 

例文： 

316．若是蓄积处多，忽然爆开来时，自然所得者大……（《朱子语类》卷11） 

（爆开来：はじける） 

 

                                                   
28 刘子瑜（2008）《〈朱子语类〉述补结构研究》と吴福祥（2004）《〈朱子语类辑略〉语

法研究》では、「V+归来」方向式について論述していない。  
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（１６）「V+开去」 

「V+开去」式は《朱子语类》にたまに見られる。述語動詞は主に単音節動詞“离”、

“说”である。補語“开去”は「空間的に立脚点から離れる」という方向義と「分

散していく」という結果義を表す。 

「V+开去」式が方向義を表す場合、語義対象は動作主（当事者も含む）である

（例 317）。 

「V+开去」式が結果義を表す場合、語義対象は述語動詞である(例 318)。 

「V+开去」式は客語を伴う例が見られない。 

例文： 

317．盖晦日则月与日相叠了，至初三方渐渐离开去，人在下面侧看见，则其光阙。

（《朱子语类》卷2） 

（离开去：離れてゆく） 

318．如今人说性……至玄至妙，一向说开去，便入虚无寂灭。（《朱子语类》卷5） 

（说开去：話していく） 

 

4.3.3 まとめ 

宋代白話文献における「V+C」方向式の用例は豊富である。 

述語動詞は単音節動詞の方が多いが、二音節述語動詞も見られる。補語動詞と

して働くのは単純方向動詞“上”、“下”、“出”、“入”、“来”、“去”、

“起”、“过”、“开”、“回”、“归”、“到”、“至”と複合方向動詞“上

来”、“上去”、“下来”、“下去”、“入来”、“入去”、“出来”、“出去”、

“起来”、“起去”、“回来”、“过来”、“过去”、“归来”、“开来、“开

去”である。 

「V+C」方向式における補語 C の表す語義は多様であり、方向義、結果義或いは

動態義を表すことができる。一般的に言えば、方向義を表す場合、補語の語義対

象は動作主（当事者も含む）或いは受動者である。結果義を表す場合、補語の語

義対象は受動者或いは述語動詞の表す動作・行為である。動態義を表す場合、補

語の語義対象は述語動詞の表す動作・行為である。補語動詞の表す語義によって、

その虚詞化の程度は異なる。具体的には、以下の順位を呈している。 

 

方向義を表す「V+C」方向式 < 結果義を表す「V+C」方向式 < 動態義を表す「V+C」方向式  

 

「V+C」方向式は客語を伴うことができる。客語には対象客語、結果客語、場所

客語と存現客語などがある。 

「V+C」方向式が対象客語或いは結果客語を伴う場合、「V+O+C」、「V+C+O」、
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「V+O+C1C2」、「V+C1+O+C2」、「V+C1C2+O」という５つの形式があるが、「V+C+O」と

「V+C1+O+C2」の例が多く見られる。 

「V+C」方向式が場所客語を伴う場合、「V+O+C」、「V+C+O」、「V+C1+O+C2」という

３つの形式があるが、「V+C+O」と「V+C1+O+C2」の例が多く見られる。補語が単音

節方向動詞“来”の場合、主に「V+O+C」を使う。補語が単音節方向動詞“去”の

場合、「V+O+C」或いは「V+C+O」を使う。 

「V+C」方向式が存現客語を伴う場合、主に「V+C+O」式を用いる。現代中国語

の“普通话”における“走出一个人来”、“走出来一个人”のような存現客語が「V+C1C2」

方向式に出る例は宋代白話文献ではまだ見られない。 

数量詞を客語の前に置いて修飾することができるので、客語は単音節のみなら

ず、二音節・多音節客語もよく見られる。  

否定形式は主に「V+C」方向式の前に否定詞“不”、“不曾”、“未曾”などが置か

れ、「Neg+V+C」の形になる。 

「V+C」方向式の前には否定詞のほかに、時間副詞・範囲副詞などを加えること

ができる。 

「V+C」方向式は受動式・処置式と共起する例が見られる。 
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第五章 宋代白話文献における「V+P+C」動補構造 
 

「V+P+C」動補構造は“组合式动补结构”とも呼ばれ、述語動詞と補語の間に

“得”、“取”、“却”、“将”などの文法標識P（Particle 以下、Pと略記）があ

る動補構造である。小論では、「V+得+C」動補構造、「V+取+C」動補構造、「V+

却+C」動補構造、「V+将+C」動補構造の4種類を重点的に論述する。 

 

第一節 「V+得+C」動補構造 

「V+得+C」動補構造は文法標識“得”によって構成された構造であり、「V+得+C」

結果式、「V+得+C」方向式、「V+得+C」様態式と「V+得+C」可能式の 4 種類がある。 

5.1.1「V+得+C」結果式 

「V+得+C」結果式は近世中国語時期に使われだした特別な「結果」義を表す構

造であり、述語動詞と結果補語の間に文法標識“得”が挿入されている。 

例文： 

319．咬得破时，正好咀味。（《朱子语类》卷 8） 

（咬得破：噛み砕く） 

320．今说得多了，都是好笑，不成模样。（《朱子语类》卷 117） 

（说得多：言い過ぎる） 

321．只［被］说得粗了，诸君便道易，此莫是最难。（《河南程氏遗书》卷18） 

（被说得粗：大ざっぱに解説された） 

322．曾皙［被他］见得高，下面许多事皆所不屑为。（《朱子语类》卷 28） 

（被他见得高：曾皙によく理解されてしまった） 

323．春秋［为仙乡陈蔡诸公］穿凿得尽。（《朱子语类》卷114） 

（为仙乡陈蔡诸公穿凿得尽：君の故郷の陳[傅良]・蔡[幼学]諸氏が穿鑿を尽

くしている） 

324．尹和靖在程门直是十分钝底，被他只就一个“敬”字上做工夫，终［被他］做

得成。（《朱子语类》卷115） 

（被他做得成：彼に成し遂げられてしまった） 

325．今时文日趋於弱，日趋於巧小，［将士人这些志气］都消削得尽。（《朱子语

类》卷 109） 

（将士人这些志气消削得尽：志士のいくらかの志を削り尽くす） 

326．直欲和这些秉彝都消杀得尽，然后以为至道也。（《河南程氏遗书》卷 2） 

（消杀得尽：滅ぼし尽す） 

327．譬如他人做得饭熟，盛在碗里，自是好吃。（《朱子语类》卷117） 

（做得饭熟：ご飯を炊き上げる） 



81 

 

328．少间看得道理通时，自然晓得。（《朱子语类》卷 3） 

（看得道理通：見て道理に通じる） 

329．如今沈侍读、李馆使来说得事理分白。（《续资治通鉴长编・乙卯入国奏请》） 

（说得事理分白：事柄をはっきり説明した） 

330．如今须是把得圣贤言语，凑得成常俗言语，方是。（《朱子语类》卷 120） 

（凑得成常俗言语：俗人の言葉にする） 

331．原来不曾参得透，见人说心说性说玄说妙，便道：“只是狂言，本来无事。”（《碧

岩录》9则） 

（不曾参得透：とことん参禅し究めていない） 

332．昨来萧相公、梁学士为在代州界上住了许多时日，不曾商量得些子处了当。（《续

资治通鉴长编・乙卯入国奏请》） 

（不曾商量得些子处了当：少しもうまく協議できなかった） 

333．凡事虽未理会得详密，亦有个大要处。（《朱子语类》卷 117） 

（未理会得详密：詳細に理解できていない） 

 

5.1.1.1 形式上の特徴 

「V+得+C」結果式において、述語動詞は主に“咬”、“说”、“见”、“做”、“看”、

“凑”、“参”などの単音節動詞であるが、“穿凿”、“消削”、“消杀”、“商量”、“理

会”などの二音節動詞の例も見られる（例 323、例 325、例 326、例 332、例 333）。 

 補語は簡単な非方向動詞（例えば、“破”、“尽”、“成”、“通”、“了当”など）或

いは形容詞（例えば、“多”、“粗”、“高”、“熟”、“透”、“分白”、“详密”など）に

限られる。 

 「V+得+C」結果式は対象客語を伴うことができる。客語の場所は、「V 得」と補

語 C の間に置かれる「V+得+O+C」式（例 327～329、例 332）と「V+得+C」式の後

ろに置かれる「V+得+C+O」式（例 330）の 2 種類があるが、客語が述語動詞の受動

対象であるため、「V+得+O+C」式の例が圧倒的に多い。客語は一般的に名詞を使用

する（例 327“饭”、例 328“道理”、例 329“事理”、例 330“常俗言语”、例 332

“些子处”など）。 

「V+得+C」結果式は助詞“了”を加えることができる（例 320“说得多了”、例

321“说得粗了”など）。 

「V+得+C」結果式の否定形式は構造の前に否定詞“不曾”、“未”などが置かれ、

「Neg+V 得 C」の形になる（例 331～333）。 

 「V+得+C」結果式は受動式（例 321～324）・処置式（例 325）と共起する例が見

られる。 
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5.1.1.2 意味上の特徴 

「V+得+C」結果式は主に已然の文脈（已然を仮定する場合もある）に用いられ、

「述語動詞の表す動作・行為の結果」を表す。補語 C の語義対象は受動対象或い

は述語動詞である。例えば、 

例327．譬如他人做得饭熟，盛在碗里，自是好吃。（《朱子语类》卷117） 

（動作“做饭”の結果は“饭熟”であり、補語“熟”の語義対象は受動対

象“饭”である。） 

 

例 329．如今沈侍读、李馆使来说得事理分白。（《续资治通鉴长编・乙卯入国奏

请》） 

（動作“说事理”の結果は“说分白”であり、補語“分白”の語義対象は

述語動詞“说”である。） 

 

客語を伴わない場合、「V+得+C」結果式の動態助詞“得”を省略しても文の意味

が変わらない。客語がある場合、客語を“将”・“把”によって述語動詞の前に置

き換えれば、動態助詞“得”を省略してもかまわない。換言すれば、意味上、「V+

得+C」結果式は「V+C」結果式に近い、「V+得+O+C」結果式と「V+得+C+O」結果式

は「V+C+O」結果式に近い。以下の例文を比較してみよう。 

例324．尹和靖在程门直是十分钝底，被他只就一个“敬”字上做工夫，终被他做

得成。（《朱子语类》卷115） 

比 較：学者最怕因循，莫说道一下便要做成（訳：出来上がる）。（《朱子语类》

卷 113） 

 

例 330．如今须是把得圣贤言语，凑得成常俗言语，方是。（《朱子语类》卷 120） 

比 較：五个七十二日，共凑成三百六十日（訳：三百六十日となる）也。（《朱

子语类》卷 1） 

 

例331．原来不曾参得透，见人说心说性说玄说妙，便道：“只是狂言，本来无事。”

（《碧岩录》9则） 

比 較：雪窦参透这公案（訳：この公案に深く通じている），于节角聱讹处，著 

三句语，撮来颂出。（《碧岩录》4 则） 

 

上掲した例をそれぞれ比較してみると、「V+得+C」結果式において、動態助詞の

“得”があるか否かは情報伝達に影響がほとんどないことが分かる。現代中国語

の“普通话”では、「V+C」結果式はそのまま使用されているが、「V+得+C」結果式
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は用いられなくなった（附録 1 参照）。「V+得+C」結果式及び動態助詞“得”の歴

史変遷については小論の第七章第一節で詳しく論じたい。 

 

5.1.1.3 まとめ 

宋代白話文献においては、「V+得+C」結果式の用例が多い。 

「V+得+C」結果式は主に已然の文脈（已然を仮定する場合もある）に用いられ、

「述語動詞の表す動作・行為の結果」を表す。補語 C の語義対象は受動対象或い

は述語動詞である。意味上、「V+得+C」結果式は「V+C」結果式とほぼ同じである。 

「V+得+C」結果式では、述語動詞は主に単音節動詞であるが、二音節動詞も見

られる。補語は簡単な非方向動詞と形容詞に限られる。対象客語を伴う場合、「V+

得+O+C」式と「V+得+C+O」式の 2 種類があるが、「V+得+O+C」式の例が多い。 

「V+得+C」結果式の否定形式は「Neg+V 得 C」であり、否定詞は“不曾”、“未”

などである。「V+得+C」結果式は助詞“了”を加えることができる。「V+得+C」結

果式は受動式・処置式と共起する例が見られる。 

「V+得+C」結果式における動態助詞“得”は省略しても文の表現に影響がない

ため、現代中国語が成立する過程で“得”は次第にその動態義が失われて剰余的

な成分となり、最終的に脱落した。 

 

5.1.2「V+得+C」方向式 

「V+得+C」方向式は近世中国語時期に発達した「方向」義を表す特別な構造で

あり、述語動詞と方向補語の間に文法標識“得”が挿入されている。補語Cは“来”、

“去”、“起”、“出”などの単純方向動詞或いは“出来”、“出去”、“起来”

などの複合方向補語である。小論では、「V+得+C」方向式を「V得C」方向式と「V

得C1C2」方向式に分けて分析する。 

5.1.2.1 「V得C」方向式 

「V 得 C」方向式において、述語動詞は主に“将”、“带”、“掳”、“绰（「掴み取

る」義）”、“取”、“到”、“撰”、“写”、“看”などの単音節動詞であるが、“整顿”

などの二音節動詞も見られる（例 338）。補語動詞は“来”、“去”、“起”、“出”な

どである。 

例文： 

334．十月二十日以前须到得来。（《建炎以来系年要录》卷192） 

（到得来：着く） 

335．一切事，皆是尔将得来，都不干我事。（《碧岩录》21 则） 

（将得来：持ってくる） 
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336．当时众中，若有衲僧气息的汉，绰得去，免得他末后拈花，一场狼藉。（《碧

岩录》92 则） 

（绰得去：連れて行く）29 

337．礼文官名，既欲知旧物，又不可凿空撰得出，须是问他先知者始得。（《河南

程氏遗书》卷 15） 

（撰得出：でっち上げる） 

338．如何先主才整顿得起时，便与坏倒！（《朱子语类》卷 136） 

（整顿得起：建てた） 

339．只从外面见得些皮肤，便说我已会得，笔下便写得去，自然无暇去讲究那精微。

（《朱子语类》卷 97） 

（写得去：書いていく） 

340．今看得来，是如此。（《朱子语类》卷103） 

（看得来：見たところ） 

 

「V得C」方向式は対象客語を伴うことができる。対象客語は「V得」と補語Cの

間に置かれ「V得OC」の形になる。客語は名詞或いは名詞連語である。 

例文： 

341．还将得马师真来否？（《景德传灯录》卷 5） 

（将得马师真来：馬祖の肖像を持ってきた） 

342．侍读怎与夺得他朝廷事，只恐别曾带得圣旨来。（《续资治通鉴长编・乙卯入

国奏请》） 

（带得圣旨来：聖旨を持ってくる） 

343．丝绵细绢般了无数，搜尽宝货财物，临行掳得三娘去。（《刘知远诸宫调》卷

12） 

（掳得三娘去：李三娘を連れ去った） 

344．妈妈尊察，只取得他来，交为一奶母足矣。（《刘知远诸宫调》卷12） 

（取得他来：彼を連れてくる） 

 

「V得C」方向式の否定形式が《景德传灯录》と《朱子语类》にたまに見られ、「V

得C」方向式の前に“不”、“不曾”、“未曾”などの否定詞が置かれ「Neg+V得C」の

形になる。 

例文： 

                                                   
29 例 336 について、末木文美士（2003：231）では次のように訳している。「その頃修行者

で意気ごみのある奴がいて、（そいつを）モノにしてしまっていたら、彼（世尊）は土壇

場になって花をつまみ上げるようなあられもない一幕を演ぜずに済んだだろうに。」 
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345．师曰：“将得崔禅喝来否？”曰：“不将得来。”（《景德传灯录》卷12） 

（不将得来：持ってこなかった） 

346．师曰：“将得什么物来？”曰：“不将得物来。”（《景德传灯录》卷21） 

（不将得物来：何も持ってこなかった） 

347．这个便是公不曾看得那物事出，谓之无眼目。（《朱子语类》卷114） 

（不曾看得那物事出：肝心のものが見えていない） 

348．如今未曾看得正当底道理出。（《朱子语类》卷121） 

（未曾看得正当底道理出：正当な道理を見えていない） 

 

「V 得 C」方向式の前に助動詞・副詞などを加えることができる（例 334、例 338、

例 339、例 344）。 

「V 得 C」方向式の意味表現は多様であり、方向義、結果義或いは動態義を表す

ことができる。「V 得 C」方向式がどの意味を表現するかは、述語動詞と補語動詞

に関わる。 

（ⅰ）「V 得来」方向式 

「V 得来」方向式の補語動詞は“来”である。 

述語動詞が“到”などの自移動詞の場合、補語“来”は動作主（当事者も含む）

の移動方向を表し、語義対象は動作主（当事者も含む）である（例 334“到得来”

など）。 

述語動詞が“将”、“带”、“取”など対象物を空間的に移動させる他動詞の場合、

補語“来”は「述語の示す動作・行為に影響を受け、対象物が空間的に話し手に

向かって移動する」という方向義を表し、語義対象は受動者である（例 341“将得

马师真来”、例 342“带得圣旨来”、例 344“取得他来”など）。 

述語動詞が“看”の場合、“看得来”は単語化された傾向がみられ、現代中国

語の“普通话”の“看来”と同じ意味であり、「推測」の義を表す。この場合、“得”

の虚詞化程度が他の「V+得+C」方向式における動態助詞“得”よりも高い（例 340

“看得来”など）。 

（ⅱ）「V 得去」方向式 

「V 得去」方向式の補語動詞は“去”である。 

述語動詞が“绰”、“掳”など対象物を空間的に移動させる他動詞の場合、補語

“去”は「述語の示す動作・行為に影響を受け、対象物が空間的に話し手に背を

向けて遠ざかる」という方向義を表し、語義対象は受動者である（例 336“绰得去”、

例 343“掳得三娘去”など）。 

 述語動詞が“写”などの場合、補語“去”は「述語動詞の示す動作・行為の持

続」という動態義を表し、語義対象は述語動詞である（例 339“写得去”など）。 
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（ⅲ）「V 得起」方向式 

「V 得起」方向式において、述語動詞は“整顿”など対象物を空間的に移動させ

ない動詞であり、補語動詞は“起”である。補語“起”は主に「集める」という

結果義を表し、語義対象は述語動詞の表す動作・行為である（例 338“整顿得起”）。 

（ⅳ）「V 得出」方向式 

「V 得出」方向式において、述語動詞は主に“撰”、“看”など対象物を空間的に

移動させない動詞であり、補語動詞は“出”である。補語“出”は主に「無から

有へと変化する」という結果義を表し、語義対象は述語動詞の表す動作・行為で

ある（例 337“撰得出”、例 347“不曾看得那物事出”、例 348“未曾看得正当底

道理出”など）。 

 

5.1.2.2 「V得C1C2」方向式 

「V 得 C1C2」方向式では、述語動詞は主に“跳”、“钓”、“做”、“取”、“浮”、“道”

などの単音節動詞であり、補語は複合方向動詞“出来”、“起来”、“归来”などで

ある。 

例文： 

349．古人见彻此事，各各虽不同，道得出来，百发百中。（《碧岩录》91则）  

（道得出来：口に出して言う） 

350．诗几年埋没，［被某］取得出来，被公们看得恁地搭滞。（《朱子语类》卷80） 

（被某取得出来：わたしに見いだされた） 

351．皆夫子与之言者，一一做得出来不差。（《朱子语类》卷24） 

（做得出来：出来上がる） 

 

「V得C1C2」方向式は対象客語を伴うことができる。対象客語は「V得」と補語C1C2

の間に置かれ「V得OC1C2」の形になる。客語は名詞或いは名詞連語である。 

例文： 

352．巨浸乃十二头水牯牛，为钩饵，却只钓得一蛙出来。（《碧岩录》38则） 

（钓得一蛙出来：一匹の蛙を釣り上げた） 

353．是说那气浮得那地起来。（《朱子语类》卷94） 

（浮得那地起来：大地を浮かべさせた） 

354．若不见得大底道理，如人无个居著，趁得百十钱归来，也无顿放处。（《朱子

语类》卷121） 

（趁得百十钱归来：大金を持ち帰る） 
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「V 得 C1C2」方向式は受動式と共起する例が見られる（例 350“被某取得出来”）。 

「V得C1C2」方向式の否定形式は見いだせなかった。 

意味上、「V 得 C1C2」方向式は方向義或いは結果義を表すことができる。どちら

の意味を表すかは主に述語動詞と補語動詞に関わる。  

（ⅰ）「V得出来」方向式 

「V 得出来」方向式の補語動詞は“出来”である。 

述語動詞が“取”、“钓”など対象物を空間的に移動させる他動詞の場合、補語

“出来”は「述語の示す動作・行為に影響を受け、対象物が空間的に内部から外

部へ移動する」という方向義を表し、立脚点は外部である。補語の語義対象は受

動者である（例 350“取得出来”、例 352“钓得一蛙出来”など）。 

述語動詞が“做”、“道”など対象物を空間的に移動させない動詞の場合、補語

“出来”は「無から有へと変化する」という結果義を表し、語義対象は述語動詞

の表す動作・行為である（例 349“道得出来”、例 351“做得出来”など）。 

（ⅱ）「V得起来」方向式 

「V 得起来」方向式において、述語動詞が使動詞“浮”であり、補語“起来”は

「述語の示す動作・行為に影響を受け、対象物が空間的に低いところから高いと

ころへ移動する」という方向義を表し、語義対象は受動者である（例 353“浮得那

地起来”）。 

（ⅲ）「V得归来」方向式 

例354“趁得百十钱归来”は、「述語動詞“趁”の動作・行為によって、受動者

“百十钱”が元の場所に戻ってくる」という抽象的な方向義を表す。補語“归来”

の語義対象は受動者“百十钱”である。 

 

5.1.2.3 まとめ 

「V+得+C」方向式は近世中国語時期に発達した「方向」義を表す特別な構造で

ある。意味上、「V+得+C」方向式は“得”がない「V+C」方向式とほぼ同じである。

宋代白話文献においては、「V+得+C」方向式が多用されている。 

「V+得+C」方向式では、述語動詞は主に単音節動詞であるが、二音節動詞も見

られる。補語動詞は“来”、“去”、“起”、“出”、“出来”、“出去”、“起来”、“归来”

などである。対象客語を伴う場合、「V 得 OC」と「V 得 OC1C2」の形になる。客語は

名詞或いは名詞連語である。 

「V得C」方向式の否定形式は「Neg+V得C」であり、否定詞は“不”、“不曾”、“未

曾”などである。「V得C」方向式の前に助動詞・副詞などを加えることができる。 

「V得C1C2」方向式は受動式と共起する例が見られる。 

「V+得+C」方向式は主に已然の文脈（已然を仮定する場合もある）に用いられ、
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語義表現が豊富である。「V 得来」方向式、「V 得出去」方向式、「V 得起来」方向式

は主に方向義を表している。「V 得起」方向式と「V 得出」方向式は主に結果義を

表している。「V 得去」方向式は方向義と動態義を表している。「V 得出来」方向式

は方向義と結果義を表している。補語 C の語義対象は動作主（当事者も含む）、受

動対象或いは述語動詞である。“看得来”は「推測」の義を表しており、すでに

単語化していると考えられる。 

「V+得+C」方向式における動態助詞“得”は省略しても文の表現に影響がない

ため、現代中国語の“普通话”では消失している。 

 

5.1.3 「V+得+C」様態式 

「V+得+C」様態式においては、述語動詞と様態補語の間に文法標識“得”が挿

入されている。この“得”は構造助詞であり、削除することはできない。叙述性

が高い「V+得+C」結果式と異なり、「V+得+C」様態式は主に動作が実現した後の

様態を描写する。小論では、「V得C」様態式と特殊な「VNV」様態式に分けて論述

する。 

5.1.3.1 「V得C」様態式 

「V 得 C」様態式は述語動詞の表す動作・行為が実現した後の様態を表す。さら

に、述語動詞の表す動作・行為に影響を受け、受動者・動作主（当事者も含む）

がどんな変化を経たのかを描写する働きもある。補語の語義対象は述語動詞、動

作主（当事者も含む）、或いは受動者である。そのうち、補語の語義対象は述語動

詞になる例が最も多く見られる。 

「V 得 C」様態式において、述語動詞は主に“吃”、“抛”、“说”、“使”、“知”、“教”、

“言”、“用”、“断”、“处”、“射”、“看”、“走”、“扭”、“喝”、“恼”、“感”などの

単音節動詞であるが、“思量”、“钤束”などの二音節動詞の例も見られる（例 356、

例 357）。 

補語は動詞・動詞連語（例 355、例 356、例 372、例 373、例 379、例 380）、形

容詞・形容詞連語（例 357～371、例 374～378）或いは主述連語（例 381～383）で

ある。 

例文： 

355．交他去桃园，吃得勋勋醉。（《刘知远诸宫调》卷2） 

（吃得勋勋醉：飲んでべろんべろんに酔っぱらう） 

356．其时思量得几乎成病。（《朱子语类》卷94） 

（思量得几乎成病：病気になるほど思考した） 

357．我游奕一军，钤束得整齐，必不到得生事。（《挥麈录・王俊首岳侯状》） 

（钤束得整齐：厳しく管理されている） 
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358．师巫在此，降言在彼，只是抛得远，决无此理。（《河南程氏遗书》卷2） 

（抛得远：遠く投げた） 

359．今人熟底事，说得便分明；若是生事，便说得蹇滞。（《河南程氏遗书》卷18） 

（说得分明：はっきり解説している；说得蹇滞：うまく説明できていない） 

360．刘知远，多勇锐，一条扁担使得熟会，独自个当敌四下里。（《刘知远诸宫调》

卷11） 

（使得熟会：上手に使っている） 

361．知而不能行，只是知得浅。（《河南程氏遗书》卷 15） 

（知得浅：深く理解していない） 

362．今一日说尽，只是教得薄。（《河南程氏遗书》卷 15） 

（教得薄：深く教えていない） 

363．此言善，却言得轻。（《河南程氏遗书》卷 15） 

（言得轻：深く話していない） 

364．雪窦知他血脉出处，便用得巧。（《碧岩录》11则） 

（用得巧：巧妙に使っている） 

365．若不是佗见得，岂千余年后便能断得如此分明也？（《河南程氏遗书》卷 1） 

（断得如此分明：このようにはっきり判断できている） 

366．如邓艾位三公，年七十，处得甚好。（《河南程氏遗书》卷18） 

（处得甚好：［仕事を］善処できた） 

367．射得煞好，南朝射者尽若是乎？（《三朝北盟会编・茅斋自叙》） 

（射得煞好：非常にうまく矢を射た） 

368．看得透彻，一生受用不尽。（《朱子语类》卷 14） 

（看得透彻：徹底的に読む） 

369．然各家亦［被韩文公］说得也狼狈。（《朱子语类》卷 139） 

（被韩文公说得狼狈：韓愈にさんざんに言われた） 

370．横渠［将屈伸］说得贯通。（《朱子语类》卷 3） 

（将屈伸说得贯通：屈伸ということを徹底的に説明し得ている） 

371．后来见荆公用兵用得狼狈，更不复言兵。（《朱子语类》卷 130） 

（用得狼狈：［兵を］用いるのがうまくない） 

372．牛驴惊跳，拽断麻绳，走得不知所在。（《刘知远诸宫调》卷 2） 

（走得不知所在：逃げてしまって居場所が分からない） 

373．多是去求言外之意，说得不成模样。（《朱子语类》卷109） 

（说得不成模样：めちゃくちゃに言ってしまった） 

374．伊洛诸公文字，说得不恁分晓，至先生而后大明。（《朱子语类》卷105） 

（说得不恁分晓：そんなに明らかに解説していない） 
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375．东坡是甚么样会辩！也说得不甚切。（《朱子语类》卷107） 

（说得不甚切：正確に解説していない） 

376．学者贪做工夫，便看得义理不精。（《朱子语类》卷10） 

（看得义理不精：義理を精密に読みとれない） 

377．缘上蔡说得“觉”字太重，便相似说禅。（《朱子语类》卷6） 

（说得“觉”字太重：「覚」を強調しすぎる） 

378．便是看得文字粗疏。（《朱子语类》卷94） 

（看得文字粗疏：文章を大ざっぱに読んでいる） 

379．昨日［被和尚］扭得鼻孔痛。（《碧岩录》53 则） 

（被和尚扭得鼻孔痛：和尚に鼻をねじられて、痛かった）  

380．直饶喝得兴化上三十三天，却扑下来，气息一点也无，待我苏醒起来，向汝道：

“未在……”30（《碧岩录》10则） 

（喝得兴化上三十三天，却扑下来，气息一点也无：わしを喝して三十三天に

のぼらせ、そこから打ち落として息の根を止める） 

381．恼得兄嫂生嗔怒，等你来时节没轻恕。（《刘知远诸宫调》卷2） 

（恼得兄嫂生嗔怒：兄と兄嫁を怒らせた） 

382．武帝尝披袈裟，自讲放光般若经，感得天花乱坠地变黄金。（《碧岩录》1则） 

（感得天花乱坠地变黄金：感応して天花が降りそそぎ、地は黄金に変じた） 

383．向时得《徽宗实录》，连夜看，看得眼睛都疼。（《朱子语类》卷104） 

（看得眼睛都疼：読んで目が痛くなった） 

 

動詞・動詞連語、形容詞・形容詞連語が「V得C」様態式の補語になる場合、そ

の前に程度副詞（例356“几乎”、例366“甚”、例367“煞”、例377“太”）・指

示代名詞（例365“如此”、例374“恁”）・関連副詞（例359“便”）・重複副詞（例

369“也”）などが置かれる例がよく見られる。そのうち、程度副詞と指示代名詞

は様態補語のレベルを強調する役割を果たしている。関連副詞“便”は補語Cの前

に置かれる例と「V得C」様態式の前に置かれる例が見られる。関連副詞“便”は

補語Cの前に置かれると、補語Cのみを修飾する。それに対して、関連副詞“便”

が「V得C」様態式の前に置かれると、「V得C」様態式全体を修飾する（例359“说

得便分明”と“便说得蹇滞”を比較のこと）。 

「V得C」様態式の否定形式は否定詞“不”が「V得（O）」と補語Cの間に置かれ

                                                   
30 小論では、「V 得 C」様態式内部が客語を伴う「V 得 OC」様態式と主述構造が補語にな

る「V+得+C」様態式を区別するために、「V 得 OC」様態式における客語を で表示し、「V+

得+C」様態式における主述構造の下に   をつける。以下同様。  
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「V得（O）+Neg+C」の形になる（例372～376）。 

「V 得 C」様態式は処置式と共起する例が見られる（例 370“将屈伸说得贯通”）。 

「V 得 C」様態式は受動式と共起する例が見られる（例 369“被韩文公说得也狼

狈”、例 379“被和尚扭得鼻孔痛”）。 

現代中国語の“普通话”ではよく使用されている動詞重複構造も見られる（例

371“用兵用得狼狈”）。 

「V 得 C」様態式は客語を伴うことができる。客語は「V 得」と C の間に置かれ

「V 得 OC」の形になる（例 376“看得义理不精”、例 377“说得‘觉’字太重”、例

378“看得文字粗疏”、例 379“扭得鼻孔痛”など）。客語は名詞であり、述語動

詞の表す動作・行為の対象になる。「V 得 OC」様態式は現代中国語の“普通话”

には存在しなくなり、処置式の「把/将 O+V 得 C」様態式・動詞重複構造の「VO+V

得 C」様態式・受事主語文の「O+V 得 C」様態式に取って代わられた。例えば、例

377“说得‘觉’字太重”に相当する現代中国語の“普通话”では、“把/将‘觉’

字说得太重”・“说‘觉’字说得太重”・“‘觉’字说得太重”3 つの言い方がある。 

「V得OC」様態式は「V得C」様態式の内部に客語を伴う構造であり、主述構造が

補語を担当する「V+得+C」様態式とは分けて考える必要がある。ここで例を挙げ

て説明する。 

(ⅰ)「V得OC」様態式： 

例376．学者贪做工夫，便看得义理不精。（《朱子语类》卷10） 

例377．缘上蔡说得“觉”字太重，便相似说禅。（《朱子语类》卷6） 

例379．昨日［被和尚］扭得鼻孔痛。（《碧岩录》53则） 

例380．直饶喝得兴化上三十三天，却扑下来，气息一点也无，待我苏醒起来，向汝

道：“未在……”（《碧岩录》10则） 

(ⅱ) 「V得+主述構造」： 

例381．恼得兄嫂生嗔怒，等你来时节没轻恕。（《刘知远诸宫调》卷2） 

例383．向时得《徽宗实录》，连夜看，看得眼睛都疼。（《朱子语类》卷104） 

 

形式から見ると、（ⅰ）組と（ⅱ）組の様態式は同じ「V+得+N+A/V」構造を用い

られているが、実際には区別すべきである。  

まず、名詞性成分 N の性質が異なる。（ⅰ）組の N は述語動詞の受動対象である。

例えば、例 376“看得义理不精”の“义理”、例 377“说得‘觉’字太重”の“‘觉’

字”、例 379“扭得鼻孔痛”の“鼻孔”、例 380“喝得兴化上三十三天，却扑下来，

气息一点也无”の“兴化”はそれぞれ述語動詞“看”、“说”、“扭”、“喝”の受動

対象である。そのうち、例 379 の“鼻孔”、例 380 の“兴化”は同時に補語 C の主

語である。 
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一方、（ⅱ）組の N は主述構造をなす補語部分の主語に相当する。例えば、例 383

“看得眼睛都疼”の“眼睛”は“得”の前の述語動詞“看”とは直接な語義関係

はなく、むしろ続く述語“都疼”の主語である。また、例 381“恼得兄嫂生嗔怒”

の“兄嫂”は述語動詞“恼”の主語でもあり、主述構造をなす補語の“生嗔怒”

の主語でもある。 

次に、補語の語義対象は異なる。（ⅰ）組では、補語の語義対象は述語動詞の表

す動作・行為或いは受動対象である。例えば、例 376“看得义理不精”、例 375“说

得‘觉’字太重”、例 378“看得文字粗疏”の補語“不精”、“太重”、“粗疏”の語

義対象はそれぞれ述語動詞の示す動作“看”、“说”、“看”である。例 379“扭得鼻

孔痛”の補語“痛”の語義対象は受動対象“鼻孔”である。例 380“喝得兴化上三

十三天，却扑下来，气息一点也无”の補語“上三十三天，却扑下来，气息一点也

无”の語義対象は受動対象“兴化”である。一方、（ⅱ）組では、補語の語義対象

は動作主或いは当事者である。例 381“恼得兄嫂生嗔怒”では、“生嗔怒”の語義

対象は当事者“兄嫂”になる。例 383“看得眼睛都疼”では、名詞性成分“眼睛”

と述語動詞“看”とは直接な語義関係がないが、文脈により、述語動詞“看”の

動作主は第一人称“我”であることが分かる。“眼睛”は“我”の体の一部であり、

両者の間に領属関係が存在している。“眼睛都疼”という主述構造が述語動詞“看”

の補語になり、語義対象は動作主“我”である。 

（ⅰ）組と（ⅱ）組の補語の語義対象の違いは次のように整理できる。  

 (ⅰ)「V得OC」様態式： 

例376：動作“看义理”→“看得不精” 

例377：動作“说‘觉’字”→“说得太重” 

例379：動作“扭鼻孔”→“鼻孔痛” 

例380：動作“喝兴化”→“兴化上三十三天，却扑下来，气息一点也无” 

（ⅱ）「V得+主述構造」 

例381：動作“兄嫂恼”→“兄嫂生嗔怒” 

例383：動作“我看《徽宗实录》”→“我眼睛疼” 

 

5.1.3.2 《刘知远诸宫调》に見られる特殊な「VNV」様態式 

《刘知远诸宫调》において、特殊な「VNV」様態式が見られる。 

例文： 

384．諕（吓）翁翁岂敢抬头，问着后只言得一句。（《刘知远诸宫调》卷1） 

（諕翁翁岂敢抬头：老翁は驚き、頭をあげることができない） 

385．蓦听得一声响，諕（吓）匹夫急抬头觑。（《刘知远诸宫调》卷2） 

（諕匹夫急抬头觑：男は驚き、慌ただしく頭をあげて見た） 
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386．諕（吓）人魂魄，幽幽不在。（《刘知远诸宫调》卷2） 

（諕人魂魄，幽幽不在：人を死ぬほど怖がらせた） 

 

例 384～386 と似ている文も見られる。 

387．老儿諕（吓）得，七魄三魂荡。（《刘知远诸宫调》卷1） 

（諕得七魄三魂荡：魂も飛びさるほど驚いた） 

388．三娘諕（吓）得一团娇颤。（《刘知远诸宫调》卷11） 

（諕得一团娇颤：体が震えるほど驚いた） 

 

杨永龙・江蓝生（2010：237）では、例384～386について、“上述三例的结构也

许是‘諕翁翁，（翁翁）岂敢抬头’。那样，就不属于述补结构了。”と述べている

が、実は例384～386を特殊な様態式と見なすべきと考えている。 

上掲した例 384～386 と例 387、例 388 において、述語動詞はすべて心理活動を

示す単音節動詞“諕”である。例 384～386 における名詞性成分“翁翁”、“匹夫”、

“人”と例 387、例 388 における名詞性成分“老儿”、“三娘”は同様に、それらの

後ろの述語性成分と主述構造を形成していると同時に、述語動詞“諕”の受動対

象でもある。周知のように、中国語の受動対象の位置は多様性に富み、話題主語

として述語動詞の前に置かれてもよく、受動客語として述語動詞の後ろに置かれ

ても構わない。そのため、例 387 と例 388 の受事主語“老儿”、“三娘”は「V 得」

の後から移動したものであり、本来ならば受動客語であったと考えられる。つま

り、以下の言い換えが可能である。 

387．老儿諕得，七魄三魂荡。（《刘知远诸宫调》卷1） 

387’．諕得老儿七魄三魂荡。31 

388．三娘諕得一团娇颤。（《刘知远诸宫调》卷11） 

388’．諕得三娘一团娇颤。 

 

例 387 と 387’、例 388 と 388’は、受動対象の位置が異なるため、その文法機

能も変化したが、意味表現には影響がほとんどない。唐五代の敦煌变文と金代の

《西厢记诸宫调》32においても、様態補語文の受動対象の位置は固定せず、受事主

語にも受動客語にもなれる。 

                                                   
31 筆者が作った文を番号の右上に「’」を入れて表示する。以下同様。  
32 小論は侯岱麟が校訂し、1955 年に文学古籍刊行社から出版された《西厢记诸宫调》を

用いる。《西厢记诸宫调》は後世の人により修正された可能性があるので、金代の言語を

如実に反映しているかどうかは疑問である。しかし、《刘知远诸宫调》と同様に“诸宫

调”の作品であるため、その言語現象は《刘知远诸宫调》と比較対照する価値があると考

えられる。 
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例文： 

389．諕（吓）得皇帝洽背汗流。（《敦煌变文集》吴福祥1996：408による） 

（諕得皇帝洽背汗流：皇帝は全身汗が流れるほど驚いた） 

390．五道将军闻语，吓得浃背汗流。（《敦煌变文集》吴福祥1996：408による） 

（吓得浃背汗流：全身汗が流れるほど驚いた） 

391．諕（吓）得张生变了面色。（《西厢记诸宫调》下39） 

（諕得张生变了面色：張生は驚き、顔色も変わった。） 

392．女孩儿諕（吓）得来一团儿颤。（《西厢记诸宫调》下4） 

（諕得来一团儿颤：体が震えるほど驚いた） 

393．諕（吓）得逆子贼臣望风的怕。（《西厢记诸宫调》下63） 

（諕得逆子贼臣望风的怕：反逆者達を非常に怖がるほど驚かせた） 

394．众人都諕（吓）得呆了。（《西厢记诸宫调》上33） 

（諕得呆了：驚きあっけにとられた） 

 

 現代中国語でも、“小李吓得撒腿就往家里跑”と“吓得小李撒腿就往家里跑”2

つの言い方が使用されている。この 2 つの言い方はどちらも様態補語文であり、

語義表現の区別はほとんどないと言ってもいいだろう。 

例384～386は構造助詞“得”を省略した特殊な様態式と考えられる。その完全

な構造は以下の通りである。 

384’．諕得翁翁岂敢抬头。 

385’．諕得匹夫急抬头觑。 

386’．諕得人魂魄，幽幽不在。 

 

諸宮調には、“倚声填词”（曲調に台詞を合わせる）が要求され、語りの長短

にも細かな制限がある。構造助詞“得”を省略するのは、おそらく諸宮調という

特殊な文学様式と深く関わっていると思われる。 

《西厢记诸宫调》にも構造助詞“得”を省略した「VNV」様態式が見られる。 

例文： 

395．諕（吓）君瑞面颜如土（訳：君瑞は顔が土色に変わるほど驚いた）。（《西厢

记诸宫调》下51） 

比較：諕（吓）得张生变了面色。（例 391） 

 

 《刘知远诸宫调》においては、構造助詞“得”を省略した状態補語文のみなら

ず、構造助詞“得”を省略した可能補語文も見られる。 

例文： 
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396．脑后无眼怎遮迭？（《刘知远诸宫调》卷2） 

（遮迭：食い止めることができる） 

397．俺两人怎生禁持过？（《刘知远诸宫调》卷12） 

（禁持过：我慢できる） 

 

例396“怎遮迭”の完全な言い方は“怎遮得迭”であり、“怎么遮挡得及/怎么来

得及遮挡”という現代語に相当する。例397“怎生禁持过”の完全な言い方は“怎

生禁持得过”であり、“怎么忍受得了”という現代語に相当する。諸宮調という文

学様式では、語義表現を確保できるならば、構造助詞“得”を省略することが許

されることを物語っている。 

 以上述べたことをまとめると、例384“諕翁翁岂敢抬头”のような構造は、形式

上構造助詞“得”を省略しているが、語義上“諕得翁翁岂敢抬头”と同じ意味を

表現している特殊な様態式であると考えられる。 

 

5.1.3.3 まとめ 

「V+得+C」様態式は《碧岩录》、《河南程氏遗书》、《朱子语类》、《刘知远诸

宫调》などの語録或いは文学作品に多用されているが、史籍にはあまり見られな

い。 

「V 得 C」様態式は述語動詞の表す動作・行為が実現した後の様態を表す。また、

述語動詞の示す動作・行為に影響を受け、受動者・動作主（当事者も含む）がど

んな変化を経たのかを描写する働きがある。補語の語義対象は述語動詞、動作主

（当事者も含む）、或いは受動者になる。そのうち、補語の語義対象が述語動詞に

なる例が最も多く見られる。 

「V得 C」様態式では、構造助詞“得”が述語動詞と補語の間に挿入されている。

一般的には、この“得”を省略することはできない。述語動詞は主に単音節動詞

であるが、二音節動詞の例も見られる。補語は動詞・動詞連語、形容詞・形容詞

連語或いは主述連語である。動詞・動詞連語、形容詞・形容詞連語が補語になる

場合、その前に程度副詞・指示代名詞・関連副詞・重複副詞などがよく置かれる。 

「V得C」様態式の否定形式は「V得（O）+Neg+C」になる。否定詞は“不”であ

る。「V得C」様態式は処置式・受動式と共起する例が見られる。現代中国語の“普

通话”ではよく使用されている動詞重複構造も見られる。 

「V 得 OC」は「V 得 C」様態式の内部に客語を伴う形式である。客語は名詞であ

り、述語動詞の表す動作・行為の対象である。「V 得 OC」様態式は現代中国語の

“普通话”には存在しなくなり、処置式の「把/将 O+V 得 C」様態式・動詞重複構

造の「VO+V 得 C」様態式・受事主語文の「O+V 得 C」様態式に取って代わられた。 
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「V 得 OC」様態式と「V 得+主述構造」様態式とは、名詞性成分の性質と補語の

語義対象は異なるので、両構造を混同してはいけない。  

また、《刘知远诸宫调》に見られる“諕翁翁岂敢抬头”のような構造について言

えば、諸宮調には、語りの長短にも細かな制限があるため、曲調に台詞を合わせ

た結果、形式上構造助詞“得”を省略しているが、語義上は“諕得翁翁岂敢抬头”

と等しい特殊な「VNV」様態式であるという初歩的な分析に至った。 

 

5.1.4 「V+得+C」可能式 

「V+得+C」可能式は未然の文脈で使われ、述語動詞の表す動作・行為が実現し

て、ある結果に至る可能性を表している。小論では、肯定形式と否定形式を分け

て説明する。 

5.1.4.1 肯定形式 

「V+得+C」可能式の肯定形式「V 得 C」において、述語動詞は主に“说”、“唤”、

“跳”、“觑”、“看”、“见”、“参”、“识”、“算”、“立”、“盛”などの単音節動詞で

あるが、“商量”、“辨明”、“整顿”、“理会”、“测度”などの二音節動詞の例も見ら

れる。そのうち、例 401 の述語動詞“辨明”は「V+C」結果式であり、つまり、“辨

明得出”は実際には「VC 得 C」可能式である。補語動詞は方向動詞・非方向動詞・

形容詞であり、補語の語義対象は主に述語動詞の表す動作・行為である。 

（ⅰ）補語が“去”、“出”、“起”、“回”、“到”、“过去”などの方向

動詞であるもの。 

例文： 

398．若于这里商量得去，便见玄沙。（《景德传灯录》卷5） 

（商量得去：検討結果が得られる） 

399．看来古人文字, 也不［被人］牵强说得出。（《朱子语类》卷 79） 

（被人说得出：人に説明されえない） 

400．今日且［将自家］写得出、说得出底去穷究。（《朱子语类》卷 9） 

（写得出：書き出せる；说得出：言い出せる） 

401．若辨明得出，不辜负雪窦。（《碧岩录》39则） 

（辨明得出：はっきり見分けることができる） 

402．恁地后，怎生整顿得起？（《三朝北盟会编・靖康城下奉使录》） 

（整顿得起：整えられる） 

403．若唤得回，便鸣指三下。（《碧岩录》65 则） 

（唤得回：呼び返せる） 

404．向上舍得性命，跳得过去，许尔亲见维摩。（《碧岩录》84则） 

（跳得过去：跳び出すことができる） 
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405．当时若跳得出五步外活时，便能成群去趁虎。（《碧岩录》81 则） 

（跳得出五步外：五歩以上も遠くに跳びだせる） 

406．须是理会来，理会去，理会得意思到，似被胶漆粘住时，方是长进也。（《朱

子语类》卷 113） 

（理会得意思到：意味をしっくりと理解できる） 

407．而今只是面前小小文义尚如此理会不透，如何说得到其他事！（《朱子语类》

卷 121） 

（说得到其他事：ほかのことに言及することが出来る） 

 

（ⅱ）補語が“及”、“见”、“破”、“尽”、“牢”、“住”などの非方向

動詞であるもの。 

例文： 

408．汝道究得彻底所知心，还测度得及否？（《景德传灯录》卷21） 

（测度得及：推測することができる） 

409．阇黎觑得见么？（《碧岩录》18则） 

（觑得见：見える） 

410．若能于此言上看得破，便信是会禅。（《河南程氏遗书》卷1） 

（看得破：見破ることができる） 

411．天下事那里［被你］算得尽！（《朱子语类》卷29） 

（算得尽：推測できる） 

412．若自家无所守，安知一旦立脚得牢！（《朱子语类》卷 124） 

（立脚得牢：しっかり立つことができる） 

413．荀卿诸赋缜密，盛得水住。（《朱子语类》卷139） 

（盛得水住：水をしっかり溜められる［注：荀子の詩につけ入るすきがない

さま］） 

 

（ⅲ）補語が“透”、“彻”、“明白”などの形容詞であるもの。 

例文： 

414．若参得透、见得彻，自然如醍醐上味相似。（《碧岩录》2则） 

（参得透、见得彻：とことん理解できる） 

415．若识得明白，十分尔自将来了也。（《碧岩录》57则） 

（识得明白：はっきりと理解できる） 

 

「V 得 C」可能式の前に助動詞“能”、“会”、“要”、“须”、“要须”などを加える

ことができる（例 410“若能于此言上看得破”）。助動詞は可能性を強調する役割を
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果たしているが、文の可能義は主として「V 得 C」可能式によって表現する。従っ

て、助動詞“能”などが無くても、「V 得 C」可能式は可能義を表しうる。  

「V 得 C」可能式は客語を伴うことができる。対象客語が多いが、場所客語もた

まに見られる。 

場所客語は「V 得 C」可能式の後ろに置かれ、「V 得 CO」の形になる（例 405“跳

得出五步外”）。 

対象客語の位置は多様であり、「V 得 OC」が最も多く見られる（例 406“理会得

意思到”、例 413“盛得水住”など）が、ほかに「V 得 CO」（例 407“说得到其他事”）

と「VO 得 C」（例 412“立脚得牢”など）の形もある。 

「V 得 C」可能式は処置式と共起する例が見られる（例 400“将自家写得出、说

得出底去穷究”など）。 

「V 得 C」可能式は受動式と共起する例も見られる（例 399“被人牵强说得出”、

例 411“被你算得尽”など）。 

 

5.1.4.2 否定形式 

「V+得+C」可能式の否定形式は、「V+Neg+C」が主要的な形式であり、「Neg+V+

得+C」式もたまに見られる（例：“若不理会得是非分明，便不成人。”《朱子语

类》卷 130）。小論では、宋代白話文献に多用されている「V+Neg+C」可能式を重

点的に分析する。 

「V+Neg+C」可能式において、否定詞は“不”である。述語動詞は主に“赶”、“倾”、

“吹”、“斫”、“载”、“撼”、“扑”、“寻”、“求”、“拦”、“跳”、“睡”、“画”、“看”、

“识”、“诵”、“答”、“说”、“信”などの単音節動詞であるが、“分疏”、“推说”、“掉

舍”、“罗笼”、“摸索”などの二音節動詞の例も見られる。補語動詞は方向動詞・

非方向動詞・形容詞であり、補語の語義対象は主に述語動詞の表す動作・行為で

ある。 

（ⅰ）補語が“上”、“下”、“出”、“入”、“过”、“开”、“起”、“去”、“到”などの

方向動詞であるもの。 

例文： 

416．也不道他不是，只是赶不上。（《碧岩录》98则） 

（赶不上：追いつけない） 

417．若是别人，往往分疏不下。（《碧岩录》2则） 

（分疏不下：説明できない） 

418．师曰：“满瓶倾不出，大地勿饥人。”（《景德传灯录》卷26） 

（倾不出：出せない） 
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419．自然水洒不着，风吹不入。（《碧岩录》35则） 

（吹不入：吹き込めない） 

420．鬼神之道，只恁说与贤，虽会得亦信不过，须是自得也。（《河南程氏遗书》

卷18） 

（信不过：信じない） 

421．僧问：“如何是密室？”师曰：“斫不开。”（《景德传灯录》卷26） 

（斫不开：切り開くことはできない） 

422．譬如负贩之虫，已载不起，犹自更取物在身。（《河南程氏遗书》卷 2） 

（载不起：背負うことができない） 

423．故说经虽简约，有益学者，但推说不去，不能大发明。（《朱子语类》卷101） 

（推说不去：普及させない） 

424．和尚答不到处学人即不问。（《景德传灯录》卷18） 

（答不到：答えられない） 

425．如他几个高禅，纵说高杀，也依旧掉舍这个不下，将去愚人。（《朱子语类》

卷126） 

（掉舍这个不下：それを捨てられない） 

426．虾跳不出斗。（《碧岩录》6则） 

（跳不出斗：斗を跳びだせない） 

 

（ⅱ）補語が“着”、“成”、“尽”、“动”、“了”、“见”、“住”、“及”、

“破”、“怕”などの非方向動詞であるもの。 

例文： 

427．俊道：“太尉有甚事睡不着？”（《挥麈录・王俊首岳侯状》） 

（睡不着：寝付けない） 

428．为什么画不成？（《景德传灯录》卷19） 

（画不成：描き出せない） 

429．为申申字说不尽，故更着夭夭字。（《河南程氏遗书》卷18） 

（说不尽：言い切れない） 

430．千人万人撼不动。（《碧岩录》38则） 

（撼不动：揺り動かせない） 

431．若向章敬句下荐得，自救也不了。（《碧岩录》31则） 

（自救不了：自分を救うことができない） 

432．只为牛驴寻不见，担惊忍怕，蹑足潜踪，迤逦过桃园。（《刘知远诸宫调》卷

2） 

（寻不见：見つけられない） 
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433．门子拦不住，二人叫屈。（《刘知远诸宫调》卷12） 

（拦不住：押しとどめることができない） 

434．山僧答到穷劫，答也不及。（《景德传灯录》卷26） 

（答不及：答えられない） 

435．因什么千人万人，罗笼不住，扑他不破。（《碧岩录》19则） 

（罗笼不住：閉じ込めておけない；扑他不破：彼を打ち破ることができない） 

436．若更周遮，一时求路不见。（《碧岩录》24则） 

（求路不见：道を見いだすことはできない） 

437．若拟议寻思，千佛出世，也摸索他不着。（《碧岩录》37则） 

（摸索他不着：彼を探り当てることができない） 

438．而今人所以识古人文字不破，只是不曾子细看。（《朱子语类》卷139） 

（识古人文字不破：古人の言葉を徹底的に理解できない） 

439．立着底三娘，敛定羞娥，说不尽怕。（《刘知远诸宫调》卷11） 

（说不尽怕：怖さを言い切れない） 

 

（ⅲ）補語が“熟”、“透”などの形容詞であるもの。 

例文： 

440．诵得熟，方能通晓。若诵不熟，亦无可得思索。（《朱子语类》卷10） 

（诵不熟：熟するまで暗誦できない） 

441．程门诸先生亲从二程子，何故看他不透？（《朱子语类》卷101） 

（看他不透：二程子［の道理］を徹底的に理解できない） 

 

「V+Neg+C」可能式は客語を伴うことができる。客語の成分は名詞・代名詞のほ

かに、述語性客語も見られる（例 439“说不尽怕”）。対象客語が多いが、場所客

語もたまに見られる。 

場所客語は「V+Neg+C」可能式の後ろに置かれ、「VNegCO」の形になる（例 426

“虾跳不出斗”）。 

対象客語の位置は多様であり、「VONegC」が最も多く見られる（例 425“掉舍这

个不下”、例 435“扑他不破”、例 436“求路不见”、例 437“摸索他不着”、例 438

“识古人文字不破”、例 441“看他不透”など）が、ほかに「VNegCO」の例も見ら

れる（例 439“说不尽怕”など）。 

「V+Neg+C」可能式において、述語動詞 V と「NegC」の間に類同副詞“也”を入

れることができる（例 431“自救也不了”、例 434“答也不及”など）。このこと

は宋代白話文献における「V+Neg+C」可能式の述語動詞 V と「NegC」の関係がまだ

緊密ではないことを証明している。 
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5.1.4.3 まとめ 

宋代白話文献における「V+得+C」可能式の用例は豊富である。 

「V+得+C」可能式は未然の文脈で使われ、述語動詞の表す動作・行為が実現し

て、ある結果に至る可能性を表している。 

「V+得+C」可能式の肯定形式は「V 得 C」であり、否定形式は主に「V+Neg+C」

である。述語動詞は主に単音節動詞であるが、二音節動詞も見られる。補語動詞

は方向動詞・非方向動詞・形容詞であり、補語の語義対象は主に述語動詞の表す

動作・行為である。 

肯定形式「V 得 C」における“得”は構造助詞であり、削除することはできない。

「V 得 C」可能式の前に助動詞“能”などを加えることができ、助動詞は可能性を

強調する役割を果たしている。「V 得 C」可能式は処置式・受動式と共起する例が

見られる。 

否定形式「V+Neg+C」における否定詞は“不”である。「V+Neg+C」可能式にお

いて、述語動詞 V と「NegC」の間に類同副詞“也”が置かれる例が見られ、当時

の「V+Neg+C」可能式は、述語動詞 V と「NegC」の関係が緊密ではないことを証明

している。 

宋代白話文献において、「V+得+C」可能式が場所客語を伴う場合には、肯定形式

と否定形式は同一の「V 得/不 CO」の形式となる（例 405“跳得出五步外”― 例

426“虾跳不出斗”）。一方、「V+得+C」可能式が受動客語を伴う場合には、肯定形

式には、「V 得 OC」が最も多いのに対して、否定形式には、「VONegC」が最も多く

見られる（例 413“盛得水住”― 例 436“求路不见”）。つまり、宋代白話文献の

時点で、「V+得+C」可能式が受動客語を伴う場合、肯定形式と否定形式との同一性

はまだ現れていない。 

名詞客語のほかに、例 439“说不尽怕”のような述語客語になる例も見られる。 

《刘知远诸宫调》には、「V+得+C」可能式33の否定形式「VNegC」は9例あるが、

肯定形式「V得C」の例は見られない。《景德传灯录》の5卷（卷5、卷18、卷19、

卷21、卷26）には、「V+得+C」可能式の肯定形式「V得C」は6例があり、否定形式

「VNegC」は24例がある34。《碧岩录》には、「V+得+C」可能式の肯定形式「V得C」

は49例があり、否定形式「VNegC」は184例が見られる。つまり、宋代の禅宗語録

と諸宮調において、「V+得+C」可能式の肯定形式「V得C」と否定形式「VNegC」の

使用比率は約1：3であり、否定形式「VNegC」の用例が圧倒的に多いという事実か

ら、現代中国語“普通话”の可能補語において、否定形式での使用が肯定形式よ

                                                   
33 客語を伴う「V+得+C」可能式も含む。  
34 また 1 例は肯定形式と否定形式が重複した「V 得 C+Neg+C」である：“会得着不着”《景

德传灯录》卷 18）。  
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りも多いという傾向がすでに見て取れる。 

 

第二節 「V+取+C」動補構造 

「V+取+C」動補構造は、述語動詞と補語の間に文法標識“取”が挿入されてい

る動補構造であり、《景德传灯录》と《朱子语类》にしか見られない。小論では、

補語Cの性質及び意味にもとづき、「V+取+C」動補構造を「V+取+C」結果式と「V+

取+C」方向式の2種類に分けて論述する。 

5.2.1 「V+取+C」結果式 

「V+取+C」結果式における述語動詞は主に“看”、“察”などの単音節動詞で

あるが、二音節動詞“理会”の例も見られる（例442）。補語Cは非方向動詞ある

いは形容詞である。 

例文： 

442．今既要理会，也须理会取透。（《朱子语类》卷9） 

（理会取透：徹底的に理解する） 

443．大凡看文字，须看取平，莫有些小偏重处。（《朱子语类》卷21） 

（看取平：バランスよく読む） 

444．先生谓鲁可几曰：“事不要察取尽。”（《朱子语类》卷120） 

（察取尽：すべてを調査する） 

 

「V+取+C」結果式の前に助動詞“须”、“要”などを加えることができる。“须”、

“要”は事実上あるいは情理上の必要性を示している。 

「V+取+C」結果式は客語を伴う例が見られない。また、受動式・処置式など他

の文法構造と共起する例も見られない。 

意味上、「V+取+C」結果式は「V+C」結果式とほぼ同じであり、述語動詞の表す

動作の結果或いはその結果の程度を表す。 

“取”はその元来の「取得」義に影響を受け、前項動詞は一般的に“理会”、“看”、

“察”など「獲得」を目的とする動詞である。補語の語義対象は述語動詞の表す

動作・行為である。 

 

5.2.2 「V+取+C」方向式 

「V+取+C」方向式における述語動詞はすべて単音節動詞である。補語は単音節

方向動詞“来”、“去”であり、“去”を用いる例が多く見られる。 

意味上、「V+取+C」方向式は「V+C」方向式とほぼ同じであり、方向義、結果義、

動態義を表すことができる。 

（ⅰ）述語動詞が“将”、“衔”、“移”、“抱”など受動者を空間的に移動させる
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他動詞の場合、「V+取+C」方向式は主に方向義を表している。補語の語義対象は受

動者である。 

例文： 

445．僧问：“如何是第一句？”师曰：“要头将取去。”（《景德传灯录》卷 23） 

（将取去：持って行く） 

446．师云：“汝若随我，即须衔取一茎草来。”（《景德传灯录》卷8） 

（衔取一茎草来：草一本をくわえてくる） 

447．师曰：“移取庐山来，向汝道。”（《景德传灯录》卷16） 

（移取庐山来：廬山を移動してくる） 

448．师云：“将取老僧去。”（《景德传灯录》卷9） 

（将取老僧去：わしを連れて行く） 

449．若到恁么地，将取一文去。（《景德传灯录》卷19） 

（将取一文去：銭一文を持っていく） 

450．师曰：“抱取猫儿去。”（《景德传灯录》卷19） 

（抱取猫儿去：猫を抱えていく） 

 

（ⅱ）述語動詞が“脱”、“斫”、“截”など「除く」という意味を持つ他動詞で

あり、補語 C が“去”の場合、「V+取+C」方向式は「述語動詞の表す動作・行為に

よって受動者を元の場所から除く」という結果義を表す。補語の語義対象は受動

者である。 

例文： 

451．僧云：“只遮莫便是否？”师云：“是。”即脱取去。（《景德传灯录》卷10） 

（脱取去：外す） 

452．今日要做好文者，但读史汉韩柳而不能，便请斫取老僧头去！（《朱子语类》

卷139） 

（斫取老僧头去：わしの首を切り落とす） 

453．若不会道截取老僧头去。（《景德传灯录》卷28） 

（截取老僧头去：わしの首を切り落とす） 

 

（ⅲ）述語動詞が“认”、“说”などの動詞であり、補語Cが“去”の場合、「述

語動詞の示す動作・行為の持続」という動態義を表す。補語の語義対象は述語動

詞の表す動作・行為である。 

例文： 

454．且如有金在地，君子便思量不当得，小人便认取去。（《朱子语类》卷27） 

（认取去：［自分の物と］認め持って行く） 
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455．其有知得某人诗好，某人诗不好者，亦只是见已前人如此说，便承虚接响说取

去。（《朱子语类》卷116） 

（说取去：話していく） 

456．自浮沉了二十年，只是说取去，今乃知当涵养。（《朱子语类》卷119） 

（说取去：話していく） 

 

「V+取+C」方向式の前に副詞を加えることができる（例 454“便认取去”、例 451

“即脱取去”など）。 

「V+取+C」方向式は受動客語を伴うことができる。受動客語は「V 取」と C の間

に置かれ、「V+取+O+C」の形になる（例 446～450、例 452、例 453）。数詞・名詞な

どが受動客語の前に置かれ受動客語を修飾する例が見られる（例 449“一文”、例

452“老僧头”など）。「V+取+C」方向式が受動式・処置式など他の文法構造と共起

する例は見られない。 

 

第三節 「V+却+C」動補構造 

「V+却+C」動補構造は《景德传灯录》にしか見られない。述語動詞と補語“去”

の間に文法標識“却”が挿入されている。述語は単音節動詞である。補語 C は方

向動詞“去”であるため、小論では、「V+却+C」方向式と名付ける。 

述語動詞が“失”、“吞”など受動対象の消失をもたらす意味を持つ他動詞の場

合、「V+却+C」方向式は結果義を表している（例 457、例 458）。 

述語動詞が“谩”など受動対象の消失をもたらさない他動詞の場合、「V+却+C」

方向式が「持続」という動態義を表す（例 459、例 460）。 

例文： 

457．若转头换脑，即失却去也。（《景德传灯录》卷 28） 

（失却去：失ってしまう） 

458．僧云：“恁即吞却去也。”（《景德传灯录》卷17） 

（吞却去：呑んでしまう） 

459．直下自谩却去。（《景德传灯录》卷18） 

（谩却去：騙していく） 

460．可惜如许大师僧，千道万里行脚到遮里，不消个瞌睡寱语便屈却去。（《景德

传灯录》卷18） 

（屈却去：屈服していく） 

 

「V+却+C」方向式の前に副詞を加えることができる（例 457“即失却去”、例 458 

“即吞却去”、例 460“便屈却去”など）。 
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「V+却+C」方向式は客語を伴う例が見られない。また、受動式・処置式など他

の文法構造と共起する例も見られない。 

 

第四節 「V+将+C」動補構造 

「V+将+C」動補構造は近世中国語時期に広く使われだした特別な「方向」義を

表す構造であり、補語Cは方向動詞で、述語動詞と方向補語の間に文法標識“将”

が挿入されている。宋代白話文献における「V+将+C」動補構造は「V将C」方向式

と「V得将C」方向式の2種類がある。 

5.4.1 「V+将+C」方向式 

5.4.1.1 形式上の特徴 

「V将C」方向式は補語の音節数によってさらに「V将C」方向式と「V将C1C2」方

向式に分けられる35。 

（一）「V将C」方向式 

「V 将 C」方向式では、述語が主に“送”、“採”、“取”、“把”、“差”、“捉”、

“绰”、“记”、“说”、“道”、“看”、“积”、“行”などの単音節動詞であるが、

“理会”、“检点”などの二音節動詞もみられる（例 468、例 472）。補語は“来”、

“去”、“过”、“上”、“出”、“起”などの単純方向動詞である。 

例文： 

461．蚕连蜷毛袋带，并州内送将来。（《刘知远诸宫调》卷11） 

（送将来：送ってくる） 

462．不是药者採将来。（《碧岩录》87 则） 

（採将来：採ってくる） 

463．只如借得人家事一般，少间［被人］取将去，又济自家甚事！（《朱子语类》

卷 18） 

（被人取将去：人に取って行かれる） 

464．师曰：“把将虚底来。”（《景德传灯录》卷 5） 

（把将虚底来：持ってくる） 

465．若虚着窠阙［被军前］差将人来如何？（《建炎以来系年要录》卷 3） 

（差将人来：人を派遣してくる） 

 

 

                                                   
35 《碧岩录》22 则には「V+C1+将+C2」方向式が 1 例ある：“他日若欲播扬大教，一一从自

己胸襟流出将来。”筆者の調べた限りでは、宋代白話文献において、「V+C1+将+C2」方向

式はこの 1 例しか見られない。唐五代の《祖堂集》卷 7 には、似ている例が見られた：“他

时后日若欲得播扬大教去，一一个个从自己胸襟间流将出来，与他盖天盖地去摩？”《祖堂

集》における“流将出来”のような「V 将 C1C2」方向式は宋代白話文献にも見られる。 
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466．今大兵已到此，却又教韩世忠前来掩袭，捉将我人去，却又遣使求和，意是如

何？（《三朝北盟会编・绍兴甲寅通和录》） 

（捉将我人去：こちらの人を捕えていく） 

467．文字在眼前，他心不曾着上面，只是恁地略绰将过，这心元不曾伏杀在这里。

（《朱子语类》卷 14） 

（绰将过：読んでいく） 

468．天下事体固是说道当从原头理会来，也须是从下面细处理会将上，始得。（《朱

子语类》卷106） 

（理会将上：下から理解していく） 

469．伊道底言语，记将来。（《景德传灯录》卷5） 

（记将来：覚えておく） 

470．到得说将出，都离这个不得，不是要安排如此。（《朱子语类》卷 105） 

（说将出：言い出す） 

471．十五日已后道将一句来。（《碧岩录》6则） 

（道将一句来：言ってみる） 

472．子细检点将来，尽合吃棒。（《碧岩录》95则） 

（检点将来：検討してくる） 

473．如兴体不一，或借眼前物事说将起，或别自将一物说起，大抵只是将三四句引

起，如唐时尚有此等诗体。（《朱子语类》80） 

（说将起：言い始める） 

474．若论看文字，则逐句看将去，若论为学，则自有个大要。（《朱子语类》卷12） 

（看将去：読んでいく） 

475．平日养得根本固善，若平日不曾养得，临事时便做根本功夫，从这里积将去。

（《朱子语类》卷12） 

（积将去：積み上げていく） 

476．学者须是真知，才知得是，便泰然行将去也。（《河南程氏遗书》卷18） 

（行将去：［学問を］続けていく） 

 

「V 将 C」方向式の前に副詞・形容詞などを加えることができる（例 467“略绰

将过”、例 472“子细检点将来”、476“泰然行将去”など）。 

「V 将 C」方向式は受動客語、結果客語を伴うことができる。受動客語或いは結

果客語が「V 将」と C の間に置かれ、「V+将+O+C」の形になる（例 464“把将虚底

来”、例 465“差将人来”、例 466“捉将我人去”、例 471“道将一句来”など）。

客語の前に代名詞・数詞などが置かれ、客語を修飾する例が見られる（例 466“捉

将我人去”、例 471“道将一句来”など）。 
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「V 将 C」方向式が受動式と共起する例がみられる（例 463“被人取将去”、例

465“被军前差将人来”）。 

「V 将 C」方向式の否定形式は見られない。 

 

（二）「V将C1C2」方向式 

「V 将 C1C2」式では、述語が主に“扑”、“泻”、“推”、“赶”、“说”、“生”、“做”

などの単音節動詞である。補語は“下来”、“下去”、“过来”、“出来”、“出去”な

どの複合方向動詞である。 

例文： 

477．直向高山上，扑将下来，亦不破亦不坏。（《碧岩录》98则） 

（扑将下来：投げ落とす） 

478．黄河头上，泻将过来。（《碧岩录》27则） 

（泻将过来：そそいでくる） 

479．若是劈脊便棒，蓦口便掴，推将出去，方始亲切为人。（《碧岩录》28则） 

（推将出去：押し出す） 

480．待寻得见了，好与夺下，却赶将出门去！（《朱子语类》卷124） 

（赶将出门去：門から追い出す） 

481．此却是真个事急了，不觉说将出来。（《朱子语类》卷36） 

（说将出来：言い出す） 

482．他生将物出来，便见得是能。（《朱子语类》卷74） 

（生将物出来：ものを作り出す） 

483．五者从头做将下去，只微有少差耳，初无先后也。（《朱子语类》卷 121） 

（做将下去：［最初から］やっていく） 

 

「V 将 C1C2」方向式の前に副詞を加えることができる（例 480“却赶将出门去”、

例 481“不觉说将出来”など）。 

 「V 将 C1C2」方向式は結果客語或いは場所客語を伴うことができる。 

結果客語を伴う場合、それは「V 将」と C1C2の間に置かれ、「V 将 OC1C2」の形に

なる（例 482“生将物出来”）。 

場所客語を伴う場合、それは複合方向補語 C1と C2の間に置かれ、「V 将 C1OC2」の

形になる（例 480“赶将出门去”）。 

「V将C1C2」方向式の否定形式は見られない。「V将C1C2」方向式は受動式・処置

式など他の文法構造と共起する例も見られない。 
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5.4.1.2 意味上の特徴 

（一）「V将C」方向式 

意味上、「V将C」方向式は「VC」方向とほぼ同じであり、方向義・結果義・動態

義を表すことができる。 

（ⅰ）述語動詞が“送”、“採”、“取”、“把”、“差”、“捉”など受動者を空間的

に移動させる他動詞の場合、「V 将 C」方向式は主に方向義を表している。補語の

語義対象は受動者である（例えば、例 461“送将来”、例 462“採将来”、例 463

“取将去”、例 464“把将虚底来”、例 465“差将人来”、例 466“捉将我人去”

など）。 

（ⅱ）述語動詞が“绰”であり、方向補語が“过”の場合、「目線がある場所を

通過する」という方向義を表す。述語動詞が“理会”であり、方向補語が“上”

の場合、「抽象的な空間に低いところから高いところへ移動する」という方向義を

表す。補語の語義対象は述語動詞の表す動作・行為である（例えば、例 467“绰将

过”、例 468“理会将上”など）。 

（ⅲ）述語動詞が“记”、“说”、“道”、“检点”など受動者を空間的に移動させ

ない他動詞であり、補語が“来”の場合、「V将C」方向式は主に「無から有へと

変化する」という結果義を表す。補語の語義対象は受動者（例469“记将来”など）、

結果客語（例470“说将出”、例471“道将一句来”など）或いは述語動詞の表す

動作・行為である（例472“检点将来”など）。 

（ⅳ）述語動詞が“说”、“看”、“积累”、“行”などの動詞であり、補語Cが“起”、

“去”の場合、「V将C」方向式は主に動態義を表す。補語の語義対象は述語動詞の

表す動作・行為である。そのうち、補語“起”は「新たな状態に入ること」を示

し（例473“说将起”）、補語“去”は「述語動詞の表す動作・行為の持続」を示

している（例474“看将去”、例475“积将去”、例476“行将去”など）。 

 

（二）「V将C1C2」方向式 

意味上、「V 将 C1C2」方向式は「VC1C2」方向式とほぼ同じであり、主に方向義或

いは結果義を表すが、動態義を表すこともできる。 

（ⅰ）述語動詞が“扑”、“泻”などの自移動詞であり、補語C1C2は“下来”、

“过来”の場合、「V将C1C2」方向式は主に動作主（当事者も含む）が空間での移

動方向を表し、補語の語義対象は動作主（当事者も含む）である（例えば、例477

“扑将下来”、例478“泻将过来”など）。 

（ⅱ）述語動詞が“推”、“赶”など受動者を空間的に移動させる他動詞であ

り、補語が“出去”の場合、「V将C1C2」方向式は受動者が空間での移動方向を表

し、補語の語義対象は受動者である（例479“推将出去”、例480“赶将出门去”
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など）。 

（ⅲ）述語動詞が“说”、“生”などの他動詞であり、補語動詞は“出来”の場

合、「V将C1C2」方向式は「無から有へと変化する」という結果義を表す。補語の語

義対象は結果客語である（例481“说将出来”、例482“生将物出来”など）。 

（ⅳ）述語動詞が“做”など受動対象を空間的に移動させない他動詞であり、

方向補語が“下去”の場合、「V将C1C2」方向式は「述語動詞の表す動作・行為を持

続する」という動態義を表す（例483“做将下去”など）。 

 

5.4.1.3 “将”の文法機能 

 “将”はもともと「携帯」義をもつ動詞であった。「V+将+C」構造は魏晋南北

朝に連動式として出現した。構造の中の“将”は明らかに「携帯」義をもってい

た。唐五代になると、“将”の虚詞化とともに、「V+将+C」連動式は動補構造、

つまり「V+将+C」方向式に発展した。「V+将+C」方向式における“将”の文法機

能については、代表的な意見を以下にまとめる。 

①“将”は接尾辞または挿入辞である（太田辰夫1988） 

②“将”は動態助詞である（曹广顺1990、刘子瑜2008） 

③“将”は構造助詞である（吴福祥1996、王锦慧2011） 

④“将”は音節助詞である（王国栓2004） 

 

卢烈红（1998：196）は以下のように主張している：“动态助词主要与动作相联

系，表示动作开始、进行、持续、完成等情貌。”このことから、「V+将+C」方向式

の“将”は動態助詞の特徴を備えているため、動態助詞として扱うのが合理的で

あると考えられる。つまり、小論は曹广顺 1990、刘子瑜 2008 の意見を支持する。 

 小論の第五章5.4.1.2節「（「V+将+C」方向式の）意味上の特徴」では、「「V+

将+C」方向式は方向義・結果義・動態義を表すことができる」とした。実際に、

方向補語が方向義を表すものであっても、結果義を表すものであっても、あるい

は動態義を表すものであっても、広義の解釈では、述語動詞の表す動作・行為の

結果を示すと考えられる。「V+将+C」方向式において、述語動詞Vが動作・行為を

表し、C/C1C2が「動作・行為がある結果に至ったこと」を示している。動態助詞“将”

が述語動詞Vと方向補語C/C1C2の間に挟まれることによって、動作の開始後からあ

る結果に至るまでの様態を表す。“将”はもともと「携帯」義をもつ動詞であっ

たため、動態助詞“将”はその本来の意味に影響を受け、一旦「V+将+C」方向式

に置かれると、「動作を携帯する」という意味が含まれる。換言すれば、「V+将

+C」方向式における“将”は「動作・行為の持続」を表す動態助詞であると考え

られる。 
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 以下の4組の例文を比較してみよう： 

（1a）师云：“与我将那个铜瓶来。”僧即取净瓶来。（《景德传灯录》卷 7） 

（例 171） 

（1b）师曰：“把将虚底来。”（《景德传灯录》卷 5）（例 464） 

 

（2a）百丈虽然如此，锅子已［被别人］夺去了也。（《碧岩录》70则）（例184） 

（2b）今大兵已到此，却又教韩世忠前来掩袭，捉将我人去，却又遣使求和，意是

如何？（《三朝北盟会编・绍兴甲寅通和录》）（例 466） 

 

（3a）且要虚心逐一说看去（訳：読んでいく）。（《朱子语类》卷11） 

（3b）若论看文字，则逐句看将去，若论为学，则自有个大要。（《朱子语类》卷

12）（例474） 

 

（4a）圣贤说出来（訳：語り出した）底言语，自有语脉，安顿得各有所在，岂似

后人胡乱说了也。（《朱子语类》卷11） 

（4b）此却是真个事急了，不觉说将出来。（《朱子语类》卷36）（例481） 

 

一般に、意味上の複雑度は文型に反映すると考えられる。上掲した4組の例文の

うち、（a）タイプの「V+C/C1C2」方向式“取来”、“夺去”、“看去”、“说出

来”は、「述語動詞の表す動作・行為が発生して、ある結果に至った」ことを述

べるものであり、その焦点は「動作・行為の結果」にある。それに対して、（b）

タイプの「V+将+C/C1C2」方向式“把将来”、“捉将去”、“看将去”、“说将出

来”は、動態助詞“将”が述語動詞と方向補語の間に挟まれることによって、「述

語動詞の表す動作が開始して、しばらく持続を経てから、ある結果に至った」こ

とを表しており、動作・行為の経過を聞き手或いは読者にイメージさせることがで

きる。つまり、「V+将+C/C1C2」方向式は「動作・行為の経過」に焦点が当てられ

ている。換言すれば、（a）タイプの「V+C/C1C2」方向式は叙述性が高く、（b）タ

イプの「V+将+C/C1C2」方向式は描写性が高い。 

 

5.4.2 「V+得+将+C」方向式 

近世中国語に「V+得+将+C」方向式が用いられることは極めて稀であり、小論で

テキストとした宋代白話文献の中に、禅宗語録《景德传灯录》と《碧岩录》にし

か見られない。 

5.4.2.1 形式及び意味上の特徴 

「V+得+将+C」方向式において、述語動詞は単音節動詞“求”、“举”、“拈”
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であり、補語は単音節方向動詞“来”、“去”である。文法標識“得”と“将”

が同時に使われている。「V+得+将+C」方向式は方向義あるいは結果義を表す。 

例文： 

484．只遮口食身衣，尽是欺贤罔圣，求得将来。（《景德传灯录》卷28） 

（求得将来：求めてくる） 

485．一切公案语言，举得将来，便知落处。（《碧岩录》22则） 

（举得将来：提起する） 

486．拈得将来，不容拟议，或若踌躇便落阴界。（《碧岩录》32则） 

（拈得将来：提起する） 

 

「V+得+将+C」方向式が客語を伴う例は見られない。「V+得+将+C」方向式の否定

形式も見られない。また、「V+得+将+C」方向式が受動式・処置式など他の文法構

造と共起する例も見当たらない。 

 

5.4.2.2 “得”、“将”の文法機能 

 他の歴史文献に、以下の「V+得+将+C」方向式の例が見られる。 

例文： 

487．还怪得他也无？怪即不怪。你道凭个什么？捉得将来，脚跟下推寻。（《古尊

宿语录》卷38）36 

（捉得将来：捕まえてくる） 

488．那儿子生得好……军马到时，拾得将来，做人事与了诃额仑母亲。（《元朝秘

史》卷3） 

（拾得将来：連れてくる） 

489．我欲修一书札，以表我心，奈我父母防范甚严，兄弟又在彼处伴读，教我甚法

儿传得将去。（《梦中缘》第4回） 

（传得将去：伝えていく） 

 

卢烈红（1998：218）では、“该结构是在动词与‘将’之间插入了可能补语‘得’

的‘动+补+将+趋向补语’格式，‘将’表动作实现（设想实现）。”としている。张

美兰（2003：289）では、「V+得+将+C」方向式が“V+结果补语 C+将+来”であると

指摘している。 

小論は「V+得+将+C」方向式における“得”は補語ではなく、その文法機能につ

いては、2 つの可能性があると考えている。 

                                                   
36 この例文を、卢烈红（1998：218）では、“怪即不怪，你道凭个什么捉得将来？”と切

っている。 
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一つの可能性として、“得”は述語動詞に付く、動詞の語尾助詞であると考え

られる。つまり、「V+得+将+C」方向式は「V+将+C」方向式である。 

もう一つの可能性は、「V+得+将+C」方向式における“得”も“将”も助詞で、

ある理由があって、同時に使われていると考えられる。 

おそらく 2 番目の解釈がより適切であると考えられる。 

宋代白話文献において、「V+得+C」方向式の“得”と「V+将+C」方向式の“将”

は同様に動態助詞であり、文法機能が近いので、共起する可能性がある。構造か

らみると、以上の「V+得+将+C」方向式では、述語動詞と補語動詞はすべて単音節

動詞である。つまり、以上の「V+得+将+C」方向式はすべて「V+得+将+来」あるい

は「V+得+将+去」の四字式である。それは動態助詞“得”と“将”を重ねて使う

結果であり、中国語の表現で好まれる「四字格」の音節構造を持っている。それ

は偶然ではなく、中国語には四字式以外の「V+得+将+C」方向式は存在していない

からである。 

吕叔湘（1963：14～22）は、“不得不承认 2+2 的四音节也是现代汉语里的一种

重要的节奏倾向……从历史上来观察，就会发现，四音节好象一直都是汉语使用者

非常爱好的语音段落。”と指摘している。 

小論は、「V+得+将+C」方向式の“得”は「V+得+C」方向式の動態助詞“得”で

あり、“将”は「V+将+C」方向式における動態助詞の“将”であり、「V+得+将+C」

方向式は文の前後の韻律をバランスよくするために、近似的文法機能を持ってい

る動態助詞“得”と“将”が重なってできた構造であると考えている。 

しかし、動態助詞“得”と“将”が重なると、“将”の文法機能が変化してき

た。「V+将+C」方向式における動態助詞“将”は述語動詞についている。「V+将+C」

方向式は客語を伴う場合、客語は「V 将」の後ろに置かなければいけない(例 464

“把将虚底来”、例 465“差将人来”、例 466“捉将我人去”、例 471“道将一句

来”、例 482“生将物出来”など)。この場合、“将”は「動作・行為の持続」と

いう動態義を表す。一方、「V+得+将+C」方向式における“将”が“得”の挿入に

よって述語動詞から分離してしまい、ついには動態義を失うに至ったと考えられ

る。 

“将”はまた方向を表すことができる。しかし、“将”が述語動詞と方向補語

“来”、“去”の間に挟まれると、その方向義が“来”、“去”と重なってしまう。

そうなると、明らかに方向義を持つ“来”、“去”に比べて、“将”の方向義は虚

しくなる。その結果、“将”は動態義と方向義が失われて剰余的な成分となり、

脱落しやすくなる。そのために、この“将”は、ただ四字格を作り、文の前後の

韻律をバランスよくするために臨時的に使われる構造助詞へとその性質が変化し

たと考えられる。一方、“得”は依然として述語動詞に付き、「V+得+C」方向式の
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動態助詞“得”の文法機能を保持している。 

以下の例 490 と例 484 を比較してみよう。 

例文： 

490．等尔讨得来（訳：求めてくる），即头落地。（《碧岩录》38 则） 

例 484．只遮口食身衣，尽是欺贤罔圣，求得将来。（《景德传灯录》卷 28） 

 

例 490 の“得”は「実現を仮定する」ことを表している。例 484 の“得”は「実

現」を表している。両者の文法機能はほぼ同じである。 

《碧岩录》・《古尊宿语录》・《梦中缘》に例 486 の“拈得将来”、例 487 の“捉得

将来”、例 489 の“传得将去”と似ている文が見られ、それらの例は「V+得+将+C」

方向式における“得”は補語ではないことを物語っている。 

例文： 

491．到这里有事无事，拈来（訳：取り上げる）即不堪。（《碧岩录》1则） 

比較：“拈得将来”（例486） 

 

492．莫教老僧见捉来（訳：捕まえてくる）勘，不相当槌折腰。（《古尊宿语录》卷

15） 

比較：“捉得将来”（例487） 

 

493．左思右想，又恨无这个心里人传去（訳：送り出す）。（《梦中缘》第 4 回） 

比較：“传得将去”（例489） 

 

5.4.3 まとめ 

「V+将+C」動補構造は近世中国語時期に広く使われだした特別な「方向」義を

表す構造である。宋代白話文献における「V+将+C」動補構造は「V+将+C」方向式

と「V+得+将+C」方向式の 2 種類がある。 

「V+将+C」方向式では、述語が主に単音節動詞であるが、二音節動詞もみられ

る。補語は“来”、“去”、“过”、“上”、“出”、“起”、“下来”、“下去”、“过来”、“出

来”、“出去”などの方向動詞である。 

「V+将+C」方向式は客語を伴うことができる。受動客語・結果客語を伴う場合、

「V+将+O+C」あるいは「V 将 OC1C2」の形になる。「V 将 C1C2」方向式は場所客語を

伴う場合は、「V 将 C1OC2」が見られる。客語は代名詞・数詞などによって修飾する

例が見られる。 

「V+将+C」方向式の前に副詞・形容詞などを加えることができる。 

「V+将+C」方向式の否定形式は見られない。 
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「V 将 C」方向式が受動式と共起する例がみられるが、「V 将 C1C2」方向式と受動

式・処置式など他の文法構造と共起する例は見られない。 

意味上、「V+将+C」方向式は「V+C」方向式とほぼ同じであり、方向義・結果義・

動態義を表すことができる。 

「V+将+C」方向式における“将”の文法機能は「動作・行為の持続」を表す動

態助詞である。「V+将+C」方向式は「動作・行為の経過」に焦点が当てられ、「V+C」

方向式と比べると、描写性が高く、動作・行為の経過を聞き手或いは読者にイメ

ージさせる。 

「V+得+将+C」方向式は禅宗語録《景德传灯录》と《碧岩录》にたまに見られる。

「V+得+将+C」方向式において、述語動詞は単音節動詞であり、補語は単音節方向

動詞“来”、“去”である。「V+得+将+C」方向式は文の前後の韻律をバランスよく

するために、近似的文法機能を持っている動態助詞の“得”と元動態助詞の

“将”を重ねてできた構造である。“得”は「V+得+C」方向式の動態助詞“得”

と同じ文法機能を持っている。“将”は、四字格を作り、文の前後の韻律をバラ

ンスよくするために臨時的に使われる構造助詞へとその性質が変化したと小論は

主張したい。 
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第六章 宋代白話文献における動補構造の共時研究 
 

 小論の第四章、第五章では、類型ごとに宋代白話文献における動補構造を描写・

分析した。本章では、宋代の白話文献を文献のジャンルによって、禅宗語録（《景

德传灯录》、《碧岩录》）、宋儒語録（《河南程氏遗书》、《朱子语类》）、史籍（《三朝

北盟会编》、《续资治通鉴长编・乙卯入国奏请》、《挥麈录・王俊首岳侯状》、《建炎

以来系年要录》）、諸宮調（《刘知远诸宫调》）の 4 種類に分け、（ⅰ）「V+C」動補構

造、（ⅱ）「V+得+C」動補構造、（ⅲ）「V+取+C」動補構造、（ⅳ）「V+却+C」動補構

造、（ⅴ）「V+将+C」動補構造の使用状況をジャンルごとに分析し、宋代の白話文

献における動補構造の共通点（共性）と相違点（個性）をまとめる。 

 

第一節 「V+C」動補構造 

宋代白話文献における「V+C」動補構造には「V+C」結果式、「V+C」可能式、「V+C」

方向式の 3 種類がある。 

6.1.1「V+C」結果式 

「V+C」結果式は宋代の白話文献によく見られ、各文献での用法もほぼ同じであ

る。それは「V+C」結果式が動補構造の中でも出現が比較的早く、その分広く使わ

れたことと関係している。 

禅宗語録、宋儒語録、諸宮調の3ジャンルにおける「V+C」結果式には、動詞補

語のほかに、形容詞補語の用例も多数見られる。それに対して、史籍における「V+C」

結果式では、形容詞補語は“明白”、“详”、“错”、“重”など少数の形容詞

に限られ、同時代の禅宗語録、宋儒語録、諸宮調に比べその数は極めて少ない。 

また、宋代において、補語“杀”は「死亡」義と「程度が甚だしい」意味を表

すことができる。述語動詞が一般的な動作・行為動詞なら、多くの場合、補語“杀”

は具体的な「死亡」という結果義を表し、語義対象は受動者である。述語動詞が

“疑”、“愁”、“惊”、“笑”などの心理活動或いは感情を表す動詞なら、補

語“杀”の意味は抽象化され、述語動詞への依存性が強くなり、述語動詞の表す

動作・行為の「程度が甚だしい」という程度義を表し、語義対象は述語動詞の表

す動作・行為となる。禅宗語録、宋儒語録、諸宮調に見られる「V+杀」は結果義

と程度義を同じように表すことができるのに対して、史籍に見られる「V+杀」は

多数が結果義を表しており、程度義を表すのは稀であった。史籍の口語資料は主

に申し状、外交交渉の記録などであり、その内容は事実に忠実であるということ

が求められるため、自然と語録や諸宮調よりも描写性が低くなる。このことが形

容詞補語の使用と程度義を表す「V+杀」式の出現がより少ない原因であると考え

られる。 
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6.1.2「V+C」可能式 

「V+C」可能式は可能性を表す“得”が補語となる動補構造であり、主に未然の

文脈で使われる。「V+C」可能式は宋代の白話文献によく見られる。「V+C」可能

式が客語を伴わない場合、その肯定形式である「V+得」と多用される否定形式の

「V+Neg+得」との対称関係はほぼ定着している。しかし、「V+C」可能式が客語を

伴う場合、その肯定形式と否定形式は文献間での使用傾向に差異が見られる。 

禅宗語録（《景德传灯录》、《碧岩录》）、宋儒語録（《河南程氏遗书》、《朱子语类》）、

史籍（《三朝北盟会编》、《续资治通鉴长编・乙卯入国奏请》、《挥麈录・王俊首岳侯

状》、《建炎以来系年要录》）における「V+C」可能式が客語を伴う場合、「V+得+O」

式が多く使用されているが、「V+O+得」の例もたまに見られる。否定形式では、

「V+O+Neg+得」が圧倒的に多く用いられるが、この他に「V+Neg+得+O」、「Neg+V+

得+O」、「Neg+V+O+得」の形式も見られる。つまり、宋代の禅宗語録、宋儒語録と

史籍における「V+C」可能式に、客語を伴う場合、肯定形式と否定形式の対称関係

はまだはっきり形成されていない。 

一方、《刘知远诸宫调》においては「V+C」可能式が客語を伴う場合、その肯定

形式と否定形式は現代中国語“普通话”における「V+得+O」式と「V+Neg+得+O」

式のように統一されており（例えば、“伊自道怎生庄家里放得你？”《刘知远诸宫

调》卷 1― 例 137“说不得万千寂寞”）、例外は一つもない。この「V+C」可能式の

肯定形式と否定形式の統一や客語位置の固定などの言語事実から、《刘知远诸宫

调》における「V+C」可能式は同時代の他の文献に見られる「V+C」可能式よりも

現代中国語の“普通话”に近づいており、その変化は他の文献に比べ一歩先を進

んでいることが読み取れる。この差異が現れた理由は、ただ単に諸宮調という文

学様式に関わる問題であるのか、それとも《刘知远诸宫调》の成立時期が他の文

献より年代が下るためなのかという点については、更に深く研究する必要がある。 

 

6.1.3「V+C」方向式 

「V+C」方向式は宋代の白話文献において非常に用例が豊富である。 

《景德传灯录》に見える「V+C」方向式の補語動詞には“上”、“下”、“出”、

“入”、“来”、“去”、“起”、“过”、“开”、“回”、“归”、“到”、

“至”など13個の単純方向補語と“下来”、“入来”、“出来”、“出去”、“起

来”、“过来”、“过去”など7個の複合方向補語がある。「VC」方向式が対象客

語或いは場所客語を伴う場合、「V+O+C」と「V+C+O」の2形式が存在するが、「V+C+O」

の方が多く使われている。「VC」方向式は方向義、結果義、動態義を表すことが

できる。《景德传灯录》の5巻（卷5、卷18、卷19、卷21、卷26）における方向義、

結果義、動態義を表す「VC」方向式の比率は約6：1：2であり、方向義を表す「VC」
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方向式が最も多く見られる。《景德传灯录》における13例の「VC1C2」方向式のう

ち、対象客語を伴う「VC1C2」方向式は6例あり、「V+O+C1C2」が4例（例：“放一个

出来”《景德传灯录》卷24）、「V+C1+O+C2」が2例（例：“放出一个来”《景德传

灯录》卷24）ある。場所客語を伴う「VC1C2」方向式はただ1例のみであり、「V+C1+O+C2」

式を使用している（例：“透过那边去”《景德传灯录》卷23）37。《景德传灯录》

の「VC1C2」方向式はすべて方向義を表している。 

《碧岩录》における「V+C」方向式の補語動詞は“下”、“出”、“入”、“来”、

“去”、“起”、“过”、“开”、“回”、“归”、“到”、“至”など 12 個の単純方

向補語と“下来”、“入去”、“出来”、“出去”、“起来”、“回来”、“过去”な

ど 7 個の複合方向補語がある。「VC」方向式が対象客語或いは場所客語を伴う場

合、「V+O+C」と「V+C+O」の形式があるが、「V+C+O」の用例が多く見られる。方向

義、結果義、動態義を表す「VC」方向式の比率は約 7：5：1 で、方向義と結果義

を表す「VC」方向式がより多く見られる。「VC1C2」方向式が対象客語或いは結果

客語を伴う場合、「V+O+C1C2」と「V+C1+O+C2」の 2 形式が使用される。「V+O+C1C2」

は 2 例（例 280：“吐一言半句出来”《碧岩录》8 则）、「V+C1+O+C2」は 1 例（例 301：

“却回枪头来”《碧岩录》38 则）見られ、方向義或いは結果義を表す。場所客語を

伴う「VC1C2」方向式は 9 例あり、すべて「V+C1+O+C2」式を使用しており、方向義

のみを表す（例 268：“走入死水中去”《碧岩录》20 则）。 

《河南程氏遗书》における「V+C」方向式の補語動詞は“上”、“下”、“出”、

“入”、“来”、“去”、“起”、“过”、“开”、“回”、“归”、“到”、

“至”など13個の単純方向補語と“入来”、“出来”、“出去”、“上去”、“过

去”など5個の複合方向補語がある。意味の面では、「VC」方向式は主に方向義或

いは結果義を表す。「VC1C2」方向式は11例見えるが、そのうち、対象客語或いは

結果客語を伴う例は3例あり、すべて「V+O+C1C2」式が使用されており、方向義或

いは結果義を表す（例：“道理出来”《河南程氏遗书》卷2）。 

《朱子语类》には、「V+C」方向式の補語動詞は“上”、“下”、“出”、“入”、

“来”、“去”、“起”、“过”、“开”、“回”、“归”、“到”、“至”など 13 個の

単純方向補語と“上来”、“上去”、“下来”、“下去”、“入来”、“入去”、“出

来”、“出去”、“起来”、“起去”、“回来”、“过来”、“过去”、“归来”、“开

来”、“开去”など 16 個の複合方向補語がある。刘子瑜（2008）の研究によると、

                                                   
37 《景德传灯录》卷 12 には、“维那不在，汝自领出去三门外与二十棒。”という文があ

る。一見したところ、その中の“领出去三门外”は「V+C1C2+O」式と同じ構造であるが、

筆者の調べた範囲では、場所客語を伴う「V+C1C2+O」方向式は、北宋までこの例文しか見

られない。また、この文の区切り方について、“汝自领出去三门外，与二十棒。”と“汝

自领出去，三门外与二十棒。”との二通りがある。従って、ここの“汝自领出去三门外”

はあるいは「V+C1C2+O」式ではない可能性がある。 
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《朱子语类》において、方向義を表す「VC」方向式は 770 例、結果義を表す「VC」

方向式は 594 例、動態義を表す「VC」方向式は 117 例見られる。つまり、方向義、

結果義、動態義を表す「VC」方向式の比率は約 7：5：1 である。また、方向義を

表す「VC1C2」方向式は 132 例、結果義を表す「VC1C2」方向式は 229 例、動態義を

表す「VC1C2」方向式は 12 例がある38。つまり、結果義を表す「VC1C2」方向式が最

も多い。「VC」方向式が客語を伴う場合、「V+C+O」が主な形式であるが、「V+O+C」

の用例もある。「VC1C2」方向式は対象客語或いは結果客語を伴う場合、「V+O+C1C2」

（例 281：“做诗出来”《朱子语类》卷 140）、「V+C1+O+C2」（例 282：“做出这事来”

《朱子语类》卷 54）と「V+C1C2+O」（例 283：“做出来多少大一件事”《朱子语类》

卷 45）の 3 形式が見られ、場所客語を伴う場合は「V+C1+O+C2」式が使用されてい

る（例 270：“打入水里去”《朱子语类》卷 73）。 

史籍における「V+C」方向式の補語動詞は“上”、“下”、“出”、“入”、“来”、

“去”、“起”、“过”、“回”、“归”、“到”など 11 個の単純方向補語と“过来”、

“过去”、“出来”、“入来”、“回去”など 5 個の複合方向補語が見られる。《续

资治通鉴长编・乙卯入国奏请》には、方向義を表す「VC」方向式は 31 例、結果義

を表す「VC」方向式は 19 例、動態義を表す「VC」方向式は僅かに 2 例である。つ

まり、《续资治通鉴长编・乙卯入国奏请》において、方向義、結果義、動態義を表

す「VC」方向式の比率は約 16：10：1 である。《挥麈录・王俊首岳侯状》には、方

向義を表す「VC」方向式は 5 例、結果義を表す「VC」方向式は 1 例あり、動態義

を表す「VC」方向式は見られない。《续资治通鉴长编・乙卯入国奏请》と《三朝北

盟会编》（《燕云奉使录》などの六篇）において、「VC1C2」方向式が対象客語を伴

う場合、「V+C1+O+C2」は主要な形式で、7 例ある（例：“将过文字来”《续资治通

鉴长编・乙卯入国奏请》）。「V+O+C1C2」（例：“将他亲王过去”《三朝北盟会编・靖

康城下奉使录》）と「V+C1C2+O」（例：“行过来文字照据”《续资治通鉴长编・乙卯

入国奏请》39）はたまに見られる。場所客語を伴う「VC1C2」方向式は 2 例あり、す

                                                   
38 刘子瑜 2008：138～168。 
39 《续资治通鉴长编・乙卯入国奏请》に見られる「V+C1C2+O」式の前後の文脈は以下の通

りである。 

    臣括答云：“东西一带尽以分水岭为界，有何文字照据？”  

      颖云：“（日煞）有南朝州军行过来文字照据。” 

 

文脈を考慮すると、ここの“行过来文字照据”はあるいは「V+C1C2+O」式ではない可能

性もある。沈括の疑問は“有何文字照据”であり、それに対して、具体的にどんな証拠が

あるかを答えなければならない。つまり、「文字証拠を持ってきた」だけを答えるのは不

十分である上に、“答非所问”もある。ここの“行过来文字照据”は構造助詞“的”を省

略した修飾構造である可能性もある。現代中国語で表現すれば、“确实有南朝州军发过来

的字据”になる。  
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べて「V+C1+O+C2」式を使用し、方向義のみを表している（例：“送过海来”《三朝

北盟会编・燕云奉使录》）。意味上、「V+C1C2」はほとんど方向義を表し、結果義と

動態義を表す例は見られない。 

《刘知远诸宫调》における「V+C」方向式の補語動詞は“上”、“下”、“出”、

“来”、“去”、“起”、“过”、“开”、“到”、“至”など 10 個の単純方向補語と

複合方向補語“过来”、“起来”が見られる。「VC」方向式は 66 例があり、方向義

を表す「VC」方向式は 38 例、結果義を表す「VC」方向式は 26 例、動態義を表す

「VC」方向式は 2 例ある。つまり、《刘知远诸宫调》において、方向義、結果義、

動態義を表す「VC」方向式の比率は約 19：13：1 である。「VC1C2」方向式は 2 例見

られ、客語を伴う場合は「V+C1+O+C2」式が使われて方向義を表す。 

以上述べたことから分かるように、宋代白話文献では形式の面からも意味表現

の面からも、「VC」方向式は「VC1C2」方向式より発展が早い。「VC」方向式では、

補語動詞の数量と用法が豊富になり、現代中国語で使用する単音節補語動詞はほ

とんど宋代白話文献に見られ、「VC」方向式は元来の方向義と方向義から派生した

結果義と動態義を表す例も見られた。禅宗語録と宋儒語録に比べて、史籍と諸宮

調における「VC1C2」方向式は少ない。史籍は当時の歴史を記録する正式な文書と

して、ほかの語録に比べより言語の簡潔性が感じられ、諸宮調は特殊な文学様式

として、台詞の長さも制限される。これは史籍と諸宮調における「VC1C2」方向式

が少なかった原因の一つと考えられる。そして、北宋の禅宗語録《景德传灯录》

における「VC1C2」方向式は方向義のみを表しているが、北宋末期南宋初期の《碧

岩录》の「VC1C2」方向式は方向義と結果義を表すことができる。また、北宋の《景

德传灯录》には複合方向補語として“下来”、“入来”、“出来”、“出去”、

“起来”、“过来”、“过去”などの 7 個があるが、南宋末期の《朱子语类》に

なると、“上来”、“上去”、“下去”、“入去”、“起去”、“回来”、“归来”、

“开来”、“开去”などの複合方向補語も加えて、全部で 16 個が見られる。これ

は「VC1C2」方向式が時代とともに徐々に発展してきたことを物語っている。また、

「VC1C2」方向式が宋代において、南北の差異が存在しているかどうかは更に追究

していく必要がある。 

 

第二節 「V+得+C」動補構造 

 「V+得+C」動補構造には、「V+得+C」結果式、「V+得+C」方向式、「V+得+C」

様態式、「V+得+C」可能式の4種類がある。禅宗語録と宋儒語録では、その4種類

ともよく使われている。史籍と諸宮調には、「V+得+C」可能式はよく見られるが、

「V+得+C」結果式、「V+得+C」方向式の使用頻度は低い。史籍には、「V+得+C」

様態式もあまり見られない。また、史籍と諸宮調における「V+得+C」可能式の使
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用にもそれぞれの特徴がある。 

6.2.1 「V+得+C」結果式と「V+得+C」方向式 

「V+得+C」結果式と「V+得+C」方向式は近世中国語時期に広く使われ出した結

果・方向を表す特別な構造であり、禅宗語録と宋儒語録の《朱子语类》に多用さ

れるが、宋儒語録の《河南程氏遗书》と宋代の史籍に稀に見られる。《刘知远诸宫

调》には「V+得+C」方向式は 2 例のみ現れ、「V+得+C」結果式は見当たらない。こ

の差異は南北方言の地域的差異だと推測される。禅宗語録は一般に南方方言を反

映していると考えられている。刘子瑜（2008：275）では、“就语言的地域特征来

说，《朱子语类》虽然反映的是以当时中原口语为基础的通语，但就朱熹本人及语录

记录者的籍贯和生活经历来看，《朱子语类》的语言应该带有南方方言特点。”と論

じている。それに対して、二程子程顥と程頤は河南洛陽の出身であるため、《河南

程氏遗书》は北宋の北方方言を反映していると考えられる。史籍《三朝北盟会编》、

《续资治通鉴长编・乙卯入国奏请》、《挥麈录・王俊首岳侯状》、《建炎以来系年要

录》は宋朝と北方民族の間での戦争や領土問題をめぐる交渉記録などを記述して

おり、当時の北方方言を反映しているだろう。《刘知远诸宫调》は西夏の遺跡であ

る黒水城址から発見され、一般的に金代の北方方言を反映するとみられている。

「V+得+C」結果式と「V+得+C」方向式は形式上、述語動詞と補語の間に動態助詞

“得”が挿入されているが、意味上では“得”がない「V+C」結果式・「V+C」方向

式とほとんど変わらない。両構造とも現代中国語の“普通话”では消失している。

「V+得+C」結果式と「V+得+C」方向式は宋代の北方方言にもその例が少ないが、

宋代の南方方言ではよく使用されている。このような言語事実から、「V+得+C」結

果式が「V+C」結果式へ、「V+得+C」方向式が「V+C」方向式へと合流する文法化に

関しては、北方方言は南方方言より変化が早いと推測できる。 

「V+得+C」方向式の補語 C については、禅宗語録《景德传灯录》には単音節補

語動詞“来”しか見られない。禅宗語録《碧岩录》には単音節補語動詞“来”、“去”

と複合補語動詞“出来”が見られる。一方、宋儒語録《朱子语类》における「V+

得+C」方向式の補語動詞は“来”、“去”、“起”、“出”、“出来”、“起来”、“归来”

などが見られるため、《朱子语类》は《景德传灯录》、《碧岩录》に比べて補語動詞

がより豊富であることが分かる。その原因として次の 2 点が考えられる。一つは

時代背景との関わりである。《景德传灯录》は北宋の景德元年（1004 年）に編纂さ

れ、《碧岩录》は宣和七年（1125 年）～建炎二年（1128 年）、つまり北宋末期南宋

初期に編纂された。そして、《朱子语类》は南宋咸淳六年（1270 年）に編纂された。

すなわち、「V+得+C」方向式は北宋から南宋にかけて、時代とともに使用頻度が高

まり普及した形式であるから、南宋成立後だいぶ時間が経って編纂された《朱子

语类》に豊富な補語動詞が見られるのは当然である。もう一点は、文献の分量に
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関係すると考えられる。《景德传灯录》は全 30 巻、《碧岩录》は全 10 巻（100 則）、

《朱子语类》は全 140 巻、それぞれ分量に差がある。《景德传灯录》と《碧岩录》

に比べると、《朱子语类》の量が圧倒的に多いことが分かる。つまり、分量が圧倒

的に多い《朱子语类》には、「V+得+C」方向式の用例とその形式がより豊富であっ

たことは当然のことであると言えよう。 

 

6.2.2 「V+得+C」様態式 

「V+得+C」様態式は禅宗語録、宋儒語録、諸宮調に多用されているが、史籍で

はあまり使用されていない。また、禅宗語録、宋儒語録、諸宮調における「V+得

+C」様態式の補語Cは、動詞・動詞連語、形容詞・形容詞連語或いは主述連語等さ

まざまであり、形式が豊富である。しかし、史籍における「V+得+C」様態式の補

語Cは普通簡単な動詞連語或いは形容詞連語である。禅宗語録、宋儒語録、諸宮調

における「V+得+C」様態式は構造内部に客語を伴う「V+得+O+C」の例がよく見ら

れるが、史籍にはあまりこのケースは見られない。そして、禅宗語録、宋儒語録、

諸宮調における「V+得+C」様態式の補語Cの音節数は特に制限されておらず、例380

“喝得兴化上三十三天，却扑下来，气息一点也无”のような音節数が多い様態補

語も許されている。一方、史籍における「V+得+C」様態式の補語Cの音節数は相対

的に少ない。例えば、例357“钤束得整齐”、例367“射得煞好”など。補語の音

節数に差異が現れるのは史籍の内容は簡潔明瞭な表現で書かれていることを物語

っている。 

《刘知远诸宫调》には、例384“諕（吓）翁翁岂敢抬头”のような構造助詞“得”

を省略した特殊な「VNV」様態式が3例見られる。それも諸宮調という特殊な文学

様式（背景説明、人物描写、文章のリズムなど）に関連していると考えられる。

諸宮調には、“倚声填词”（曲調に台詞を合わせる）が要求され、語りの長短に

も細かな制限がある。 

 

6.2.3 「V+得+C」可能式 

「V+得+C」可能式は禅宗語録、宋儒語録において用例が豊富で、その形式も多

様性に富む。肯定形式には「V 得 C」式、「V 得 OC」式、「V 得 CO」式の 3 種類があ

る。否定形式には「VNegC」式、「NegV 得 C」式、「VNegCO」式、「VONegC」式の 4

種類がある。それに対して、史籍における「V+得+C」可能式の肯定形式は多く見

られるが、否定形式の例は少ない。しかし、史籍における「V+得+C」可能式の肯

定形式でも反語文に使われることが多く、実質的には強い否定を表している。例

えば、例 13“那你睡得着？”、例 402“怎生整顿得起？”など。このような表現は、

自国の権益に直結する交渉に用いられ、交渉手段の一種、もしくは習慣的な表現
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ではないかと推測している。つまり、反語文を使い、否定の語気を一層強調し、

断固とした立場を明確に示す効果がある。 

また、《刘知远诸宫调》には、「V+得+C」可能式の否定形式「V+Neg+C」が 9 例

使われているものの、肯定形式「V+得+C」の用例は 1 例も見られない。禅宗語録

《景德传灯录》と《碧岩录》でも、「V+得+C」可能式の肯定形式より否定形式

「V+Neg+C」の方が圧倒的に用例が多い。その事実から、現代中国語の可能補語に

おいて、否定形式の使用が肯定形式よりも多いという傾向が宋代にすでに見て取

れる。 

 

第三節 「V+取+C」動補構造 

「V+取+C」動補構造には、「V+取+C」結果式と「V+取+C」方向式の 2 種類がある。

この 2 種類の「V+取+C」動補構造は宋代以前の文献にはあまり見られない。曹广

顺（1995：70）によると、“‘取’字带补语的用法，应当是在带补语的‘得’字影

响下产生的。”と指摘している。 

宋代の南方方言を反映していると言われる《景德传灯录》、《碧岩录》、《朱子语

类》のうち、「V+取+C」動補構造は《景德传灯录》と《朱子语类》にしか見られず、

《碧岩录》にはその用例は見られない。また、宋代の北方方言を反映している文

献にはこの「V+取+C」動補構造がほとんど使われていない。つまり、「V+取+C」動

補構造を使用するにあたっては、南北の地域的差異が存在している。もっとも、

一部の南方方言の文献には、「V+取+C」動補構造がまったく使われていないため、

一概に南北差があるとは断言できないが、北方方言であまり使用されていないこ

とは指摘できる。小論の第五章第二節の分析から分かるように、宋代の「V+取+C」

動補構造は、用例・形式・意味表現のいずれの方面からも当時の「V+得+C」動補

構造の使用に遠く及ばない。言い換えれば、「V+得+C」は「V+取+C」の機能を内包

したため、「V+取+C」動補構造の使用が減少したと言えよう。 

 

第四節 「V+却+C」動補構造 

「V+却+C」動補構造は、述語動詞が単音節動詞で、補語 C は方向動詞“去”の

みである。「V+却+C」方向式は結果義或いは動態義を表している。宋代白話文献で

は、「V+却+C」方向式は北宋の《景德传灯录》にしか見られない。唐五代の《祖堂

集》には、結果義を表す「V+却+C」方向式が見られ（例：“埋却去”《祖堂集》卷 9）、

《敦煌变文・孝子传》には客語を伴う「V+却+C」方向式があり（例：“阿口（耶）

卖却孩儿去”）、結果義を表している。この状況から《景德传灯录》における「V+

却+去」方向式は唐五代の《祖堂集》と敦煌变文から継承・発展してきたと考えら

れる。 
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第五節 「V+将+C」動補構造 

「V+将+C」動補構造を形式ごとに分類すると、「V+将+C」方向式と「V+得+将+C」

方向式の 2 種類がある。 

 「V+将+C」方向式は禅宗語録と宋儒語録でよく使われているが、史籍と諸宮調

には「V+将+C」方向式の用例が極めて少なく、《刘知远诸宫调》では、例 461“送

将来”の 1 例しか見られない。それは言語の南北差だと小論は考えている。つま

り、「V+将+C」方向式は宋代の南方方言に多く見られるが、宋代の北方方言では

使用されることが少ないということである。 

そして、史籍と諸宮調における「V+将+C」方向式の補語Cは主に“来”、“去”

であり、構造の形式も多くない。つまり、史籍における「V+将+C」方向式はほと

んど「V+将（+O）+C」式であり、「V将C1C2」式・「V将OC1C2」式と「V将C1OC2」式

はあまり見られない。この傾向は、両文献において、複合方向補語がまだ頻用さ

れていないことを示していると考えられる（本章6.1.3「V+C」方向式参照）。 

たとえ同じ南方方言の各文献間においても、「V+将+C」方向式の形式に差異が見

られる。禅宗語録《景德传灯录》の 5 卷（卷 5、卷 18、卷 19、卷 21、卷 26）にお

ける 18 例の「V+将+C」方向式では、補語 C はすべて単純方向動詞“来”、“去”で

ある（そのうち、「V+将+来」が 11 例、「V+将+C」方向式の約 61％を占めている。

「V+将+去」が 7 例、「V+将+C」方向式の約 39％を占めている）。禅宗語録《碧岩录》

における 26 例の「V+将+C」方向式の補語 C は“来”（12 例）、“去”（10 例）、“出

去”（2 例）、“过来”（1 例）、“下来”（1 例）などがあり、「V+将+C」方向式での使

用率はそれぞれ、“来”が約 46％、“去”が約 38％、“出去”が約 7.7％、“过来”

が約 3.8％、“下来”が約 3.8％を占めている。つまり、禅宗語録《景德传灯录》

と《碧岩录》における「V+将+C」方向式では、補語が単純方向動詞“来”の用例

が多く見られる。一方、《朱子语类》における「V+将+C」方向式では、補語動詞は

単純方向動詞“来”、“去”、“过”、“上”、“出”、“起”などもあれば、複合方

向動詞“下来”、“下去”、“过来”、“出来”、“出去”などもあり、《景德传灯录》と

《碧岩录》に比べて方向動詞の種類が豊富である。 

また、「V+将+C」方向式の意味表現について、禅宗語録《景德传灯录》の 5 卷（卷

5、卷 18、卷 19、卷 21、卷 26）における 18 例の「V+将+C」方向式では、方向義

を表す「V+将+C」方向式は 5 例（全体の 27.8％を占めている）、結果義を表す「V+

将+C」方向式は 10 例（全体の 55.6％を占めている）、動態義を表す「V+将+C」方

向式は 3 例（全体の 16.7％を占めている）であった。禅宗語録《碧岩录》におけ

る 26 例の「V+将+C」方向式では、方向義を表す「V+将+C」方向式は 8 例（全体の

30.1％を占めている）、結果義を表す「V+将+C」方向式は 12 例（全体の 46.2％を

占めている）、動態義を表す「V+将+C」方向式は 6 例（全体の 23.1％を占めている）
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である。一方、刘子瑜（2008：170）の研究成果によると、“动态意义是《朱子语

类》‘V 将 V 趋’结构（注：小論の「V+将+C」方向式にあたる）所表示的主要语法意

义，出现频率最高，占总数的 80％。充当补语的成分以动词‘去’为主，共 169 例……”

としている。つまり、《景德传灯录》と《碧岩录》においては、結果義を表す「V+

将+C」方向式が最も多いのに対して、《朱子语类》では、動態義を表す「V+将+C」

方向式が最も多いということである。この差異は「V+将+C」方向式が北宋から南

宋にかけて、その形式も意味表現も時代とともに新しい発展を遂げたことを物語

っている。 

宋代白話文献において、「V+得+将+C」方向式は禅宗語録《景德传灯录》と《碧

岩录》にしか見られない40。小論の第五章5.4.2節で「V+得+将+C」方向式における

“得”と“将”の性質について論述し、「V+得+将+C」方向式は文前後の韻律のバ

ランスを調整するために、文法機能が近い動態助詞である“得”と元動態助詞の

“将”を重ねて構成された構造であると説明した。ここでの“得”は「V+得+C」

方向式の動態助詞“得”と同じ文法機能を持っている。“将”は「四字格」を作

り、文の前後の韻律をバランスよく調整するために臨時的に使われ、構造助詞へ

とその性質を変化させたという結論に至った。「V+得+将+C」方向式はなぜ禅宗語

録にしか見られないのかについて、更に研究を続ける必要がある。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                                   
40 宋代の《古尊宿语录》にも 1 例見られたが、小論は《古尊宿语录》を主要な研究対象に

していないため、ここではその分析を省略する。  
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第七章 宋代白話文献における動補構造による通時研究 
 

小論が考察している宋代白話文献における動補構造は類型がかなり豊富であり、

唐五代の《祖堂集》および敦煌变文と比較してみる41と、以下の特徴が見られる。 

① 宋代白話文献においては、唐五代の《祖堂集》と敦煌变文に見られなかった

動補構造の形式が出現した。例えば、「V+取+C」結果式（例442“理会取透”）、

「V+得+将+C」方向式（例485“举得将来”）、「V得OC1C2」方向式（例352“钓得

一蛙出来”）、「Neg+V+得+O+C」方向式（例345“不将得物来”）、「V将OC1C2」

方向式（例482“生将物出来”）、「V将C1OC2」方向式（例480“赶将出门去”）、

「V+得+Neg+C」様態式（例375“说得不甚切”）、「V+O+V+得+C」様態式（例371

“用兵用得狼狈”）など。 

② 唐五代の動補構造の前項述語動詞は主に単音節動詞であり、二音節述語動詞

はあまり見られなかった。宋代白話文献時期になると、述語動詞は単音節動詞に

限らず、二音節動詞も大量に現れる。これらの二音節動詞には、並列連語（例え

ば、“理会”、“分别”、“体究”など）、修飾連語（例えば、“明辨”など）、

動補連語（例えば、“辨明”、“撼动”、“放下”など）がある。中国語の動補

構造は、述語動詞の長さによる新たな変遷があることを反映している。 

③ 宋代白話文献は唐五代に比べて動補構造の補語成分が多様になった。  

(ⅰ)曹广顺・梁银峰・龙国富（2011：389）の研究によると、唐五代の《祖堂集》

の「V+C」結果式に用いられる形容詞補語は“正”、“圆”、“满”、“明”、“久”、“坏”、

“遍”、“彻”の 8 個だけである。吴福祥（1996：373～374）では、敦煌变文の「V+C」

結果式に用いられる形容詞補語は“大”、“高”、“饱”、“急”、“定”42、“迟”、“满”、

“碎”、“通”の 9 個あることを指摘している。宋代（特に南宋）になると、形容

詞補語が豊富になり、“熟”、“详”、“多”、“好”、“透”、“明”、“重”、“轻”などの

単音節形容詞補語はもとより、“明白”、“分明”、“透彻”などの二音節形容詞補語

もよく見られるようになる。 

(ⅱ)唐五代の《祖堂集》と敦煌变文に見える「V+C」方向式の補語動詞は“上”、

“下”、“出”、“入”、“来”、“去”、“起”、“过”、“开”、“回”、“归”、“到”など 12

個の単音節方向動詞と“上来”、“下来”、“入来”、“出来”、“出去”、“起来”、“回

来”、“过来”、“过去”、“归来”など 10 個の複合方向動詞が使われる。宋代になる

と、上掲した方向補語のほかに、“至”、“上去”、“下去”、“入去”、“起去”、“开来”、

                                                   
41 唐五代の白話文献《祖堂集》及び敦煌变文における動補構造については、主に吴福祥

1996《敦煌变文语法研究》、张美兰 2003《〈祖堂集〉语法研究》、曹广顺・梁银峰・龙国

富 2011《〈祖堂集〉语法研究》を参考にした。  
42 吴氏が挙げた例文は“我今已判定，雀儿不合过。”であり、補語“定”を形容詞として

見なしている。小論はこの“定”を動詞だと考えている。 



126 

 

“开去”などの方向補語も見られる。 

(ⅲ)唐五代の《祖堂集》と敦煌变文における「V+得+C」方向式に使われる方向

補語は“来”、“出”しか見られないが、宋代になると、“来”、“去”、“起”、“出”

などの単純方向動詞と“出来”、“起来”、“归来”などの複合方向補語も出現した。 

(ⅳ)唐五代の《祖堂集》における「V+取+C」動補構造には、“脱取纳衣来”（《祖

堂集》卷 9）のように補語が方向動詞“来”の例しか見られない。宋代になると、

方向動詞“来”、“去”のほかに、“透”、“平”、“尽”などの非方向動詞も「V+取+C」

の補語になるようになった。意味の面では、「V+取+C」動補構造は方向義、結果義、

動態義を表すことができるようになる。 

(ⅴ)「V+将+C」方向式における補語 C は唐五代の《祖堂集》と敦煌变文では、“来”、

“去”、“回”、“出来”しか見られないが、宋代白話文献では、“来”、“去”、“过”、

“上”、“出”、“起”などの単純方向動詞と“下来”、“下去”、“过来”、“出来”、“出

去”などの複合方向動詞が見られる。  

④ 宋代になると、補語 C が述語動詞の方に移動する傾向が見られる。 

（ⅰ）唐五代の《祖堂集》と敦煌变文において、「V+C1C2」方向式が客語を伴う場

合、客語は述語動詞 V と複合方向補語 C1C2 の間に置かれ、「V+O+C1C2」の形になる

（例：“将死女尸灵归来”［吴福祥 1996：390 による］が、宋代になると、客語が

C1と C2の間に置かれ「V+C1+O+C2」の形式（例 295“拽起我来”、例 308“跳过墙来”）

と客語が C1C2の後ろに置かれ「V+C1C2+O」の形式（例 283“做出来多少大一件事”）

になる例が出現した。 

（ⅱ）唐五代の《祖堂集》と敦煌变文における「V+Neg+得」可能式が客語を伴う

場合、客語が述語動詞 V と「Neg+得」の間に置かれ、「V+O+Neg+得」の形になる（例：

“辩师宗不得”［张美兰 2003：311 による］）が、宋代になると、客語が「V+Neg+

得」の後ろに置かれ「V+Neg+得+O」の形式が出現した（例 136“救不得病”、例

142“当不得小学”）。 

（ⅲ）唐五代の《祖堂集》と敦煌变文における「V+得+C」結果式が客語を伴う場

合、客語が述語動詞「V 得」と補語 C の間に置かれ、「V+得+O+C」の形になる（例：

“织得锦成”［吴福祥 1996：406］による）が、宋代になると、客語が「V+得+C」

結果式の後ろに置かれ、「V+得+C+O」の形式（例 330“凑得成常俗言语”）が出現し

た。 

 ⑤ 宋代になると、一部の頻繁に使用される動補構造は用法が固定し、単語化す

る傾向が見られる。例えば、「V+C」可能式に属する“免得”、“舍得”、“认得”、“不

消得”、“舍不得”などがある。ここでは補語動詞“得”が独立性を失い、補充性

語素になっている。 
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⑥ 唐五代の《祖堂集》と敦煌变文では、「V+C」結果式と「V+C」方向式が受動

式・処置式と共起するようになるが、例はまだ少ない。宋代になると、「V+C」結

果式（例 66“被人藏却他棒”、例 41“将他窠窟一齐踢翻了”）、「V+C」方向式（例

158“被打出”、例 304“将职官富民早发过来”）、「V 得 C」様態式（例 369“被韩

文公说得也狼狈”、例 370“将屈伸说得贯通”）、「V 得 C」可能式（例 411“被

你算得尽”、例 400“将自家写得出、说得出底去穷究”）などが受動式・処置式と共

起する例が多く見られる。さらに、「V+得+C」結果式（例 324“被他做得成”）、

「V 得 C1C2」方向式（例 350“被某取得出来”）、「V 将 C」方向式（例 463“被人取

将去”）などが受動式と共起する例が見られる。これらは、一部の動補構造がほか

の文法構造と結合できる可能性が広がったことを物語っている。 

⑦ 「V+得+C」結果式、「V+得+C」方向式、「V+得+C」様態式は動作の実現のみな

らず、動作が実現した後の結果・方向・状態までも描写できる。「V+得+C」可能式

は述語動詞Vの示す動作が実現する可能性ではなく、述語動詞Vの示す動作が補語C

の示す結果に至る可能性を表す。換言すれば、「V+得+C」式は「V+得」式より表現

力に富んでいるということになる。宋代になると、「V+得+C」式の使用が頻繁にな

り、「V+得」式に取って代わる傾向が現れた。この点について刘子瑜（2008：274）

では、“我们对唐五代《敦煌变文集》和《祖堂集》进行过统计，唐五代‘V得（O）’

（769例）与‘V得C’式（165例）的频率比为4.7：1，而《朱子语类》时代为1.4：

1，可见‘V得C’述补结构已经显示出逐步取代‘V得（O）’式的强大势头。”と指摘

している。 

以上のことから、唐五代の《祖堂集》・敦煌变文における動補構造と比較してみ

ると、宋代白話文献における動補構造は唐五代の動補構造を継承する一方で、そ

れを発展させてきたことが分かる。宋代の動補構造は形式上からも意味表現から

もすでに現代中国語の動補構造の原型が成立したと言えそうだ。現代中国語にあ

る動補構造の類型はほとんど宋代白話文献の中に見られ、宋代白話文献における

動補構造が、一部は現代中国語の“普通话”にそのまま受け継がれた(例えば、「V+C」

結果式、「V+C」方向式、「V+得+C」様態式、「V+得+C」可能式など)。しかし、一部

は現代中国語の“普通话”には見られなくなる(例えば、「V+得+C」結果式、「V+取

+C」結果式、「V+得+C」方向式、「V+取+C」方向式、「V+却+C」方向式、「V+将+C」

方向式、「V+得+将+C」方向式など)。一部は宋代と表現の相違点が見られるものの

現代中国語の“普通话”に残っている(例えば、「V+C」可能式)。小論では、今ま

での研究成果を踏まえ、①「V+P+C」動補構造における文法標識の変遷、②「V+C」

動補構造における客語の位置変遷、③動補構造の用法の変遷、④動補構造におけ

る補語語彙の変遷という 4 つの問題に絞って、歴代白話文献での用例を基に、そ

れぞれの歴史変遷の軌跡を整理し、その歴史変遷の原因を分析する。 
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第一節 「V+P+C」動補構造における文法標識の変遷 

 宋代白話文献における「V+P+C」動補構造の文法標識“得”、“将”、“取”、“却”

は、「述語動詞→補語動詞→動態助詞（→構造助詞）」という文法化の過程を経て

きた。本節では、通時的な角度から、中国語文法史における文法標識“得”、“将”、

“取”、“却”の変遷及びその原因を分析する。 

7.1.1 “得”の変遷 

現代中国語（“普通话”）の“得”は、述語動詞・助動詞（但しこの時の発音は

「děi」）・補語動詞・助詞などいろいろな用法を有する。そうした中で、「V+得+C」

動補構造と「V+得+将+C」動補構造の“得”をどのように考えるかという問題があ

る。小論の第五章 5.4.2.2 節では、「V+得+将+C」動補構造の“得”は動態助詞で

あると主張した。 

「V+得+C」動補構造の出現時代について、王力（1958）、杨建国（1959）、杨平

（1990）、蒋绍愚（1994）、吴福祥（2002）などの学者は唐代であると認めている。 

岳俊发（1984：12）では、“平子饶力，争（挣）得脱，逾窗而走。”（《世说新语・

规箴》）という例をあげ、“这种‘得’字句萌芽于南北朝，唐代中叶开始大量产生。”

と述べている。 

岳氏のこの説に対して、杨平（1990）と蒋绍愚（1994）では、ここの“争得脱”

は“争（而）得脱”の連動式と理解すべきだと反論している。ここでは、杨平（1990：

56）の意見を引用する。 

 

我们认为这里的“挣得脱”还不宜看作述补结构。“挣得脱”可以理解为

“挣而得脱”……可看作连谓结构……因为唐以前目前大家能举出的带“得”

的述补结构的例子只此一例……我们不能仅根据一个孤证就把一种语法现象

的产生年代提前几百年，何况这个例子还可以有别的分析方法。 

 

小論は「V+得+C」動補構造が唐代に出現したという見解に賛成する。近世中国

語の「V+得+C」動補構造は現代中国語の“普通话”の「V+得+C」動補構造より複

雑で、「V+得+C」結果式、「V+得+C」方向式、「V+得+C」様態式、「V+得+C」可能式

の 4 種類がある（第五章第一節参照）。そのうち、「V+得+C」様態式と「V+得+C」

可能式の“得”は、一般に「構造助詞」であると考えられている。一方、「V+得+C」

結果式と「V+得+C」方向式の“得”の文法機能については、すでに多くの論考が

発表されているが、研究者間で意見が分かれ未だに一致していない。代表的な意

見を以下にまとめる。 
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①“得”は助動詞・接尾辞（“动词词尾”）である（太田辰夫1958、王力1958） 

②“得”は動態助詞・時態助詞である（李思明・植田均1993、曹广顺1995、卢

烈红1998、冯蕴泽2001） 

③“得”は構造助詞である（刘子瑜2003、吴福祥2004） 

 

小論の第五章 5.4.1.3 節「（「V+将+C」方向式の）“将”の文法機能」で述べたよ

うに、卢烈红（1998：196）では、“动态助词主要与动作相联系，表示动作开始、

进行、持续、完成等情貌。”と指摘している。「V+得+C」結果式と「V+得+C」方向

式の“得”は「述語動詞が示す動作の実現・完了」を表しており、動態助詞の特

徴を備えているため、動態助詞として扱うのが合理的であると考えられる。この

ことから、小論は②の意見を支持し、「動態助詞」という用語を使用する。 

“得”の文法化の過程について、曹广顺（1995：72～83）では、次のように指

摘している。 

 

 “得”本为动词，义为“获得”。从先秦开始，动词“得”就有用于带有

“取得”义的动词之后，构成连动结构，表示通过某种动作而获得某种结果的

例子（例：孟孙猎得麑，使西巴持之。《韩非子・说林上》）。魏晋南北朝以后，

这种没有“取得”义的动词与“得”连用，表示某种动作获得某种结果的例子，

逐渐出现了一些（例：值祥私起，空斫得被。《世说新语・德行》）。此例中的

“动＋得＋宾”，从表达的语义看，已经大体是一种述补结构了。助词“得”

从唐代开始形成，唐宋时兼有表示获得结果、完成、持续，作动补结构的标志

等多种功能（例：两地三江踏得遍。《全唐诗・咏怀》；深水有鱼衔得出。《全

唐诗・鸬鹚》）。元代以后，表示完成、持续的用法逐渐衰落，作补语标志成为

主要功能，早期兼类，晚期功能迅速向单一化发展，是近代汉语中“得”字发

展的基本过程。 

  

曹氏のこの説は多くの研究者に認められているが、曹氏が具体的に触れていな

い可能補語構造における“得”の文法化については、研究者の間で意見が分かれ

ている。 

内田道夫（1951）・太田辰夫（1958：230）・王力（1958：301～304）などの学者

は、可能を表す“得”は「獲得」の意味の動詞から出て、「獲得→実現→可能」と

いう変化の過程を辿ったと指摘している。 

祝敏彻（1960）・岳俊发（1984）などの学者は、上述とは異なる見解を示してい

る。ここでは、岳俊发（1984：13）の説を引用する。それによると、“可能式的‘得’

字同情态补语句中的‘得’字一样，是结构助词。从根本上说，它们是同源的（筆
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者注：「獲得」を意味する動詞から変化してきたということ），不同的是经过了两

条不同的虚化道路，正所谓‘殊途同归’。”としている。 

小論は、祝敏彻（1960）・岳俊发（1984）の意見に従う。岳氏が提出した“两条

不同的虚化道路”とは、①「獲得→実現→完全に虚詞化」と②「獲得→可能→完

全に虚詞化」という 2 つの異なる過程を指す。つまり、様態補語構造の“得”は

①で示したように文法化され、可能補語構造の“得”は②で示した文法化の過程

を辿ってきたということである。 

以上述べたことをまとめると、“得”は以下の各段階を経て、その文法化の程度

が高まってきたと考えられる（図 2 参照）。 

 

[図2]：“得”の文法化の過程 

 

 
 

「V+得+C」結果式と「V+得+C」方向式が衰退したのは言語体系自身が調節を行

った結果である。宋代白話文献の「V+得+C」動補構造には、結果式・方向式・様

態式・可能式の 4 種類がある。つまり、同一形式で異なる 4 種の意味を表現して

いる。この状態は、言語表現の明確性の原則に反している。中国語文法史の流れ

の中から見れば、現代中国語の“普通话”に、「V+得+C」様態式と「V+得+C」可能

式は保留されたが、「V+得+C」結果式と「V+得+C」方向式は消失した（附録 1 参照）。

つまり、動態助詞の“得”は衰退し、構造助詞の“得”は保留されたことになる。

「V+得+C」様態式と「V+得+C」可能式は同じ構造ではあるが、文脈または否定形

式によってその区別は明らかとなる。 

宋代白話文献において、「V+得+C」結果式と「V+得+C」方向式の用例は多いが、

杨平（1990：61）は、“清代带‘得’的结果补语结构和趋向补语结构已经基本上消

失了，我们见到的很少的几例是古代用法的遗留。”と指摘している。杨氏の意見と

“普通话”の現状から判断すると、宋代の「V+得+C」結果式と「V+得+C」方向式

の用例は発展期か、繁栄期にあたり、その後次第に衰退することになる。 

「V+得+C」結果式と「V+得+C」方向式の“得”が脱落したことにより、以下の

変化が生じた。 
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（ⅰ）「V+得+C」結果式は「V+C」結果式に変わった（例：“看得通→看通”、“凑

得成→凑成”）。 

（ⅱ）「V+得+C」方向式は「V+C」方向式あるいは「V+了+C」方向式になった（例：

“送得来→送来/送了来”）。 

 

「V+得+C」結果式と「V+得+C」方向式における動態助詞の“得”の衰退は、主

に補語Cが「結果」義を担うようになったことに起因すると考えられる。述語動詞

に後置される動態助詞の“得”は、本来はその「獲得」義から派生した「結果」

義を表していた。しかし、動態助詞の“得”は、ほかの補語動詞（例えば、“成”、

“好”など）がその語彙特有の具体的で明確な意味を有するのとは異なり、具体

的な結果義を持たず、ただ動作の実現・完了を表すのみである。ゆえに言語表現

の精密化を図るためには、“得”の後ろにさらに結果を補足説明する成分（C）を

加える必要が生じたのだろう43。 

意味上、補語Cが結果義を表すものであっても、方向義を表すものであっても、

広義の「動作の結果」を示すと考えられる。動態助詞“得”の後ろに補語Cが続く

ことによって、その後この補語Cが主に「結果」義を担うようになる。動作がある

結果に至ったことはすでに動作が実現・完了したことを暗示している。つまり、

述語動詞と補語の間の因果関係が成立すれば、動態助詞の“得”があるかどうか

は重要では無くなる。それゆえ、“得”が補語と共起する場合は、その動態義が徐々

に失われて剰余的な成分となり、脱落しやすくなったと言えるのではないか。 

以下の文を比較してみよう。 

（1a）如今须是把得圣贤言语，凑得成常俗言语，方是。（《朱子语类》卷120） 

（例330） 

（1b）五个七十二日，共凑成三百六十日（訳：三百六十日となる）也。 

（《朱子语类》卷1） 

 

（2a）一切事，皆是尔将得来，都不干我事。（《碧岩录》21则）（例335） 

（2a）这僧知教意，故将来（訳：持ってくる）问赵州。（《碧岩录》80则） 

 

上掲した例（1a）と例（1b）、例（2a）と例（2a）をそれぞれ比較してみると、

“得”があるか否かは情報伝達にほとんど影響しないことが分かる。 

                                                   
43 例えば、“看得”と“看得通”、“送得”と“送得来”などの比較から、いずれも後者

の方が表現が具体的であることが分かる。  



132 

 

石汝杰（2008：25）では、明末の小説に見られる「V+得+C」方向式と「V+C」方

向式が同時に使われている例文を挙げている。 

494．依我看来，这银子虽非是你设心谋得来（訳：計略を使って手に入れた）的，

也不是你辛苦挣来（訳：稼いだ）的。（《古今小说》2卷） 

495．这布道袍因你爹去时是秋天，不曾拿得去（訳：持っていく），这裙是我穿的，

你父亲拿去（訳：持っていく）当钱与崔科，这两件他可认得。（《型世言》 

9回） 

 

また、《老乞大》四版本の動補構造を比較してみると、元明時代の版本に見える

「V+得44+C」方向式が清代の両版本では使われず、「V+C」方向式に代わったことが

分かった。例えば、“将的几疋马来《老乞大谚解》→ 带几匹马来《老乞大新释》”、

“将的草去《老乞大谚解》→ 盛草去《老乞大新释》”など。 

以上の事実から分かるように、「V+得+C」方向式と「V+C」方向式は情報伝達の

機能上においてはほぼ同じ働きをしている。この場合、“得”がある構造と“得”

がない構造が、その後の生き残りをかけて争うことになる。形式から見ると「V+

得+C」結果式・「V+得+C」方向式の方が“得”がある点で「V+C」結果式・「V+C」

方向式より複雑である。つまり、“得”がある構造は「有標」であり、“得”がな

い構造は「無標」である。無標の方が代表性があり、言語運用の点からも「経済

的」であるために、より人々に受け入れられやすい。従って、「V+得+C」結果式・

「V+得+C」方向式は、その後「V+C」結果式・「V+C」方向式に取って代わられたと

考えられる。 

一部の「V+得+C」方向式は「V+了+C」方向式になった。つまり、動態助詞“得”

が動態助詞“了”に代わった45。宋代においては、動態助詞の役割分担はまだはっ

きりと固定していないので、近似的な文法機能を複数の助詞によって表現するこ

とができる。“得”のほかに、“了”も動作の実現・完了を示すことができるが、

動作の実現・完了を表す助詞が複数あることは、言語の経済原則に反することで

あり、一般に好ましくないと言われる。動態助詞“得”は「獲得」義を表す動詞

“得”から虚詞化してきたことにより、動作の実現・完了を表す場合にもある程

度「獲得・達成」義を有し、往々にして動作の実現が主体の予期した目標である

ことを含意する。“了”は「終了」義を表す動詞“了”から虚詞化したため、主体

の予期に関係なく、単に動作の完了を示す。 

                                                   
44 “得”は“的”と書く場合もある。  
45 厳密に言えば、動態助詞の“得”が動態助詞の“了”に代わったことは構造の変化では

なく、語彙の入れ替えである。 
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吴福祥（2004：217）は、“跟动态助词‘了’不同，‘得’表示完成或实现时总不

同程度地带有‘达成’义，而且往往隐含某一动作或状态的实现是某个主体的一种

预期目标。如果某一动作/状态的实现不是某个主体（有时是说话者）所期望的，那

么倾向于用‘了’或‘却’，一般不用‘得’。”と指摘している。 

また、李思明・植田均（1993：10）では、《水滸傳》と《金瓶梅詞話》の場合、

「及物動詞であろうと不及物動詞であろうと後ろには一般に“了”が付接できる。

ところが，“得”（“的”）の前には，殆ど全部（約 99％）が及物動詞である。不及

物動詞は，《水》（注：《水滸傳》）の場合，僅かに約１％を占めるにすぎない。」と

指摘している。 

以上挙げた事実から、“了”の使用範囲は“得”より広いことが分かる。それゆ

え、“了”と“得”が動作の実現・完了を表す助詞の座を争った場合、“了”が優

位を占めることになる。よって、ひとたび“了”が優勢になると、“得”は徐々に

衰退していったものと思われる。 

動態助詞の“得”は現代中国語の“普通话”で用いられなくなったが、一部の

方言にはまだその用例を確認することができる。 

 

普通话 方   言 普通话 方   言 

送 来 送得钱来（山西方言）46 死 去 他死得去了（江西進賢方言） 

买 来 刚买得来的新书（湖南長沙方言）47 拿 去 你拿得去用（江西贛州方言） 

 

上表から、動態助詞“得”の使用には、地域的差異が存在することが確認でき

る。しかし、方言区の若者は、“普通话”の「V+C」式をより多く用いる傾向があ

る。このことは、「V+得+C」式の動態助詞“得”が現代中国語の方言の中におい

ても不安定であり、将来脱落する可能性があることを示唆している。方言におけ

る動態助詞“得”の行方は、われわれが中国語文法史上の動態助詞“得”の変遷

を解明するにあたって、有力な証拠を提供している。 

 

7.1.2 “将”の変遷 

中国語の“将”は、動詞・介詞・副詞・助詞など様々な用法がある。中でも興

味深い問題のひとつに、近世中国語において頻用されている「V+将+C」方向式と

「V+得+将+C」方向式の文法標識としての“将”の用法がある。「V+得+将+C」方

向式の“将”についてはあまり議論されていないが、「V+将+C」方向式の“将”

の発生と発展については、曹广顺（1990・1995）、王锦慧（2011）などの学者の

                                                   
46 黄伯荣 1996：786 による。 
47 黄伯荣 1996：777 による。 
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論述がある。 

曹广顺（1990）では、魏晋南北朝から宋代までの各時代の「V+将」構造の用例

をとりあげ、「V+将」構造が発生してから宋代までの発展過程をまとめた。曹广顺

（1990：134～135）では、次のように指摘している。 

 

魏晋南北朝是汉语中补语在两汉的基础上广泛发展的时期，“动+将”结构

在这个背景下，从连动式向动补式发展，“将”字开始由动词向助词转化……

“将”字从晚唐五代到宋，功能逐渐规范为作表示动态或动向的补语的标志，

格式统一为“动+将+趋向补语”。宋以后随着助词系统的调整和助词“了”的

发展，逐渐消亡。“将”字的消亡，是这个时期内助词体系发展的结果。 

 

唐五代の《祖堂集》と敦煌变文では、「V+将+C」方向式はまだ多く見られない。

述語動詞は主に単音節動詞であり、補語Cは“来”、“去”、“回”、“出来”な

ど少数の方向動詞しか見られない。 

宋代白話文献における「V+将+C」方向式は唐五代の形式、用法とほぼ同じであ

るが、また新たな発展を遂げた。具体的には、 

（ⅰ）“积累”、“理会”、“充扩”などの二音節述語動詞が増加した。また、“操

持充养”、“玩索推广”などの多音節述語動詞も見られる。  

（ⅱ）方向補語が増えた。その中に、“下来”、“下去”、“过来”、“出来”、

“出去”などの複合方向動詞が見られる。 

（ⅲ）動態義を表す「V+将+C」方向式の例が多くなった。 

 

しかし、宋代白話文献における「V+将+C」方向式はまだ用例が少ない。禅宗語

録《碧岩录》に見える26例の「V+将+C」方向式のうち、単音節補語動詞が21例、

複合方向動詞はわずか5例だけである。明代の《西游记》では、「V+将+C」方向式

が341例あり、そのうち、単音節方向補語が139例、複合方向補語が202例ある48。

つまり、「V将C1C2」方向式が「V将C」方向式よりも多い。清代末期の《儿女英雄

传》では、「V+将+C」方向式が40例ある49。《红楼梦》では、「V+将+C」方向式が 

19例ある50。《老残游记》では、「V+将+C」方向式は僅かに1例しか見られない51。

以上のことから、「V+将+C」方向式が明代になると用例が豊富になり、また清代

から徐々に衰退の兆しを呈していることが分かる。 

                                                   
48 王丽 2007：53 による。 
49 徐姗姗 2009：158 による。 
50 张燕来 2004：170 による。 
51 李衍妮・吕芹 2007：87 による。 
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また、《老乞大》四版本の動補構造を比較してみると、元明時代の版本に見える

「V+将+C」方向式が清代の両版本で使われなくなったことが分かる。具体的には

以下の変化を経てきた。 

（ⅰ）動態助詞“将”が削除され、「V+将+C」方向式は「V+C」方向式に変わっ

た。例えば、“借将来→借来”、“赶将头口去→赶牲口去”。 

（ⅱ）動態助詞“将”が“了”に取って代わられ、「V+将+C」方向式は「V+了

+C」方向式に変わった。例えば、“买将去→买了去”、“赶将去→赶了去”。 

（ⅲ）動態助詞“将”が“出”に替えられ、「V+将+C」方向式は「V将C1C2」方

向式に変わった。例えば、“回将来→退出来”。 

（ⅳ）その他の変化を経た。例えば、“袭将去→赶到村里”。 

 

なぜ「V+将+C」方向式が徐々に使用されなくなったかについて、王国栓（2004：

36～37）では、構造の音節数という角度から以下のように分析した。 

 

     在元明时期，“将”经常出现在“动（单音节）+将+趋向补语（双音节）”

“动（单音节）+将+趋向补语（单音节）”结构中，而在“动（双音节）+趋向

补语（双音节）”结构中不出现……随着复合动词和复合趋向补语的增多，“将”

成了可有可无甚至是多余的东西，它的存在渐渐失去了价值，最后走向了消亡。 

 

小論は王氏の意見に賛成している。動態助詞“将”があっても無くても構造の

意味があまり変わらなくなったのは、“将”自身の虚詞化が主な原因であると考

えられる。“将”が述語動詞と方向補語“来”・“去”の間に挟まれると、その方

向義は“来”・“去”と重なってしまう。そうなると、明らかに方向義を持つ“来”・

“去”に比べて、“将”の方向義が弱くなり、脱落しやすくなると考えられる。 

そして、小論の第五章 5.4.1.3 節で述べたように、「V+将+C」方向式と「V+C」

方向式は意味上、「動作の持続」の意味があるか否かという微妙な差異がある以外

は、大きく異なる点は存在しない。その場合、言語の経済原則に基づき、両構造

はその後の生き残りをかけて争うことになる。形式から見ると、「V+将+C」方向式

の方が“将”がある点で「V+C」方向式より複雑である。 

また、「V+C」方向式に比べて、「V+将+C」方向式の方が使用にあたって制限（例

えば、述語動詞と補語動詞の音節数の制限など）が多い。つまり、「V+将+C」方向

式は「有標」であり、「V+C」方向式は「無標」である。一般的な傾向として、無

標の方が代表性があり、より人々に受け入れられやすい。従って、「V+将+C」方向

式は次第に「V+C」方向式に取って代わられたと考えられる。 

そのほか、動態助詞“了”の発展が動態助詞“将”の衰退を推し進めた外因に
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なったとも推測できる。 

「V+将+C」方向式は中国語文法史において衰退し、現代語に関して言えば、“普

通话”にはあまり使われなくなっているが、完全に消失してはいない。马国彦

（2010:14）は、“这一结构（注：「V+将+C」方向式）仍活跃在小说、报纸、网络

及作品翻译等语言运用中。”としている。 

例文： 

496．她于是十分喜欢似的，笑将起来，同时将一点冰冷的东西，塞在我的嘴里。 

（鲁迅《阿长与山海经》） 

（笑将起来：笑い出す） 

497．新郎也只站着不动，还是老单自己挣扎着从地上爬起来，在一步赶将过来的年

轻民警搀扶下躺到床上。（王朔《人莫予毒》） 

（赶将过来：駆けつけてくる） 

498．暮色重重盖将下来，他也一无所知。（余华《古典爱情》） 

（盖将下来：暗くなる） 

499．我的肝火终于按捺不住，一脚踹开门，气势汹汹闯将进去。（梁晓声《京华闻

见录》） 

（闯将进去：飛び込んで行った） 

500．科员给科长拜，科长给处长拜，处长给区长拜，就这么拜将上去，可就把老百

姓给拉下了。（人民日报，1998-1）52 

（拜将上去：年始回りをしていく） 

 

「V+C」方向式が普遍的に使用されている現代中国語において、あえて「V+将+C」

方向式を使うのは、「V+将+C」方向式が「V+C」方向式にはない特徴的な語用上の

機能を有することを物語っている。以上の「V+将+C1C2」方向式はすべて四字式で

あり、中国語の表現で好まれる「四字格」の音節構造と一致している。 

马国彦（2010:16～17）では、 

 

我们认为助词“将”使组合的焦点首先专注于谓词的进行、持续状态。而

结构的整体功能是：塑造即时出现的、持续进行中的动态变化……“V 将”结

构并非适应所有的语体或篇章主旨。这种有所选择的适应倾向是其“谐和韵

律”、“指向历史情境”、“复合情状塑造”等功能综合的结果。 

 

と指摘している。 

                                                   
52 例 496～500 は马国彦（2010:14～17）から引用。 



137 

 

また、「V+将+C」方向式が現代中国一部の方言にも残され、近世中国語から残存

した構造であると見られている。例えば、 

四川方言：“过将下去”、“跑将出来”、“提将起来”53 

山西方言：“跑将来”、“送将来”、“搬将去”54 

内モンゴル西部方言：“拿将来”、“走将来”55 

安徽皖北方言：“跑将下来”、“笑将起来”56 

 

7.1.3 “取”の変遷 

 動態助詞“取”も「述語動詞→補語動詞→動態助詞」という文法化の過程を経

てきた。曹广顺（1995：62～70）によると、“取”はもともと「取得」義を持つ動

詞である。魏晋南北朝には、“取”は「V+取（+O）」構造に現れ（例：“打取杏仁”

［贾思勰：齐民要术，卷九］）、“取”の直前の動詞は“捕”、“把”など「取得」義

を持つ動詞或いは“打”、“研”など「取得」を目的とする動詞であり、語義の相

関関係から言えば、述語動詞の客語が同時に“取”の客語になっている。唐代に

なると、「V+取（+O）」構造の用例が増加した。“取”の直前に置かれる動詞は「取

得」義或いは「取得」を目的とする以外の動詞に拡大し、“取”は次の３点の役割

を果たす。（ⅰ）動作の実現或いは結果に至ることを表す（例：“脱取明金压绣鞋” 

［李郢：张郎中宅戏赠，全唐诗］）。（ⅱ）動作・状態の持続を表す（例：“记取姓

名”［朝野佥载，太平广记，卷 171］）。（ⅲ）語尾になる（例：“劝君惜取少年时”

［薛能：金缕衣，全唐诗］）。宋代になると、動作の実現或いは結果に至ることを

表す“取”の用例が減少している。 

 禅宗語録《景德传灯录》と宋儒語録《朱子语类》に、「V+取+C」構造が出現した

（例 442“理会取透”［《朱子语类》卷 9］、例 444“察取尽”［《朱子语类》卷 120］、

例 445“将取去”［《景德传灯录》卷 23］、例 446“衔取一茎草来”［《景德传灯录》

卷 8］）。しかし、用例が少ない。その原因として以下の 2 点が考えられる。 

 （1）「V+取+C」結果式と「V+取+C」方向式における動態助詞“取”は常に“理

会”、“察”、“看”、“将”、“衔”、“移”、“抱”、“认”、“说”、“斫”、“截”、“脱”な

ど「取得」義をもつ或いは「取得」を目的とする動作動詞の後ろにつき、前項述

語動詞の影響を受け、“取”の「取得」義が弱くなり、ただ動作の実現・完了を表

す。しかし、動態助詞“取”の後ろに補語 C が続くと、補語 C が主に結果義57を担

うようになる。例えば、例 442“理会取透”［《朱子语类》卷 9］、例 445“将取去”

                                                   
53 黄伯荣 1996：557 による。 
54 乔全生 1992：56 による。 
55 邢向东 1994：33 による。 
56 胡习之、高群 2004：93 による。 
57 ここでは広義の結果義を指す。 
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［《景德传灯录》卷 23］など、いずれも補語“透”、“去”の方が具体的な結果義

を表している。本章 7.1.1 節「“得”の変遷」では、「動作がある結果に至ったこ

とはすでに動作が実現・完了したことを暗示している」と述べた。つまり、「V+取

+C」結果式と「V+取+C」方向式には、述語動詞と補語の間の因果関係があれば、

動態助詞“取”があるかどうかは重要では無くなる（比較：“理会取透―理会透”、

“将取去―将去”）。それゆえ、“取”の動態義が徐々に失われて剰余的な成分とな

り、最終的に脱落した。 

 （2）「V+取+C」動補構造の出現について、曹广顺（1995：70）では、“应当是在

带补语的‘得’字影响下产生的。”と指摘している。しかし、「V+取+C」結果式・「V+

取+C」方向式における動態助詞“取”の動態義（動作の実現・完了）は「V+得+C」

結果式・「V+得+C」方向式における動態助詞“得”の動態義と重複している。「V+

得+C」結果式・「V+得+C」方向式に比べて、「V+取+C」結果式・「V+取+C」方向式の

使用頻度は極めて低い。また、本章 7.1.1 節「“得”の変遷」で述べたように、

宋代において、“了”も動作の実現・完了を示すことができる。同じ「動作の実現・

完了」を表す動態助詞が複数あることは、言語の経済原則に逆らうことであり、

好ましくない。動態助詞“了”の使用範囲は動態助詞“取”、“得”よりは広いた

め、ひとたび“了”が優勢になると、“取”、“得”の衰退は加速する。 

 現代中国語の“普通话”では、“只有在‘听取’‘领取’‘夺取’等双音节动词中

才能见到其（注：動態義を表す“取”）踪迹，作助词的用法已不复存在。”と曹广

顺（1995：71）は指摘している。現代中国の方言に残されたかどうかについて、

更なる研究するが待たれる。 

 

7.1.4 “却”の変遷 

 “却”はもともと「退去」義を表す述語動詞であった。曹广顺（1995：10～16）

では、“却”の虚詞化の過程について詳細に論述している。 

 

汉代前后产生出“退”“使退”的意思，同时这种“退”意的动词“却”，

也泛表一般的“离去”义，用作趋向补语（例：“击却吴楚”《史记・韩长儒

列传》），这种用法魏晋也继续使用……再以后的文献中，“却”由作趋向补

语转变为作结果补语（例：“净杀却”《南史・贼臣传》）。这种“却’字虽

然词义比表“去”的“却”虚化了，但仍带有实义……唐代起，“却”开始虚

化为表示完成的动态助词（例：“学却黄老之术”《太平广记・宣室志》）。

唐以前，“却”带有“去除”“消失”的意思，它所跟的，自然也就都是能造

成“去除”“消失”的结果的动词，像“杀、了”等等。唐代的例子里，动词

不再有这种局限（例：“学”、“盛”、“卷”），这些动词不仅不会造成什
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么东西“去除”或“消失”，反而会造成一些事物的“获得”或状态的存在，

这样，“却”所表达的意义，就变成了一种抽象的完成，而不管造成的是一种

“失”还是“得”的结果……晚唐五代助词“却”使用更为频繁……宋代助词

“却”继续使用，普遍出现在当时的各类文献中……从宋初起，“了”已用作

完成貌助词，用于“动了宾”格式……“了”的使用必然地造成了“却”使用

的减少……宋代中晚期，“了”取代“却”的迹象越来越明显，这以后虽然文

献中仍可见到“却”使用的少数例子，但在实际口语中，它可能已被“了”取

代了。 

 

曹氏の説から、前項述語動詞の影響、“却”自身の語義の虚化、動態助詞“了”

の発展は動態助詞“却”の変化を招く主な原因となったことが分かる。 

唐五代の《祖堂集》と敦煌变文、北宋の《景德传灯录》に「V+却+C」方向式が

たまに見られる（例えば、“埋却去”《祖堂集》卷 9、“卖却孩儿去”《敦煌变文・孝

子传》、“吞却去”《景德传灯录》卷 17）。これらの例は補語 C がすべて方向動詞“去”

である。“却”は述語動詞と補語“去”の間に挟まれ、その動作義は述語動詞より

弱く、「消失」という結果義も補語“去”ほど強くない。“却”はただ動作の実現・

完了を表す。「V+却+C」方向式において、述語動詞と補語の間の因果関係があれば、

動態助詞“却”があるかどうかは重要では無くなる（比較：“埋却去―埋去（掉）”）。

この場合、“却”の動態義が徐々に失われて、脱落しやすくなった。動態助詞の“却”

もまた宋代に広く使われている動態助詞“了”に影響を受け、最終的に脱落した。 

現代中国語の“普通话”では、“忘却”、“了却”など少数の二音節動詞にし

か動態義を表す“却”が見られない。現代中国の方言に残されたかどうかについ

ては、さらに研究する必要がある。 

 

第二節 「V+C」動補構造における客語の位置変遷 

 通時的な視点から見れば、補語Cが述語動詞へ近づくことは「V+C」動補構造が

発展する必然的な趨勢である。しかし、宋代白話文献に見える動補構造が客語を

伴う場合、客語の位置はまだ完全に固定されていない。小論では、①「V+C」結果

式における客語、②「V+C」方向式における客語、③「V+C」可能式における客語

の３点に焦点を当て、「V+C」動補構造における客語の位置変遷を論述する。 

7.2.1 「V+C」結果式における客語の位置変遷 

宋代白話文献において、「V+C」結果式が客語を伴う場合、「VCO」（例 48“掀倒禅

床”《碧岩录》8 则）、「VOC」（例 73“谢恩毕”《续资治通鉴长编・乙卯入国奏请》、

例 84“打尔头破”《碧岩录》28 则）、「VO1CO2」（例 86“认奴作郎”《碧岩录》99

则）の 3 種類の形式がある。 
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「VCO」式は現代中国語も踏襲して用いられている。 

「VO1CO2」式は現代中国語の“普通话”になると、一部の頻繁に使用されたもの

が成語或いは俗語として保留された（例えば、“炼铁成钢”、“化百炼钢为绕指柔”

など）が、それ以外のほとんどが「把/将+O1+V+C+O2」という処置文に変化した。 

「VOC」式は現代中国語の“普通话”では消失している。宋代白話文献の「VOC」

式には、2種類の補語がある。（ⅰ）完成動詞“讫”、“罢”、“毕”、“了”、“已”、“竟”、

“了毕”などが補語になり、述語動詞の示す動作・行為の完了・実現を表す。（ⅱ）

“亡”、“夭”、“死”、“短”、“湿”、“破”など消極的な意味を表す動詞・形容詞が

補語になり、述語動詞の表す動作・行為とそれによる結果が受動者にとってよく

ないことを暗示している。 

王力（1958：403～409）によると、「VCO」動結式は漢代に誕生し、南北朝には

普遍的に使用されていた。唐宋時代になると、「VCO」と「VOC」式が同時に使われ、

宋代以降は述語動詞と補語との関係が緊密になった。 

蒋绍愚（1994：169）では、次のように指摘している。 

 

分用的动结式和合用的动结式都在六朝产生。产生以后,两者在语言中同

时使用。如在《贤愚经》中既有“今当打汝前两齿折”，也有“汝何以辄打

折其脚”。杜甫诗中既有“朔气数年吹路断”(《喜闻盗贼蕃寇总退》),又有

“狂风挽断最长条”(《绝句漫兴》)。也就是说,如果动结式带宾语的话,宾

语可以出现在补语之前和补语之后两个位置,形成 VOC 和 VCO 两种句型。到

宋代以后,VOC 这种形式逐渐减少,到现代汉语中,就基本上只用 VCO 式了。 

 

元、明、清時代の《老乞大》四版本における「V+C」結果式の対照研究の結果、

元明時代の版本では「VCO」と「VOC」が平行して使われているのに対して、清代

の両版本には「VCO」だけが使用され、「VOC」は見られなかったことが明らかにな

った。このことから、「VOC」式が清代から徐々に用いられなくなったことがわか

る。 

 「VOC」分離式動補構造が衰退した原因について、肖贤彬（2007:67）では、 

 

“隔开式”的大部分功能被重动句（注：動詞重複構造）替代了。重动句

可以记做“VOVC”，实际上仍是一种补语后置亦即“焦点在尾”的结构。据洪

波、石毓智等的研究，重动句的兴起大致是在宋元以后，而此时也恰恰是“隔

开式”开始衰减的时期，重动句与“隔开式”呈现一种此消彼长的关系。 

 

と指摘している。 
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動詞重複構造の発生のほかに、「VCO」と処置式の発展も「VOC」式が衰退した

原因であると考えられる。通時的な視点から見れば、補語 C が述語動詞へ近づく

ことは「V+C」動補構造が発展する必然的な趨勢であり、中国語が二音節化へ発展

している法則とも合致している。王锦慧(2005：69)では、“V 与 C 在紧邻的句法环

境中，容易复合成一个稳固的单位，不易动摇。”と述べている。この指摘から分か

るように、それまで述語動詞と補語の間に置かれていた客語が置けなくなったこ

とにより、ほかの場所に移動せざるを得なくなった。客語の位置としての選択肢

の一つは、「VCO」式のように、客語を「VC」の後ろに置く方法がある。宋代白話

文献において、「VCO」式と「VOC」式の 2 形式が見られるが、「VCO」式の用例が圧

倒的に多い。同じ意味を複数の形式で表現できることは、言語の経済原則に反す

ることである。「VCO」式は、述語動詞の直後に動作の結果を説明する補語が置か

れるため、「VOC」式に比べ説明効率がよい表現である（比較：“打破头―打头破”）。

そのため、「VCO」式の使用頻度もより高く、徐々に優勢を占めた。もう一つの選

択肢として、前置詞を用いて客語を述語動詞の前に引き出す方法がある（例：“打

头破―把头打破（了）”）。つまり、「VOC」式は「VCO」の常用、動詞重複構造の発

生、処置式の発展など多岐にわたる原因に影響され、徐々に使用されなくなった。 

 「VOC」結果式は現代中国語の“普通话”で用いられなくなった（附録 2 参照）

が、一部の方言にはまだその形式が残されている（例えば、上海方言の“晒伊干”

など）。それは近世中国語から残存した構造であると推測できる。 

 

7.2.2 「V+C」方向式における客語の位置変遷 

宋代白話文献における「V+C」方向式には「VC」方向式と「VC1C2」方向式の2種

類がある。「VC」方向式が客語を伴う場合は唐五代とほぼ同じように、「VCO」と

「VOC」の2つの選択肢があり、「VCO」の方が頻繁に使われる。「VC1C2」方向式が

客語を伴う例は宋代になってから多く見られ始めた。現代中国語において、「VC1C2」

方向式の内部に客語を伴う場合、以下の3種類の形式が見られる。 

 （ⅰ）「V+O+C1+C2」：买三斤苹果回来 

（ⅱ）「V+C1+O+C2」：买回三斤苹果来、走出房间来、走出一个人来 

（ⅲ）「V+C1+C2+O」：买回来三斤苹果、走出来一个人 

 

宋代白話文献において、「V+O+C1C2」、「V+C1+O+C2」、「V+C1C2+O」の 3 種類があるが、

“走出一个人来”と“走出来一个人”のような存現客語が「VC1C2」方向式に出て

くる例は見られない。 

张伯江(1991)、王锦慧(2005)、梁银峰(2007)、张金圈(2010)などの研究者は

「V+O+C1C2」式、「V+C1+O+C2」式、「V+C1C2+O」式の発生時代、歴史変遷、および変



142 

 

化の原因などの問題について論議したことがある。张伯江(1991：185)では、南宋

の文献《五灯会元》を含む近世中国語の早期には「V+O+C1C2」式しかないと述べて

いるが、张金圈(2010：46)では、“在南宋的《朱子语类》中就已经存在大量的中宾

式用法（注：「V+C1+O+C2」式）。”という反論を出した。筆者の調べた範囲では、

「V+C1+O+C2」式は北宋の文献に、「V+C1+C2+O」式は南宋の文献においてすでに出現

している。 

中国語文法史上では、受動客語、場所客語、存現客語の「VC1C2」方向式におけ

る位置は完全には一致していない。この相違は客語の位置はその客語の性質と密

接な関係があることを示している。 

（ⅰ）受動客語 

受動客語は 3 種類の客語のうち、「VC1C2」方向式に使われるのが最も早かった客

語である。受動客語の「VC1C2」方向式における位置は述語動詞 V の後ろ（例：“把

旗上来”《祖堂集》卷 9）から複合方向補語 C1と C2の間に移り（例：“带过圣旨去”

《续资治通鉴长编・乙卯入国奏请》、“做出这事来”58《朱子语类》卷 54、“放起火

来”《西游记》第 89 回）、それから複合方向補語 C1C2 の後ろに移動する（例：“做

出来多少大一件事”《朱子语类》卷 45、“抬出来两盆梅花，两盆迎春”《醒世姻缘

传》第 3 回）過程を辿った。 

複合方向補語が出現する前は単純方向補語が広く使用されていた。単純方向補

語には、“上”、“下”、“出”などの空間方向動詞（C1類動詞）もあれば、“来”、“去”

という主観方向動詞（C2類動詞）もある（例：“将杖子上”《祖堂集》卷 6、“将心

来”《祖堂集》卷 2）。しかし、“将杖子上”は、受動対象である“杖子”の「空間

上の低いところから高いところへの移動」のみを表しており、話し手に向かって

接近する移動なのか或いは話し手に背を向けて遠ざかる移動なのかを表現できて

いない。“将心来”は、受動対象の“心”が述語動詞の示す動作・行為によって、

「話し手に向かって接近する移動」を表すが、空間上の移動方向は“上来”であ

るのか、“下来”であるのか、それとも“过来”であるのかが表現できていない。

つまり、「VC1C2」方向式の方が「VC」方向式よりも、きめの細かい表現が可能であ

るから、「VC1C2」方向式が使用されるようになった。複合方向補語 C1C2が「VC」方

向式の単音節補語 C に取って代わると、「VC1C2」方向式になる。 

「V+O+C1C2」方向式が「V+C1+O+C2」式と「V+C1+C2+O」式より早く発生したのは歴

史的な必然性である。唐代以後、「VCO」式は大きな発展を遂げたが、「VOC」式は

まだ残っている（例：“复吹霾翳散”[杜甫诗]、“石角钩衣破”[杜甫诗]59）。「VC」

方向式では、補語は主観方向動詞（C2類動詞）“来”、“去”の場合、客語は主に述

                                                   
58 厳密に言えば、“做出这事来”の“这事”は結果客語である。  
59 王力（1958：406）から引用。 
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語動詞と補語の間に置かれ「VOC」の形を取る（例：“衔泥来”《敦煌变文‧燕子赋》、

“送一个去”《祖堂集》卷 10）。「VC1C2」方向式が客語を伴う場合、最初に「V+O+C1C2」

の形式を取ることは当時広く使われている「VOC」方向式と一致している。 

 筆者の調べた範囲では、「V+C1+O+C2」方向式は北宋の文献に見え、「V+C1C2+O」方

向式は南宋の文献に現れた。张伯江(1991：185)では、“近代汉语形态发展的一个

重要趋势是动词后附成分越来越表现出位置的固定化和功能的专职化，也就是说，

光杆动词直接带宾语的现象逐渐被‘动词＋结动词60＋宾语’的形式所替代。”と指

摘している。北宋から、動補構造における補語 C が述語動詞へ近づく趨勢に影響

を受け、「V+O+C1C2」方向式の受動客語もほかの場所に移動し始めた。 

受動客語の位置としての選択肢の一つは「VCO」結果式のように、受動客語が補

語の後ろに置かれ、「V+C1C2+O」式になる方法がある。しかし、「V+C1C2」方向式の

述語動詞は単音節動詞の方が多く用いられ、「単音節述語動詞+二音節補語動詞」

は“超音步”のため、“标准韵律词”61ではない（例：“做出去”）。一方、受動客語

が C1 と C2 の間に置かれると、「単音節述語動詞+C1」は一つの“标准韵律词”を形

成する。このことは中国語の二音節化の趨勢に適合している。つまり、「V+C1+O+C2」

方向式が「V+C1C2+O」方向式よりも早く出現し、且つ広く使用されたのは中国語の

二音節化の趨勢に制約されたと考えられる。 

もう一つの選択肢として、前置詞“将/把”を用いて受動客語を述語動詞の前に

置く方法がある。しかし、このような前置可能な受動客語は「特定」の客語であ

り、数量詞を伴った「不特定」の受動客語、さらに数量詞や修飾語を伴った長い

受動客語は「将/把+O+VC1C2」語順で表現するのは、「新情報は文末」62という中国

語の特徴に反しており、不適切である。また、数量詞や修飾語を伴った長い受動

客語を「V+C1+O+C2」方向式で表現すると、“中间粗、两头细的橄榄状”になってし

まい、韻律のバランスが崩れて望ましくない。それに対して、「V+C1C2+O」方向式

は受動客語の音節数に制限がなく、音節数が多い受動客語も使用できる（例えば、

“做出来多少大一件事”《朱子语类》卷 45、“抬出来两盆梅花，两盆迎春”《醒世

姻缘传》第 3 回）。それに加えて、新情報としての数量詞や修飾語を伴った受動客

語が「V+C1C2」の後ろに置かれると、「新情報は文末」という中国語の特徴にも合

                                                   
60 吕叔湘(1999：133)は、“动词之后表方位之‘上、下’，表向背之‘出、入、来、去’，

表起讫之‘起、住’，表效验之‘了、着、定、成’，以及其他诸多限制动态乃至说明宾语

之词‘皆以结束动词之势向为其作用’。”と指摘しており、“结动词”と名付けた。この

ことから、方向動詞が“结动词”の性質を備えていることが分かる。 
61 冯胜利(1997：3～4)では、“汉语的‘标准韵律词’只能是两个音节……三音节的组合

大于标准音步，因而不是‘标准韵律词’。”としている。 
62 张伯江・方梅(1996：73)では、“由于句子的信息编排往往是遵循从旧到新的原则，越

靠近句末信息内容就越新。”としている。  
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致する。これは「V+C1C2+O」方向式の用例が明清以降に多少増えた主な原因だと考

えられる。つまり、話し手が新しい情報を伝えたい或いは受動客語を強調したい

場合、「V+C1C2+O」方向式を使用する傾向が窺える。受動客語が「V+C1C2」方向式の

後ろに置かれると、情報の焦点として受動客語を強調するのみならず、構造の韻

律をバランスよくする役割をも兼ね備えている。 

 

（ⅱ）場所客語 

 場所客語は移動の起点、終着点或いは経過点を示す。「VC1C2」方向式が場所客語

を伴う例は北宋から見られる。中国語文法史において、「VC1C2」方向式が場所客語

を伴う場合は、「V+C1+O+C2」式しか用いられない（例：“送过海来”《三朝北盟会编

‧燕云奉使录》、“走入死水中去”《碧岩录》20 则）。 

张伯江・方梅(1996：94)では、“C2 为不及物动词的‘来、去’，所以处所宾语不

能放在其后。”という見解を示したが、杨凯荣(2006：56)では、“光从及物性似乎

还难以说明处所宾语的位置。因为‘来/去’独立充当谓语动词时可以带处所宾语(如：

他昨天来/去学校了。)。”と反論した。 

杨氏は次のように主張した。 

 

DV（注：C1）表示非指示性路径，因此需要由一个非指示性的客观场所作

为其陆标，而“来／去”表示指示性的方向，因此能以说话者作为陆标而不出

现客观的场所作为其宾语……从“来／去”来看，虽然在单独充当谓语时既可

以带处所宾语又能表示指示性方向，但与“进”共现时，在对处所宾语的需求

度上竞争不过“进”，所以只能放弃对处所宾语的要求，从而维持其指示性方

向的功能……因此处所宾语只能放在 DV 和“来／去”的中间。 

 

小論は杨氏の意見に納得できる。つまり、C1 の場所客語に対しての依存度が C2

より高く、C1 と場所客語が隣接する方向に向かうためである。例えば、話し手が

食堂で“来”と言った場合、場所客語を言わなくても、「食堂」に来ることが分か

る。しかしそれに対して、同じ場所の食堂で“上”、“下”、“过”などを言っても、

行くべき場所がはっきりしない。これは場所客語が受動客語と異なり、C1 類補語

動詞の後ろに限定される原因の一つと考えられる。  

 

（ⅲ）存現客語 

元明時代になると、「VC1C2」方向式に存現客語を伴う例が出現した。存現客語は

人或いは物の存在、出現、消失などを表しており、3 種類の客語のうち、「VC1C2」

方向式に現れるのが最も遅かった客語である。例えば、“生出歹人来”（原本《老
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乞大》）、“降下来魔头”（《西游记》第 51 回）がある。つまり、「VC1C2」方向式が存

現客語を伴う場合、「V+C1+O+C2」と「V+C1C2+O」式は見られるが、「V+O+C1C2」の例

は見られない。元明時代になると、受動客語或いは場所客語を伴う「V+C1+O+C2」

方向式の生産性が向上し、存現客語を伴う「V+C1+O+C2」方向式はおそらくそれに

触発（“类推”）されて出現したと考えられる。また、話し手が存現客語を新しい

情報として強調したい場合、「V+C1C2+O」方向式を使用する傾向が窺える。このほ

かに、存現客語を伴う「V+C1+O+C2」方向式と「V+C1C2+O」方向式は、動作の完結度

に微妙な差異が存在しているが、詳細な分析は今後の課題とする。 

 

7.2.3 「V+C」可能式における客語の位置変遷 

 「V+C」可能式の補語は“得”である。宋代白話文献において、「V+C」可能式が

客語を伴う場合、肯定形式では、「V+得+O」が多く使用されている（例 105“成就

得人”《河南程氏遗书》卷 3）が、「V+O+得」の例もたまに見られる（例 108“做静

得”《朱子语类》卷 96）。否定形式では、「V+O+Neg+得」が最も多く見られる（例

133“渡江不得”《三朝北盟会编・绍兴甲寅通和录》）が、ほかに「V+Neg+得+O」

（例 136“救不得病”《朱子语类》卷 107）、「Neg+V+得+O」（例 138“未当得向上

宗乘中事”《碧岩录》2 则）と「Neg+V+O+得」（例 141“不出乡得”《朱子语类》

卷 111）の形式もある。つまり、「V+C」可能式が客語を伴う場合、「V+得+O」と「V 

+不得+O」のような肯定形式と否定形式の対称関係はまだ形成されていない。  

 太田辰夫（1958：231）では、次のような分析を行った。 

 

後置された《不得》が不可能をあらわすことは後置された《得》が可能を

あらわすよりも早くからおこなわれた。これは助動詞63の《不得》が實は補

動詞64から出たため、はじめから可能の意味をもっていたことによる（これ

に反し助動詞の《得》は獲得の意味の動詞から出たため、可能に轉ずるまで

に時間を要したのであろう）。賓語をとるばあい、古くは賓語を《不得》の

まえにおいた。このことも《不得》ががんらい補動詞であったことを暗示し

ている。 

 

逆に言えば、可能性を表す“得”と“不得”は必ずしも同じ来源から出たもの

ではないことが「V+C」可能式の肯定形式と否定形式における客語の位置に対称関

                                                   
63 太田辰夫（1958：17）では、「助動詞は動詞の付属語で（例：“～起”、“～得”など）、

いわゆる前に置く助動詞、すなわち本書でいう補動詞はこれに含まれない」としている。 
64 太田辰夫（1958：16）では、「結合的支配連語を構成する前の語（例：“肯”、“应该”

など）を補動詞と名づける」としている。  



146 

 

係が見られない原因であると考えられる。 

宋代白話文献に、「V+得+O」と対称関係を持つ「V+Neg+得+O」式が見られた（例

136“救不得病”《朱子语类》卷 107、例 137“说不得万千寂寞”《刘知远诸宫调》

卷 12）が、用例はまだ少ない。元代になると、「V+Neg+得+O」式が主な否定形式と

して定着する。易丹（2006：48）によると、“可能补语的否定式‘VO 不得’的用

例只在代表南方语言的《琵琶记》和《直说通略》中见到，有可能‘VO 不得’体现

的是一种南方口语的特点。”と主張している。また、李思明（1992：52）の考察に

よると、明代末期の《金瓶梅》では「V+Neg+得+O」式が「V+C」可能式の否定形式

の 94.3％を、清代の《红楼梦》では「V+Neg+得+O」式が「V+C」可能式の否定形式

の 97％を占めている。以上の事実から、「V+C」可能式が客語を伴う場合、肯定形

式と否定形式の対称関係は、元代以降にはほぼ形成されたことが分かる。 

「V+C」可能式の否定形式が「V+O+Neg+得」から「V+Neg+得+O」式に変化するの

はその肯定形式「V+得+O」に類推されたと考えられる。「V+Neg+得+O」式は生産性

に富んでおり、一旦出現すると、徐々に「V+O+Neg+得」式に取って代わった。宋

代白話文献に見られる「V+O+Neg+得」式が現代中国語の“普通话”では消失した

（附録 2 参照）が、一部の南方方言には保留されている。例えば、湖南長沙方言

に“松手不得”、“骂他不得”、“吃饭不得”などの言い方がある65。このことは可

能式の推移には地域的差異があることを物語っている。北方方言では可能式の変

化がより速く、南方方言では保守的な傾向が見られる。 

 

第三節 動補構造用法の変遷 

 中国語文法史から見ると、宋代白話文献における動補構造は3つの道を辿る。一

部は現代中国語の“普通话”にそのまま受け継がれた(例えば、「V+C」結果式、

「V+C」方向式、「V+得+C」様態式、「V+得+C」可能式など)。一部は現代中国語

の“普通话”には見られなくなる(例えば、「V+得+C」結果式、「V+取+C」結果式、

「V+得+C」方向式、「V+取+C」方向式、「V+却+C」方向式、「V+将+C」方向式、

「V+得+将+C」方向式など)。一部は宋代と表現の相違点が見られるものの現代中

国語の“普通话”に残っている(例えば、「V+C」可能式)。本節は、①六つの方向

式の変遷、② 可能式の変遷の2つの問題に絞って、それらの歴史変遷と変化の傾

向を分析する。 

7.3.1 六つの方向式の変遷 

宋代白話文献において、「V+C」方向式・「V+得+C」方向式・「V+取+C」方向式・

「V+却+C」方向式・「V+将+C」方向式・「V+得+将+C」方向式の6つの構造が方向

                                                   
65 黄伯荣（1996：298～300）による。 
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義を表すことができる。同時代に同じ方向義を表す複数の構造が存在することは

言語の経済原則に反することである。現代中国語の“普通话”では、6つの構造の

うち、「V+C」方向式だけが残され、ほかの5つの構造は淘汰された（附録1参照）。

それは言語体系が調整を行った結果であり、言語発展の明確性を反映している。 

本章第一節ですでに述べたように、「V+得+C」方向式・「V+取+C」方向式・「V+却

+C」方向式・「V+将+C」方向式・「V+得+将+C」方向式と「V+C」方向式は情報伝達

の機能においてほぼ同じはたらきをする。現代中国語の“普通话”では方向義の

表現形式は１つだけに集約されるため、6 つの構造はその後の生き残りをかけて争

うことになる。 

形式から見ると「V+得+C」方向式・「V+取+C」方向式・「V+却+C」方向式・「V+将

+C」方向式・「V+得+将+C」方向式の方は文法標識の“得”、“取”、“却”、“将”が

ある点で「V+C」方向式より複雑である。すなわち、文法標識がある構造は「有標」

であり、文法標識がない構造は「無標」である。無標の方が代表性があり、言語

運用の点からも「経済的」であるために、より人々に受け入れられやすい。  

使用頻度から言えば、用例の多い構造が優位を占めやすい。《碧岩录》の使用状

況を例として挙げよう。《碧岩录》において、「V+C」方向式が 535 例あるのに対し

て、「V+得+C」方向式が 8 例、「V+将+C」方向式が 26 例、「V+得+将+C」方向式がわ

ずか 2 例で、「V+取+C」方向式と「V+却+C」方向式は見られない。つまり、「V+C」

方向式の使用頻度がほかの 5 つの方向式より圧倒的に高いことが分かる。 

また、各成分との結合能力が強い構造が残りやすい。《碧岩录》では、「V+C」方

向式の補語動詞は“下”、“出”、“入”、“来”、“去”、“起”、“过”、“开”、

“回”、“归”、“到”、“至”、“下来”、“入去”、“出来”、“出去”、“起来”、

“回来”、“过去”など 19 個あるのに対して、「V+得+C」方向式の方向補語は“来”、

“去”、“出来”、「V+将+C」方向式の方向補語は“来”、“去”、“出去”、“过来”、“下

来”、“出来”、「V+得+将+C」方向式の方向補語は“来”しか見られない。《景德传

灯录》と《朱子语类》に見える「V+取+C」方向式の方向補語は“来”、“去”であ

り、《景德传灯录》における「V+却+C」の方向動詞は“去”しか見られない。つま

り、宋代白話文献において、「V+C」方向式の補語の種類がほかの方向式の補語よ

り豊富であることが分かる。 

以上述べたことをまとめると、「V+C」方向式は「無標」の構造として、使用頻

度がほかの方向式より高く、補語成分との結合能力がより強いため、その後「V+

得+C」方向式・「V+取+C」方向式・「V+却+C」方向式・「V+将+C」方向式・「V+得+将

+C」方向式は淘汰された。 

そのほか、中国語助詞体系の調整も「V+得+C」方向式・「V+取+C」方向式・「V+

却+C」方向式・「V+将+C」方向式・「V+得+将+C」方向式が中国語文法史において消
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失した原因の一つであると考えられる。宋代における動態助詞の使用はまだ定着

していないので、“得”、“将”、“取”、“却”なども「V+P+C」方向式に現れる。し

かし、動態助詞“得”、“将”、“取”、“却”などが「V+P+C」の P(Particle、つまり

文法標識)の位置に置かれると、それらの動態義がさらに虚化し、ただ「動作の実

現・完了」だけを表す。宋代になると、動態助詞“了”も「動作の実現・完了」

を示すことができるようになる。動態助詞が複数あることは、言語の経済原則に

逆らうことであり、好ましくない。動態助詞“了”の使用範囲は動態助詞“得”、

“将”、“取”、“却”よりも広いため、ひとたび“了”が優勢になると、“得”、“将”、

“取”、“却”は衰退していく。 

 「V+得+C」方向式・「V+取+C」方向式・「V+却+C」方向式・「V+将+C」方向式・「V+

得+将+C」方向式が現代中国語の“普通话”では用いられなくなったが、「V+得+C」

方向式と「V+将+C」方向式は一部の方言に残されており、その用法はわれわれが

中国語文法史における動態助詞“得”と“将”の変遷を解明するのに、有力な証

拠を提供している。 

 

7.3.2 可能式の変遷 

 宋代白話文献における可能を表わす動補構造には、「V+C」可能式と「V+得+C」

可能式の 2 種類がある。「V+C」可能式の肯定形式は「V+得」、否定形式は「V+不得」

である66。「V+得+C」可能式の否定形式は「V+不+C」である。「V+得/不得」可能式

は能力的に或いは条件・情理上から述語動詞の示す動作が実現する可能性を表す。

一方、「V+得/不+C」可能式は述語動詞の表す動作・行為が実現して補語 C の示す

結果に至る可能性を表す（比較：例 123“识得”― 例 415“识得明白”）。つまり、 

「V+得/不+C」可能式は「V+得/不得」可能式より表現の正確性に長けている。 

宋代白話文献において、「V+得/不得」可能式は「V+得/不+C」可能式より多用

される。《碧岩录》での「V+得/不得」可能式と「V+得/不+C」可能式の出現回数

の比率は約1.7：１である。《老乞大》四版本における動補構造を考察した結果、

元代の原本《老乞大》では、「V+得/不得」可能式と「V+得/不+C」可能式の出現

回数の比率は5.5：１であり、明代の《老乞大谚解》では、「V+得/不得」可能式

と「V+得/不+C」可能式の出現回数の比率は7：１であり、清代の《老乞大新释》

では、「V+得/不得」可能式と「V+得/不+C」可能式の出現回数の比率は１：1.4で

あり、清代の《重刊老乞大》では、「V+得/不得」可能式と「V+得/不+C」可能式

の出現回数の比率は約１：1.1であることが分かった。つまり、明代以降、「V+得

/不得」可能式の使用頻度が低くなり、「V+得/不+C」可能式の使用が増加したこ

                                                   
66 宋代白話文献における「V+C」可能式の否定形式には、否定詞は“不”、“未”がある

が、記述上の便宜をはかるため、ここでは“不”を代表として「V+不得」と表記する。  
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とが分かる。 

明代の《老乞大谚解》と清代の《老乞大新释》の比較を通して、明代の《老乞

大谚解》に見える43例の「V+得/不+C」可能式が清代の《老乞大新释》では、13例

しか保留されていないことが明らかになった。ほかの30例のうち、12例が「助動

詞+V」構造に替えられ（例えば、“到的北京么→能到北京么”）、9例が「V+得/

不+C」可能式に取って代わられ（例えば、“买不得→买不来”）、1例が「助動詞

+V+得」構造に変わった（例えば、“省的→能懂得”）。残りの8例がその他の変

化を経た（例えば、“说不得→不懂”、“省得→知道”）。 

以上の事実から、清代になると「助動詞+V」構造と「V+得/不+C」可能式が「V+

得/不得」可能式に取って代わる傾向が現れたことが分かる。換言すれば、助動詞

の発展および「V+得/不+C」可能式の発展が「V+得/不得」可能式の使用頻度が低

くなった原因であると考えられる。 

 また、宋代白話文献において、「V+得/不得」可能式は能力的に或いは条件・情

理上から述語動詞の示す動作が実現する可能性を表すが、現代中国語の“普通话”

では、その使用範囲が制限されている。太田辰夫（1958：229）では、「A式（注：

「V+得/不得」可能式）は現代語では可能というよりはすこしく意義が轉じて、許

容＜……してよろしい＞という意味に使われることも多い。」と指摘している。

刘月华（1980：255）では、次のように分析を行った。 

 

C1类“V+得/不得”（例：“开不得口”）表示“主、客观条件是否容许实现

某动作”，在普通话里用得很少……C2 类“V+得/不得”（例：“小看不得”）表

示“情理上是否许可”，除疑问句外，C2 类可能补语只用否定形式。这是因为

此类可能补语一般用来表示规劝、提醒或警告，说明不要做或避免出现“不得”

前的动词或形容词所表示的动作或情况，否则会带来不良后果。  

 

例えば、“牛奶太烫，喝不得。”という表現には、「この熱い牛乳を飲んだら、

やけどなど被害を受ける恐れがある」という意味が含まれている。  

 しかし、現代中国の一部の方言では、このような制限がなく、「主観的な能力」

或いは「条件上の可能性」を表すこともできる。例えば、広東広州方言と陽江方

言には、“今日佢去得吗？（今天他也能去吗？）”67などの言い方があり、この“得”

は「条件上の可能性」を表す。 

 

 

                                                   
67 黄伯荣 1996：780 による。 
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第四節 動補構造における補語語彙の変遷 

 徐时仪（2009：72・132）は語彙の変遷について、 

 

语言是随着社会的产生和发展而产生和发展的，语言中的词是语言最基本

的成分，也是语言成分中最具生命力的底层单位。词汇对社会的变化极为敏感，

生产的发展，新事物的出现，制度的因革，风习的改变，无一不在词汇中迅速

反映出来……词汇系统的开放性体现在词汇不是凝固不变的，而是不断地发展

变化着的。 

 

と述べている。 

宋代白話文献における動補構造の補語語彙は、現代中国語の“普通话”にその

まま受け継がれたものもあれば、“普通话”では使われなくなったものもある。

例えば、「V杀」結果式の“杀”、「V入来」方向式の“入来”、「V入去」方向式

の“入去”、「V起去」方向式の“起去”などは使用されなくなった。 

宋代白話文献ではニュアンスが非常に近い「V 杀」結果式と「V 死」結果式が平

行して出現する（例えば、例 21“打杀”、例 29“坠死”）が、使用頻度は異なる。

禅宗語録《碧岩录》では、「V 杀」結果式が 51 例あるのに対して、「V 死」結果式

は僅かに 1 例しか見られない。つまり、用例は「V 杀」結果式の方が圧倒的に多い。

また、51 例の「V 杀」結果式のうち、15 例の“杀”は具体的な「死亡」義を表す

が、36 例の“杀”は心理活動或いは感情を表す動詞の後ろにつき、「死亡」義では

なく、「動作・行為の甚だしさ」の程度義を表している（例えば、“惊杀人”《碧岩

录》26 则、“笑杀天下人”《碧岩录》21 则）。一方、「V 死」結果式の“死”は「死

亡」義を表す例だけだった（例えば、例 81“打尔鹞子死”《碧岩录》12 则）。換

言すれば、宋代白話文献において、「V 杀」結果式は「程度の甚だしさ」を表せる

が、「V 死」結果式はその用法は見られなかった。明代からは「程度の甚だしさ」

を表す「V 死」結果式が少量現れる。例えば、“羞死了人”《初刻拍案惊奇》、“吓死

了人”《二刻拍案惊奇》（吴福祥 2000：47 による）。香坂順一（1983：168）では、

「この（“杀”と“死”の）交替の時期がいつであったが、はっきりしたことはわ

からない……《紅楼夢》では、一応“～死”の優勢をみる。」と指摘している。現

代中国語の“普通话”では、宋代とは逆に「V 杀」結果式は見られず、「V 死」結

果式が使われている。しかし、一部の南方方言には「程度の甚だしさ」を表す「V

杀（煞）」式が保留されている。例えば、呉方言では、“吓煞人”の用法がある（袁

家骅等 1960：99 による）。 

 宋代白話文献に見られる「V 入来」方向式は元、明、清代の文献ではあまり見ら

れないが、「V 入去」方向式はまだ多用されている（例えば、“撞入水去”［元代］
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原本《老乞大》・［明代］《老乞大谚解》、“进入去” [清代]《红楼梦》第 35 回、“搬

入去”［清代］《老残游记》第 15 回）。現代中国語の“普通话”になると、「V 入

来/入去」方向式は見られず、同様の意味を表す「V 进来/进去」方向式が現れた68。

つまり、意味・用法において補語動詞“入来”、“入去”が“进来”、“进去”に取

って代わられた。黄伯荣（1996：287～288）によると、一部の南方方言、例えば

福建厦門方言と広東陽江方言に、“入来”、“入去”が残っており、意味は“普通话”

の“进来”、“进去”と同じである。 

「V 起去」方向式は南宋の《朱子语类》には稀に見られ（例 299“说起去”、例

300“推起去”など）、元、明、清代の文献でも使用されている。例えば、“放起去”

［元代］《元曲选外编・绯衣梦一折》、“跳起去”［明代］《西游记》第 75 回（钟兆

华 1988：381 による）、“收起去”[清代]《红楼梦》第 43 回（邢福义 2002：103

による）。現代中国語の“普通话”では、「V 起去」方向式が使われなくなった69。

その原因について、香坂順一（1983：193）では、 

 

“～起”はある事態の開始であり、これは新しいものを発見した語感をお

びる。発見は自らに受け止めることであるから、どうしても接近感が強くな

る“起来”が多く用いられるのはこのためで、“起去”は“起来”より方向

をいっそう理性的に確かめた上での発言である。 

 

と指摘している。钟兆华（1988：384）では、次のような分析を行った。 

 

     总起来说，明清之际，“起去”发生了新的变化，“离去”的意思逐渐

减弱，而“起”的意思占主导地位。这种变化产生的结果，便是“起去”向

“起来”靠近，以至于互相混用。这是一个方面，是从“起去”的角度来观

察的。另一方面，如果从“起来”的角度看，我们也发现它的使用范围不断

扩大，也产生了原为“起去”所具备的用法……加上“起来”的使用又远比

                                                   
68 補語動詞“进”について、太田辰夫（1958：212）では、「宋代まではほとんど用いら

れることなく、元代になって用いられるようになったもので、それまでは《入》が用いら

れた。」と指摘している。 
69 邢福义（2002）は、現代中国語の“普通话”、現代中国語の方言、及び古代中国語、近

世中国語での用例から、“笔者一向以为‘起去’能说。既能独用，也能作补语。”という

見解を導き出した。邢氏の説に対して、马晓琴（2007）では、“其实，这些现当代文学作

品,比如邢福义先生（2002）举到的《骆驼祥子》、《四世同堂》、《吕梁英雄传》、《三

里湾》、《红旗谱》、《李自成》、《绿化树》、《白鹿原》、《羊的门》等,虽然是用现

代汉语普通话的语言写成的,但是为了贴近生活,为了人物形象的真实性,作者在作品中往往

夹杂使用方言或土话的词汇和语法成分。这些文学作品中‘起去’的使用,正是现代汉语方

言情况的反映,而不是普通话用法的反映。”と反論した。小論は马氏の意見に賛成する。  
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“起去”活跃，两方面的因素结合在一起，就发生了这样一种情形，即“起

去”逐渐被取代，在普通话中失去了它原有的地位，以至渐渐消失。 

 

「V 起去」方向式は現代中国語の“普通话”で使われなくなったが、一部の方言

には保留されている。例えば、湘方言では、“拿起去”、“爬起去”、“带起去”（黄

伯荣 1996：287、崔振华 2007：66 による）、陜西方言では、“飞起去”、“放起去”

（马晓琴 2007：58 による）などの用法が残っている。“入来”、“入去”と“进来”、

“进去”の交替、「V 起去」の消失は、宋代と現代で同一の語彙に対する認識と用

法に明確な相違が存在することを示している。  

語彙の交替が発生することは「言語は時代とともに変化していく」という客観

的な法則と合致している。通時的な視点から見れば、使用範囲が狭く、使用頻度

が低い語彙は頻繁に且つ広く使われる語彙に取って代わられやすい。補語語彙の

①“杀”と“死”、②“入来/入去”と“进来/进去”、③“起去”と“起来”の入

れ替えがそのよい例である。 
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 [附録 1]：宋代と現代中国語“普通话”の動補構造の類型比較 

 

類 型 宋 代 現 代 

V+C 

VC 結果式 见彻此事 看透这件事 

VC 可能式 怎住得 怎么住得 

VC 方向式 拈起拄杖 拿起拄杖 

V+P+C 

V 得 C 結果式 不曾参得透 なし 

V 得 C 方向式 将得笔来 なし 

V 得 C 様態式 看得眼睛都疼 看得眼睛都疼 

V 得 C 可能式 睡得着 睡得着 

V 取 C 結果式 理会取透 なし 

V 取 C 方向式 将取去 なし 

V 却 C 方向式 失却去 なし 

V 将 C 方向式 送将来 なし 

V 得将 C 方向式 举得将来 なし 

 

（注：表中の現代中国語“普通话”の挙例は筆者が宋代の例を現代語訳したもの

である。） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



154 

 

 [附録 2]：現代中国語“普通话”における宋代各類型動補構造の保留状況70 

 

（1）「V+C」結果式 

 宋 代 現 代 

VC 
你等诸人夜间眠熟，不知一切。 

《景德传灯录》 

写完了，还没容得再看一遍，她就

穿着衣服倒在床上睡着了。 

《青春之歌》 

VCO 
及俊口内中箭，射落二齿。 

《挥麈录》 

你三枪打掉了本县的帽子。 

《红高粱》 

VOC 会即打尔头破。《碧岩录》 なし 

VO1CO2 
至理一言，点凡成圣。 

《景德传灯录》 

炼铁成钢（成語） 

化百炼钢为绕指柔（俗語） 

NegVC 为什么不曾逢着。《碧岩录》 

她本来想，要是见到刘大姐或江华，

向他们要一点儿钱，但是没有见到。 

《青春之歌》 

NegVCO 
其分水岭即无山名，元不指定的实

去处。《续资治通鉴长编》 

他没听明白爸爸说他们是象什么。 

《活动变人形》 

VNegC 跳不得者点额而回。《碧岩录》 なし 

VONegC 
举前语未了，保福以手掩其僧口。 

《景德传灯录》 
なし 

 

 

（2）「V+得+C」結果式と「V+取+C」結果式 

 宋 代 現 代 

V 得 C 终被他做得成。《朱子语类》 なし 

V 得 OC 少间看得道理通时，自然晓得。《朱子语类》 なし 

V 得 CO 
如今须是把得圣贤言语，凑得成常俗言语，方是。 

《朱子语类》 
なし 

NegV 得 C 原来不曾参得透。《碧岩录》 なし 

NegV得 OC 不曾商量得些子处了当。《续资治通鉴长编》 なし 

V 取 C 今既要理会，也须理会取透。《朱子语类》 なし 

 

                                                   
70 現代中国語の“普通话”における動補構造の用例は[中日对译语料库（第一版）]（北京

日本学研究中心）から検索した。 
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（3）「V+C」可能式 

 宋 代 現 代 

V 得(O) 克得一件，其余自正。《河南程氏遗书》 
老大伯，您还认得我？ 

《青春之歌》 

VO 得 怎生说做静得？《朱子语类》 なし 

VNeg 得 北朝得南朝地岂守不得？《三朝北盟会编》 
中间那辆流大米的汽车，进

不得退不得……《红高粱》 

NegV 得 如今人不理会得。《碧岩录》 
穿件漂亮衣裳你就不认得

了？《青春之歌》 

VONeg 得 
若军前差人，则城中束手，做事不得矣。 

《建炎以来系年要录》 
なし 

VNeg 得 O 说不得万千寂寞。《刘知远诸宫调》 
我老头见不得这个。 

《青春之歌》 

NegV 得 O 
直饶棒如雨点，喝似雷奔，也未当得向上

宗乘中事。《碧岩录》 

姥姥不认得什么字。 

《活动变人形》 

NegVO 得 税有轻重，如何不出乡得？《朱子语类》 なし 

 

（4）「V+得+C」可能式 

 宋 代 現 代 

V 得 C 若辨明得出，不辜负雪窦。《碧岩录》 
静珍可是说到做到，什么都

做得出的。《活动变人形》 

V 得 OC 荀卿诸赋缜密，盛得水住。《朱子语类》 なし 

V 得 CO 
当时若跳得出五步外活时，便能成群去趁

虎。《碧岩录》 

你能离得开你脚底下这块

文明古国的故土吗？ 

《活动变人形》 

VO 得 C 
若自家无所守，安知一旦立脚得牢！ 

《朱子语类》 
なし 

VNegC 为什么画不成？《景德传灯录》 
每拨睡五个钟头，反正明天

也走不成。《插队的故事》 

NegV得 OC 
若不理会得是非分明，便不成人。 

《朱子语类》 
なし 

VONegC 若更周遮，一时求路不见。《碧岩录》 なし 

VNegCO 
立着底三娘，敛定羞娥，说不尽怕。 

《刘知远诸宫调》 

她的心里说不出来是多么

高兴……《青春之歌》 
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（5）「V+C」方向式 

 宋 代 現 代 

VC 
在外面百方做计，壹钱也要将

归。《朱子语类》 

拿来我看看，开开眼，长长见识！  

《金光大道》 

VCO 
掉下个折针也闻声。 

《刘知远诸宫调》 

课堂里静得连掉下一根针也都可以听

见了。《青春之歌》 

VOC 
与我将那个铜瓶来。 

《景德传灯录》 

女生仍都围在四周，想帮点忙似的，提

醒应该拿一个盆来，再拿一个盆来。

《插队的故事》 

VC1C2 
那个是禅床？指出来。 

《景德传灯录》 

反正我认准了党给指出来的这条道儿，

跟着大泉你们干就是了。《金光大道》  

VO 受/結 C1C2 
须知古人吐一言半句出来，不是

造次。《碧岩录》 

吵了半天，气得我要砸锁，我哥哥才从

他手里要出钥匙，放我出来了。 

《金光大道》 

VC1O 受/結 C2 维那拽起我来。《景德传灯录》 
她们都退却，开始骂腿底下的娃不听

话，依旧拿起鞋底来纳。《插队的故事》 

VC1C2O 受/結 
它做出来多少大一件事！ 

《朱子语类》 

周姜氏打开右面的一扇小门，从显得黑

黝黝的匣中之匣里端出来一碟水泡木

刨花。《活动变人形》 

VC1O 場 C2 
此言龙牙走入死水中去。 

《碧岩录》 

我一直看着那汉子走上站台，走进一

间黄色的小屋去。《插队的故事》 

VC1O 存 C2 なし 
正在他心里纳闷的当儿，从里边楞楞冲

冲地跑出一个人来……《金光大道》 

VC1C2O 存 なし 
忽然这时门响了，跑出来一个孩子。 

《活动变人形》 

NegVC（O） 
文字尽在朝廷，括非本职，不曾

将来。《续资治通鉴长编》 

她没有说出底下的话，但是道静却猜

到了她的意思。《青春之歌》 

 

（6）「V+取+C」方向式と「V+却+C」方向式 

 宋 代 現 代 

V 取 C 要头将取去。《景德传灯录》 なし 

V 取 OC 抱取猫儿去。《景德传灯录》 なし 

V 却 C 若转头换脑，即失却去也。《景德传灯录》 なし 
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（7）「V+得+C」方向式と「V+将+C」方向式 

 宋 代 現 代 

V 得 C 十月二十日以前须到得来。《建炎以来系年要录》 なし 

V 得 OC 还将得马师真来否？《景德传灯录》 なし 

NegV 得 C 不将得来。《景德传灯录》 なし 

NegV得 OC 如今未曾看得正当底道理出。《朱子语类》 なし 

V 得 C1C2 道得出来，百发百中。《碧岩录》 なし 

V 得 OC1C2 趁得百十钱归来，也无顿放处。《朱子语类》 なし 

V 将 C 不是药者採将来。《碧岩录》 なし 

V 将 OC 把将虚底来。《景德传灯录》 なし 

V 将 C1C2 黄河头上，泻将过来。《碧岩录》 なし 

V 将 OC1C2 他生将物出来，便见得是能。《朱子语类》 なし 

V 将 C1OC2 待寻得见了，好与夺下，却赶将出门去！《朱子语类》 なし 

V 得将 C 一切公案语言，举得将来，便知落处。《碧岩录》 なし 

 

 

（8）「V+得+C」様態式と特殊な「V+N+V」様態式 

 宋 代 現 代 

V 得 C 
射得煞好，南朝射者尽若是乎？ 

《三朝北盟会编》 

罗汉大爷……把圈里的一切都看得

清清楚楚。《红高粱》 

V 得 OC 便是看得文字粗疏。《朱子语类》 なし 

V 得 NegC 
东坡是甚么样会辩！也说得不甚

切。《朱子语类》 

他说话，爸爸爱指出他哪个词用得不

恰当。《活动变人形》 

V得 ONegC 
学者贪做工夫，便看得义理不精。 

《朱子语类》 
なし 

V 得 NV 
恼得兄嫂生嗔怒，等你来时节没轻

恕。《刘知远诸宫调》 
气得他火冒三丈……《金光大道》 

VNC 
諕（吓）匹夫急抬头觑。 

《刘知远诸宫调》 
なし 
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第八章 結 論 
 

小論では、宋代中国語の口語を代表する信憑性の高い白話文献を幅広く調査し、

そこに見られる動補構造の各類型を詳細に分類し、典型的な用例を挙げながらそ

の形式と意味の両面から分析を行った。形式的な面としては、主に動補構造の各

要素（例えば、述語・補語・客語など）の音節上の特徴・文法機能・位置関係、

及び動補構造とほかの文法構造との結合状況について考察した。意味的な面とし

ては、文脈を考慮した上で、主に補語の語義特徴及び補語の語義対象を分析した。

さらに、宋代白話文献間の共時研究を行うと同時に、ほかの時代と比較対照を通

しての通時研究も行うことにより、宋代白話文献の動補構造の総合的な研究を行

った。上述の手法による分析から、宋代白話文献における動補構造は以下の特徴

があると判明した。 

１）述語動詞は単音節動詞に限らず、二音節動詞、多音節動詞も用いられる。

二音節動詞は並列連語のほかに、修飾連語、動補連語なども見られる。中国語の

動補構造は、述語動詞の長さによる新たな変遷があることを反映している。  

２）補語成分が多様化した。「V+C」結果式には、動詞補語以外に形容詞補語も

よく見られる。「V+得+C」様態式の補語は、動詞性・形容詞性成分はもとより、連

語、さらにセンテンスさえも補語になれる。「V+C」方向式の補語動詞は現代中国

語の“普通话”より種類が豊富であり、“入来”、“入去”、“起去”などの例

も存在していた。 

３）類似する意味を複数の構造で表すことができる。例えば、「V+C」・「V+得+C」・

「V+取+C」・「V+却+C」・「V+将+C」・「V+得+将+C」の 6 つの構造はともに方向義を表

すことができる。こうした形式の剰余性は、表現の明確性の原則に反することで

あるため、言語体系内で次第に限られた形式へと整理されていく。現代中国語の

“普通话”では、「V+C」方向式の 1 つしか残っていない。「V+C」方向式は文法標

識がない「無標」構造であり、代表性と経済性を備えているために、より人々に

受け入れられやすい。 

４）同一の動補構造で異なる意味を表すことができる。例えば、「V+得+C」動補

構造は結果義、方向義、様態義、可能義の異なる 4 種の意味を表現できる。現代

中国語の“普通话”では、「V+得+C」動補構造は様態義と可能義しか表現できなく

なった。このことは言語の発展にともない、構造の語義表現が明確化の方向へ変

化してきたことを反映している。 

５）「V+C」結果式、「V+C」方向式、「V+得+C」結果式、「V 得 C1C2」方向式、「V

得 C」様態式、「V 得 C」可能式、「V 将 C」方向式などが受動式・処置式と共起す

る例が確認された。これらは、一部の動補構造がほかの文法構造と結合できる可
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能性が広がったことを物語っている。  

６）一部の頻繁に使用される動補構造は用法が固定し、単語化する傾向が見ら

れる。例えば、「V+C」可能式に属する“免得”、“舍得”、“认得”、“不消得”、“舍

不得”などがある。ここでは補語動詞“得”が独立性を失い、補充性語素になっ

ている。 

７）宋代白話文献における動補構造の共通点は、「V+C」動補構造（その中には

「V+C」結果式、「V+C」可能式、「V+C」方向式を含む）の用例が豊富であり、その

用法も全文献で非常に類似している。 

８）宋代の禅宗語録と宋儒語録における「V+得+C」結果式、「V+得+C」方向式、

「V+得+C」様態式、「V+得+C」可能式、「V+将+C」方向式などの用例は史籍と諸宮

調での用例よりも多い。このことは語録がほかの文献に比べ口語的な性格がより

強く、表現の自由度が高いことを反映している。 

９）史籍に見える「VC1C2」方向式、「V+得+C」結果式、「V+得+C」方向式、「V+得

+C」様態式の使用頻度は同時代の禅宗語録、宋儒語録に比べると低い。また、形

容詞が「V+C」結果式の補語になる例はより少ない。その理由は史籍の口語資料が

主に申し状、外交交渉の記録などであり、その内容は事実に忠実で簡潔明瞭な表

現で書かれていることによる。そのほか、史籍における「V+得+C」可能式は肯定

形式でも反語文に使われることが多く、実質的には強い否定を表している。この

ような表現は、交渉手段の一種、もしくは習慣的な表現ではないかと推測してい

る。つまり、反語文を使い、否定の語気を一層強調している。  

10）禅宗語録と宋儒語録に比べて、諸宮調では「VC1C2」方向式、「V+得+C」様態

式はあまり用いられない。また、諸宮調には例 384“諕（吓）翁翁岂敢抬头”（《刘

知远诸宫调》卷 1）のような構造助詞“得”を省略した特殊な「VNV」様態式が 3

例見られる。それは諸宮調の文学的性質、つまり曲調に台詞を合わせる必要があ

るため、台詞の長さが制限されることに関連していると考えられる。 

11）「V+得+C」結果式、「V+得+C」方向式、「V+将+C」方向式は宋代の北方方言で

はあまり使用されないが、宋代の南方方言ではよく用いられている。このような

言語事実から、宋代では言語の地域的差異が存在することが分かる。また、「V+得

+C」結果式が「V+C」結果式へ、「V+得+C」方向式・「V+将+C」方向式が「V+C」方

向式へと合流する文法化の趨勢に関しては、北方方言は南方方言より変化が早い

と推測できる。 

12）北宋と南宋の文献を比べると、南宋の文献における一部の動補構造（例え

ば、「VC1C2」方向式、「V+得+C」方向式、「V+将+C」方向式など）の補語動詞はより

豊富であり、意味表現も多様になったことから、補語成分が時代とともに徐々に

発展してきたことが分かる。 
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13）宋代の禅宗語録、宋儒語録と史籍における「V+C」可能式が、客語を伴う場

合に観察できる肯定形式と否定形式の対称関係は、まだはっきり形成されていな

いが、《刘知远诸宫调》では現代中国語の“普通话”と同様に「V+得+O」式と「V+Neg+

得+O」式のように肯否の対応関係が統一されている。この言語事実から、《刘知远

诸宫调》における「V+C」可能式は同時代の他の文献に見られる「V+C」可能式よ

りも現代中国語に近づいており、その変化は他の文献に比べ一歩先を進んでいる

ことが読み取れる。この差異が現れた理由は、ただ単に諸宮調という文学様式に

関係する問題であるのか、それとも《刘知远诸宫调》の成立時期が他の文献より

年代が下るためなのかという点については、更に深く研究する必要がある。  

14）「V+取+C」動補構造は一部の南方方言を反映する文献に見られるが、北方方

言を反映する文献ではあまり使用されていない。《景德传灯录》における「V+却+

去」方向式は同時代のほかの文献には見られない。「V+得+将+C」方向式は禅宗語

録《景德传灯录》と《碧岩录》にしか見られない。このことから、この３種類の

構造は生産性に欠けていることが分かる。  

15）宋代白話文献に見られる「V+得+C」結果式、「V+得+C」方向式、「V+将+C」

方向式、「V+得+将+C」方向式、「V+取+C」結果式、「V+取+C」方向式、「V+却+C」方

向式などは現代中国語の“普通话”では見られなくなった。この 7 つの構造が消

失した主な原因は次のように考えられる。ⅰ）動態助詞“得”、“将”、“取”、“却”

が「V+P+C」動補構造の P(Particle、つまり文法標識)の位置に置かれ、その位置

変化により虚詞化した。ⅱ）「V+得+C」結果式と「V+C」結果式の競争による淘汰、

「V+P+C」方向式（「V+得+C」方向式・「V+将+C」方向式・「V+得+将+C」方向式・「V+

取+C」結果式・「V+取+C」方向式・「V+却+C」方向式の 6 つを含む）と「V+C」方向

式との競争による淘汰、つまり、“异形同义”構造の統一による一構造一義の実現

である。ⅲ）動態助詞“得”、“将”、“取”、“却”、“了”の競争による淘汰、つま

り中国語助詞体系の内部調整によるものである。  

16）宋代白話文献に見られる「VOC」分離式動補構造は清代から徐々に用いられ

なくなった。「VCO」式からの類推、処置式の発展、動詞重複構造の発生などが「VOC」

分離式動補構造が衰退した主な原因であると考えられる。 

17）宋代白話文献で多用された「V+得/不得」可能式は清代になると使用頻度が

徐々に低下した。「V+得/不得」可能式の使用範囲の縮小、表現の正確性に富む「V+

得/不+C」可能式の発展および「助動詞+V」構造の発展などが「V+得/不得」可能

式を衰退させた原因だと推知される。  

18）宋代白話文献に多用されている「V+O+Neg+得」式が元代以降、徐々に生産

性に富む「V+Neg+得+O」式に取って代わられたのは、肯定形式「V+得+O」に触発

された結果だろう。 
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19）宋代白話文献における動補構造の補語語彙は現代中国語の“普通话”にそ

のまま受け継がれたものもあれば、後世にほかの語彙に取って代わられたもの、

使われなくなったものもある。使用頻度の低い語彙が生産性に富む新しい語彙に

取って代わられるのは、「言語は時代とともに変化していく」という客観的な法則

と合致している。 

 20）中国語文法史において、受動客語、場所客語、存現客語の「VC1C2」方向式

における位置は完全には一致していない。この相違は客語の位置はその客語の性

質と密接な関係があることを示している。ⅰ）受動客語が述語動詞 V の後から C1

と C2の間に移ったのは、補語 C が述語動詞 V へ近づく趨勢と、中国語二音節化の

趨勢に影響されたと考えられる。さらに、受動客語が「V+C1C2」の後ろに置かれる

と、「新情報は文末」という中国語の特徴に合致する。それは、情報の焦点として

受動客語を強調するのみならず、構造の韻律をバランスよくする役割も兼ね備え

ている。ⅱ）受動客語と異なり、場所客語は「VC1C2」方向式の C1 の後ろにしか置

かれない。それは、C1 の場所客語に対しての依存度が C2 より高く、C1 と場所客語

が隣接する方向に向かうためである。ⅲ）元明時代になると、「VC1C2」方向式に存

現客語を伴う例が出現した。「V+C1+O+C2」と「V+C1C2+O」式は見られるが、「V+O+C1C2」

の例は見られない。元明時代になると、受動客語或いは場所客語を伴う「V+C1+O+C2」

方向式の生産性が向上し、存現客語を伴う「V+C1+O+C2」方向式はおそらくそれに

触発されて出現したと考えられる。また、話し手が存現客語を新しい情報として

強調したい場合、「V+C1C2+O」方向式を使用する傾向が窺える。このほかに、存現

客語を伴う「V+C1+O+C2」方向式と「V+C1C2+O」方向式は、動作の完結度に微妙な差

異が存在しているが、詳細な分析は今後の課題とする。  

 21）宋代白話文献には見られたが、現代中国語の“普通话”では消失した一部

の動補構造は現在中国の一部の方言に保留されている。例えば、「VOC」結果式、

「V+得+C」方向式、「V+将+C」方向式、「V杀（煞）」式、「V起去」式などがあ

る。このことは中国語文法の発展に地域的差異があることを明白に裏付けている。

方言に見られる動補構造の行方は、われわれが中国語文法史上の動補構造の変遷

を解明するにあたって、有力な証拠を提供している。 

 以上の 21 項目から、次のように結論づけることができる。 

（一）宋代白話文献における動補構造は唐五代の動補構造を継承しつつ発展し

てきた経緯から、かなり豊富な類型を持つ。その全数は「V+C」結果式、「V+C」可

能式、「V+C」方向式、「V+得+C」結果式、「V+得+C」方向式、「V+得+C」様態式、「V+

得+C」可能式、「V+取+C」結果式、「V+取+C」方向式、「V+却+C」方向式、「V+将+C」

方向式、「V+得+将+C」方向式の 12 種類である。 

（二）宋代白話文献における動補構造を地域的な視点から見れば、北方方言の
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動補構造は南方方言の動補構造より変化が早い。通時的な視点から見れば、南宋

の動補構造は北宋の動補構造に比べ、補語動詞はより豊富であり、意味表現も多

様になり、補語成分が時代とともに徐々に発展してきたことが分かる。文献のジ

ャンルから見ると、語録のような口語性がより高い文献における動補構造の類型

は、史籍のような口語性が比較的弱い文献における動補構造よりは豊富であり、

使用頻度もより高い。 

（三）宋代白話文献における 12 種類の動補構造は現代中国語の“普通话”では

5 種類しか残っていない。「V+得+C」結果式、「V+取+C」結果式、「V+得+C」方向式、

「V+取+C」方向式、「V+却+C」方向式、「V+将+C」方向式、「V+得+将+C」方向式の 7

種類はすでに消失した。 

（四）「V+C」結果式、「V+C」方向式、「V+C」可能式の客語は述語動詞の後ろか

ら補語動詞の後ろに移動する過程が見られ、それによって補語 C が述語動詞へ近

づくことは「V+C」動補構造が発展する必然的な趨勢であることを物語っている。 

（五）現代中国語“普通话”にある動補構造の類型は個別の類型（例えば、“走

出一个人来”、“走出来一个人”のような存現客語が「V+C1C2」方向式に現れる形式）

を除き、「V+C」結果式、「V+C」可能式、「V+C」方向式、「V+得+C」様態式、「V+得

+C」可能式など 5 種類の動補構造が宋代白話文献の中に見られる。形式からも意

味表現からも、現代中国語“普通话”の動補構造は、宋代白話文献にみられる動

補構造において、その原型がほぼ成立したと言える。 
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言語資料 

 

《祖堂集》释静・释筠编撰、吴福祥・顾之川点校 岳麓书社 1996 

《敦煌变文集新书》潘重规著 文津出版社 1994 

《景德传灯录》道原撰 台湾商务印书馆 1966 

《佛果圆悟禅师碧岩录》『大正新脩大蔵経』第四十八卷諸宗部五 昭和三年発行（昭

和五十一年再刊発行） 

《朱子语类》黎靖德编、王星贤校 中华书局 1986 

《河南程氏遗书》朱熹编 商务印书馆 

《三朝北盟会编》徐梦莘编 大化书局 1979 

《续资治通鉴长编》李焘著 中华书局 1986 

《挥麈录》王明清撰 上海书店出版社 2001 

《建炎以来系年要录》李心传撰 上海古籍出版社 1992 

《刘知远诸宫调》北京文物出版社影印 1958 

《古尊宿语录》赜藏主编集 中华书局 1996 

《西厢记诸宫调》董解元撰、侯岱麟校订 文学古籍刊行社出版 1955 

《老乞大》《朝鲜时代汉语教科书丛刊》（一）汪维辉编 中华书局 2005 

《西游记》吴承恩著 人民文学出版社 1980 

《醒世姻缘传》西周生撰、黄肃秋校注 上海古籍出版社 1985 

《红楼梦》曹雪芹 中华书局 1998 

《老残游记》刘鹗著、陆翔鹤校、戴鸿森注 人民文学出版社 1979 

《儿女英雄传》文康 上海古籍出版社 1990 
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